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本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して平成18年度に発掘調査された盛岡市細谷地

遺跡第15次調査の成果をまとめたものです。

細谷地遺跡は、縄文時代晩期の竪穴住居跡も発見されていますが、基本的には平安時代を中心にし

た古代の集落跡です。

今回の調査区は、北狽Iが第 4・ 5次調査、南側が第 8次調査区の続きで、それぞれの東側に当たり、

これまでと同様の傾向が窺われ、この古代集落が北側の段丘崖に沿って東西方向に広がっていること

がわかりました。また、同様に土師器を焼成した穴も多数発見され、初めて竪穴住居跡からロクロを

据えたと考えられる穴も見つかり、“土師器工房"と してさらに注目されます。竪穴住居から琥珀が

出土した点も、今回の調査成果の一つです。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました盛岡市

都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表しま

す。

平成20年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 武 田 牧 雄

L
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1 本報告書は、岩手県盛岡市飯岡新田2地割71-2ほかに所在する細谷地遺跡の第15次発掘調査の

結果を収録したものである。

2 今回の調査は、盛岡南新都市土地区画整理事業に伴う事前の発掘調査である。

調査は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と盛岡市都市整備部盛岡南整備課の協議を経て、

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡台帳に登録される遺跡番号は、 L E26-0214で ある。

4 発掘調査期間、担当者、調査面積、遺跡略号は次の通りである。

平成18年 10月 16日 ～12月 12日 ン金子昭彦・荒谷伸郎ほか/1,675n42/OHY-06-15

5 室内整理期間と担当者は、次の通りである。

平成18年 12月 1日 ～平成19年 3月 30日・金子昭彦・荒谷伸郎

6 執筆分担。第Ⅳ章のRA150住居跡の遺構記載および遺物出土状況は、人木勝枝、同様に、RA153

住居跡、RD355、 RD356土坑のそれは、濱田 宏、それ以外は金子が担当した。

7 細谷地遺跡の本調査は十二回目である (第 1～ 3次調査は、試掘 )。 詳細は、第Ⅱ章第 3図参照。

8 遺構名は、盛岡市教育委員会の命名方法に準拠した。略号は以下の通り、番号は三桁で付け、第

14次調査からの続き番号である。

RA→竪穴住居跡、RB→掘立柱建物跡、RD→土坑

9 遺物の分析・鑑定・保存処理は、次の方々に依頼した。

石質鑑定 :花筒岩研究会、炭化材樹種同定 :木炭協会、鉄製品保存処理 :岩手県立博物館

10 報告書作成にあたり、次の方々に御協力・御指導いただいた (敬称略)。

小林 克 (秋田県埋蔵文化財センター)

H 調査成果はこれまでに現地公開資料や略報 (「平成18年度発掘調査報告書」)に発表してきたが、

本書の内容が優先するものである。

調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。

遺構等の平面位置は、平面直角座標第 X系 を利用している (座標値は第 6図参照 )。 座標値は、

日本測地系に基づ く。基準杭は、当方の希望の場所に委託者に設置していただいた。

土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監4多)を参考にした。

凡例は、下記に示 した。遺構図版内の pは土器、 sは石を示す。

参考文献は、それぞれの章、節、項の後に記している。
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(9世紀中～

10世紀初頭)
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掘立柱建物跡 1棟
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ロクロ・ピットが発見
されていることなどか
ら、これらの上坑は、
土師器焼成坑と推定さ
れる。
土師器焼成坑は、R
A153住居跡を取り囲む
ように群集している。
竪穴住居跡から琥珀
が 1点出土した。

要 約

これまでの調査傾向に符合 し、北側の段丘崖に沿って、平安時代の集落跡が東西方向に展
開することがわかった。
また、同様に、今回の調査区にも土師器焼成坑が多数検出された。ロクロ・ピットも発見
され、これまで焼成失敗品である剥片土器しか発見されていなかったが、さらなる確証が得
られた。
周辺地域も含めて考察を加えた結果、今のところ、この地域では、細谷地遺跡以外に本宮
熊堂 B遺跡でしか明瞭な土師器焼成坑は発見されていないことが分かった。
この地域の平安集落では遺隊差 。地点差が明瞭に存在 し、その原因が何かつきとめること
が期待される。



調査に至る経過

盛岡南新都市土地区画整理事業は、盛岡市が21世紀に向けて、経済
。文化などに対する各機能を兼

ね備えた北東北の拠点都市として発展していくことを目指し、現在の既成市街地のほかに南部地域を

新都市として開発し、両者が有機的に結びついた軸状都市を形成するために策定された事業である。

この事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (現盛岡市)の三者が地域振興整備公団 (現

独立行政法人都市再生機構)に対 して事業要請を行い、これを受けて公団が実施計画を作成した。平

成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事業の実施許可が下 り、平成 3年度から面積313haを対象と

した土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に関わる埋蔵文化財の取 り扱いについても協議が重ねられた。その結果、

本調査に関しては盛岡市教育委員会が試掘調査を行い、調査を必要とする範囲を確定し、財団法人岩

手県文化振興事業団の受託事業とすることとなった。

本遺跡第15次調査については、岩手県教育委員会が独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所

長、盛岡市と協議の結果、平成18年度の事業として確定した。これを受け、平成18年 4月 1日 に、財

団法人岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結し、第15次調査 1,675n42を 発

掘調査を実施する逗びとなった。野外調査は平成18年 10月 16日 から12月 12日 まで、室内整理は平成18

年12月 1日 から平成19年 3月 30日 まで行われた。

立 地 と 環

1 位置・地形・調査範囲 (第 1～ 6図、写真図版 1～ 2)

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南約2.5km、 同 仙北町駅から南西約1.3kmに位
置し、雫石川によって形成された沖積段丘上に立地する (第 1～ 2図 )。 地形について概観する。本

遺跡は、北西方向に隣接する飯岡才川遺跡 (第 5図 4)と 、才川という小さな水路状の沢によって画

されている。それは、第 3図第 5、 12次調査区の北端にあり、北西から南東に延びる幹線道路を挟ん

で、そのまま東側に続く。水路として地上に現れていないようだが、第3図 に見える東西に延びる道

路の下を通っていると考えて良さそうである。この道路は、やがて南東方向に折れ、そのまま続くが、

沢も、これに沿って廷びているようである。この道路のほぼ南～西側に段丘崖が認められ、南西方向

に平らな段丘が続く。ただし、幹線道路の西側では、沢と段丘崖は一致せず、第 3図第15次調査の北

側を西側に少し過ぎた当たりから南西方向にずれ、第 4次調査区の北限～第 6次調査区の南限を通る

道路が、段丘の北端に相当したようである。

このように、遺跡範囲は、北西側が若千ずれるが、基本的には段丘上にある。本遺跡の主体となる

古代集落は、ほぼ段丘上にあると見て良く、北西側は低湿地 (旧河道)のため、縄文時代の陥し穴状

遺構や近世の遺構など、段丘上とは性格が異なるようである。

なお、北東方向に隣接する向中野館遺跡 (第 5図 2)と は、境界がはっきりしないが、これは、向

中野館遺跡が本遺跡と一部重複しているためである。地形によらず曖味な区分になっているのは、向

中野館遺跡が本来中世の館跡で、北館と南館の二つからなり、その南館が、古代集落である細谷地遺

跡が立地する広い沖積段丘の北西端にある可能性が高いためである。

今回の調査箇所は、遺跡北端のほぼ中央に当たり (第 3、 5図 )、 北側は段丘崖に隣接する。現況
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1 位置・地形・調査範囲
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第 1図 遺跡の位置 (1:50,000 盛岡・ 日詰 )



は
　
照

Ⅱ 立地と環境

大部分が工場跡を更地にしたもので、多くのカクランが認められた。調査区内の地形は、次節参

2 基本層序・検出状況・出土状況

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

表土 (整地層)層厚40～ 60cm。

クロボク上で層厚 5～40(沢跡部分)cm。

漸移層で層厚 5～ 10cm。

責褐色上で層厚20～ 30cm。 高い部分では砂質、低い部分ではシルト質。

黄褐色砂礫層で層厚不明。

調査区南半分は、Ⅳ層がほとんどなく、Ⅲ層の下はV層 という状態であった。

Ⅱ層上面が遺構の掘り込み面であるが、ほとんどの遺構はⅢ～Ⅳ層上面で検出された。なお、調査

区北側の中央付近で西から東に延びる沢跡が確認されたが、この沢跡は集落形成時には (Ⅱ層で)完

0              1 ,100,000             51/n

E至垂三昌山地 任IttIⅢ丘陵 [三三I]金彗猛 ‰
泥流地形

國 脇 DE量 墓三昌 脇 D□ 艦 原引日河道
畷

扇状地

第 2図 遺跡の立地 (P.5文献30よ り)
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第 3図  これまでの調査区 (網掛け部分が今回の調査区)



Ⅱ 立地と環境

ま、賦
Q凰

0沙

盤
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タ
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＾

第 4図 周辺の調査区と検出遺構

-5-



遺跡名 内  容 文献 (吉名→本文中にある)

2 台太Ph
縄 XH1/t列1栗 洛 古IFl～ 半賓集落→任
dxl以上 中世→五角形の居館、墓地

0、 12、 1、 17、 18、 22、・Iヽ釣、引

37、 Ю l,SI B 57∬ 位

3 向中野舘
it文土坑 平安集落→十日河道、木製品、封
縦末鯨 ful 中世jlV備→肝 大簡 次洲

14、 15、 70、 71

飯岡才川
nttt iHし穴状遺棒 古墳～平安集落 (9c
前含む)実落‐ 付: IF立 洋 円形刷油

13、  19、 21、  37、 66

5 矢 盛
安仁居 3

6 飯岡沢 田
焼棋な基地 中世方形周溝
オ安集落→住居約80、 槻立
と■器を糠 |´ た十師器

27、  28、  64

山 lR～

1歯、 1/1E
野古 A 9、 29、 30、 37、 51～ 53

8 本宮熊立 B
縄文上坑、陥穴、土隅、イノシシ形土製出、

奈良ヽ平安集落→住居約140 ‐l:E 釣

2、 10、 11、 19、 20、 34

9 本宮熊立A
作 辟  捨 て場  十偲  太塑 i■

6、  8、  35、  53、  61、  69

12 小 隔
平安集務→住約40、 円形周溝、掘 3～ 5、 7、  14～ 16、  19、

13 鬼lll,A
構
一 11( 19f 53 -― ―――

奈良～よr安集

19 南仙北
更 ,ね し穴 半賓集洛→住居、円
rf十 ,器  IⅢ l■ ,選

43、 48、 50～ 53

志波城跡
半野 r/J〃Jの, 跡

一麻

虻

一活

刊

一灯

」4、 85ヽ蟷、

“

、56、 58ヽ 60、
犯ほか、78年から市Hr続誡告

21 林崎
半安集落 (仕 H、 初立、滞跡、上

坑 )、  lli斤|(,「ナ古)1
49、  52^-54

飯‖林崎4
焼失住か ら多量の炭化米、円形柳

47 48

No 遺跡名 内  容 文献

10 fFI・ l
1王  (奈 , 1 、 イ再 9、 32,37、

41、 53

宮 沢
溝 (平安 ) 6、 52、

大宮北
半安 集洛→ 住 2、 仕

状、坊 、溝

8、 50、

15 大宮
古代上ウモ、薦 4つ、 53

18 野古 B

22 新ナ区端
縄文晴蔵穴 10、 陥穴、
後末十器  平を大溝

一
Ｈ‐ｌ

し穴、土師器

46

3 内村

32 i又
平安集落→住 1、 溝

33 辻屋敷
住片|(半 安 )2、 須
忠器、上肺祭琢

34 藤 島
1■斥千 (百 t〔 ,1

1朱 irl I
余良 ～平安前期美 洛 η

一

人
=ト

溝、土,,

太日1「 IH
文献ではlJ中 潰働ミ)

遠跡名 内容 文 献

1 細谷地
本評

第 1表

16 鬼柳 B 古代

17 鬼柳 C 古代
52

(1可ムを十1

小 林 古代

水 円 古代

と越勃 A

上越場 B X亀文

27 西田 B 占代

ltI「fl A 古 代
58
+lif寸、な||

中犀敦

37 高屋敦 I

石持

夕
′
記

i!「イに 洵,モjl i

向中野幅

i耳しi

'i脚
|

・
一
・，，．
Ｔ :^

懺

１１，
ィ
々
ｒ
ｉ

〓
木

　

・
一　

‐，

∴主I

BⅢi
Ⅲど甲 /

第 5図 周辺の遺跡 (1
(『盛岡遺跡地図 (2000年版)』

:25,000 盛岡・小岩井農場 )
(盛岡市教育委員会2000)よ り作成
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。 (財)岩手県支化振興事業国埋蔵文化財センター発行報告書 (年 は西暦下二桁 )
凡例→『○○遺跡第○次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財報告書第○集

『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成〇年度分)』 ク (*12年度から「分」とれる)
F平成〇年度発据調査報告書』″

Ⅱ 立地と環境

書 名 (略 年 集 教

1 205

2 本宮熊 堂 B 第 1次 226

旧・ 第 2次
4 (全■成 7 24h

6 略 VFR(平 成 8年度 ) 266

7 小 幅  第 5次 第 7次
8 大官 北  本 宮熊 堂 A
略隷 (平成 9年度 )
Rら

I A4 99

台太郎  第 15次・ 309

13 田各幸R (弓『 厄見10至F月乏)

向中野 4 小幅 H 台太郎 19

陥 (「f4) 年

50 986

]60  61至 F度―
―昭和 62年度 ―

平成 5・ 6年 度

書 名 (田各)

15 向 中野館 3次・小 幅 10次
略報 (平 成 11年 度 )

7

も R

賂 専k(半 成 12年 層 )

熊 堂 B・ 第 lo次 ・ 377

l 飯 岡才 川 ・ 第 3次
2 略報 (平成 13年度 ) 397

23 4・ 5次 4

台 太郎 ・ 第26 6

台太郎 ・ 第 35次 ・

7 飯 岡沢 田  第 3次
8 飯 岡沢 田  第 5次

Nf) 書 名 (路

平成 3年度 発掘 調 査概 報

平成 15年 度  16年度発 掘 2005

・岩手県教育委員会発行報告書
43)1979年 『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅲ』岩手県文化財調査幸R告第35集

44)1982年 『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XⅢ』岩手県文化財調査報告第68集

45)1990年 『岩手県内遺跡詳細分布調査幸R告書 I』 岩手県文化財調査報告第86集

46)1991年 『岩手県内遣跡詳細分布調査報告書Ⅱ』岩手県文化財調査報告第90集

47)1992年 『岩手県内遺跡詳細分布調査報告書Ⅲ』岩手県文化財調査報告第91集

48)1993年 『岩手県内遣跡発掘調査報告書 (平成4年度)』 岩手県文化財調査報告第93集

・盛岡市教育委員会発行報告書

F盛岡市埋蔵文化財調査年報一〇年度―』『盛阿市内遣跡群―○○調査概報―』

書名 (田を) 年

野 百 A 弟 12次
野古 A 第 15次 ヽ

mA・靴 (半庇 14年唐 )

427

夫幕 3次・熊堂 B14次
本宮熊 堂 A・ 第 17次

細 谷 地・ 第 8次 04

略報 (平成 15年 度 ) 04

467

台 太郎  第 51次 468

平 成 16年度 469
矢盛 ・第 6次

鼻罠堂 A 24 'Rtt B・ 25
郎・ 第 54次 .

487

飯

半 成 17年 度 ・ 490
飯 岡才 川  第 8 9次 494

'7

細 谷地  第 9次・ 第 10次 07

身琴23 ・ 24 ・ 29ツk

07 502
07

向 中野館  第 7 8次 07 504

『紫波城跡―○〇年度発掘調査概報―』

怖 書 名 年

平成 15 16年度

*54の書名は、F盛岡遺跡群』

第 1表 細谷地遺跡のこれまでの調査一覧
査
数
詞
次 委託者 種類

調査面積
ポ
調査機関 調査期間 (西D 調査成果・検出遺構 出土遺物

報告書
(上言E)

備 考

イ国人 試 掘 岡市教

岡市教

岡市教

86721 平安 時代 土坑 1

試 稲 平 成 R年 ほ
イヽ

4 盛岡市
本
調
査

3,342
当埋蔵文化財
センター

000614--1108
縄文陥し穴状遺構23/平安
(9世紀後半～10世紀前半)
集落→住居跡39、 掘立柱建物
跡 4、 土坑、焼± 1、 溝跡、
カマド状遺構 2基 / 近世掘
立柱建物跡 井戸跡

縄文土器 (後晩期)/あかや
き土器、鉄製品 (刀子・釘・

鉄鏃 手鎌 足金具)、 石製
品 (砥石 磨石 台石 石
錘) 土製品 (羽口 土錘・
紡錘車)/寛永通宝・木製品

継
続
調
査

5 5,805 010416-0731

6 公 □ 010522^-0605 近世 の井 戸
7 盛 岡市 03 1001--1031 な し 土師器小片

8 2,638 030701ヽ―1107

平安 (9世紀中～10世紀初頭)
集落→住居跡16、 畠状遺構 2、
柱列 1条、土器焼成上坑 4
*生産遺構目立つ

剥片土器、耳皿、鉄製品 (鉄
鎌、刀子、餃具、鉄鏃)

9 都市機構 050412- 11 18
縄文晩期前葉住居跡 (廃屋
葬 ?)、 土坑/弥生焼土/奈
良～平安集落→住居跡46(奈
良11 平安45)、 掘立柱建物
跡 1(平安 )、 土坑 (平安
主 奈良 2?)、 溝跡 (奈良
～平安)//近世掘立柱建物跡

縄文土器 (後晩期)/ン弥生土
器/鉄製品 (刀子・鉄鏃 穂
摘具・鉄鐸 釣針・小刀)、
石製品 (砥石 鉄砧石)、 主
製品 (羽 口・土錘 ・軒平
瓦?)/永楽通宝、寛永通宝

一
体
調
査

盛岡市 10.545

II 盛 岡市教 委 050411^-0520 竪 穴住 居 跡 4(平安 )、 畑畝 間 (平安 ) 未子U

国土
交通名

当埋蔵文化財
センター

060410^-0615
縄文時代の陥し穴状遺構 H′ /

近世の掘立柱建物跡と墓
今年度

13 都市機構 2,530 060703^― I127 奈良
～平安集落→竪穴住居跡

38棟 (奈良 8、 平安30)、 鍛
冶工房跡、 トチノミ、クリ、
炭化米などが大量に出土した
焼失住居

鍛造剥片、ガラス小玉 2
一
体
調
査14 盛岡市 7.958 060410～ 1127
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3 これまでの調査と周辺の遺跡

全に埋まっていたものである。また、その上面の所々に灰白色火山灰のブロックが認められた。

調査区内の地形。今回検出された平安時代 (9世紀後半～10世紀前半)の集落跡は、Ⅱ層上面に構

築されたと考えられるので、上記沢跡は若干凹んでいたかも知れないが、基本的にほぼ平らであった

と推測される。Ⅳ層上面でも、西から東に延びる沢跡は認められたが、それほど大きな起伏ではなく、

段丘上であることからもわかるように、なだらかな地形であったと推沢1さ れる。

検出状況。今回検出された平安時代 (9世紀後半～10世紀前半)の集落跡は、Ⅱ層上面に構築され

ているので、本来的には遺構はⅡ層上面に検出されるはずである。しかし、沢跡上面 (Ⅱ 層)か ら比

較的多量の遺物が出上 したので遺構があるのかどうか見極めようとしたが、全 く分からなかった。後

にⅣ層上面まで下げたところ土坑が検出されたので、沢跡上面で確認できたはずであるが。

今回は時間がなく、原則 としてⅢ層下部～Ⅳ層上面まで一気に下げてしまったので、検出にそれほ

どの難はなかった。遺構の重複関係を見極めるのは往々にして難 しかったが、特徴的な埋上のため検

出面ではっきりと分かる場合も比較的多 くあった。

出土状況。遺物は、ほとんどが遺構の埋土から出土しているが、上述のように、旧沢跡の上面から

も比較的多く出土 した。層位差は、時間がなかったこともあって、確認できていない。

3 これ までの調査 と周辺 の遺跡 (第 3～ 5図 )

(a)こ れまでの調査 (第 3～ 4図 )

細谷地遺跡の本調査は、今回で12回 目になる (第 4～ 15次 )。 各調査の概要は表 (p.7)に まとめ

たので、ここでは大要のみ記す。なお、表の委託者欄のうち “公団"の正式名称は、「地域振興整備

公団岩手県総合開発事務所」、“都市機構"は 「独立行政法人 都市再生機構岩手都市開発事務所」で

ある。なお、後者は、前者が組織改変されたものである。

第 1節でみたように、細谷地遺跡は基本的には砂礫段丘上に立地するが、北西部に旧河道を含み、

段丘上に古代集落跡 (縄文晩期の集落跡も?)が立地するのに対 し、旧河道では、縄文時代の陥し穴
状遺構、近世の集落跡が主として確認されている (第 3図第 5次調査区の大部分、第12次調査区)。

第 3、 5図を見て分かるように、本遺跡の調査は、遺跡の北限を東西に分かれて進んできている。

本遺跡の主体となる古代集落跡では、平安時代 (9世紀後半～10世紀前半)の集落跡は、東西いずれ

にも認められるが、奈良時代の集落は今のところ東側にのみ確認されている (第 9～ 10次、第12～ 13

次調査区)。 間の 9世紀前半の集落跡は今のところいずれにも確認されていない。

今後、調査は段丘の中心部に進んでくるので、よりはつきりすると思われるが、平安時代 (9世紀

後半～10世紀前半)の竪穴住居跡の分布は、明らかに段丘崖に沿って濃 く、段丘の内部は希薄なよう

である。また、第 9～ 10次調査区 (文献67)で認められた “環状集落"や、第 4～ 5次 (文献23)か

ら第 8次 (文献36)、 そして今回の第15次調査区の中で、竪穴住居跡が幾つかの群に分かれるような

あり方は (第 4図 )、 縄文時代の集落跡に通じるものがあって興味深い。その原因も縄文時代と同様

と考えているが、この後は第Ⅵ章で述べたい。なお、奈良時代の竪穴住居跡は、段丘の北東端に沿っ

て弧状に巡る二条の埋没沢の上とその周囲の低い部分に点在するようである。

以下、古代集落跡の特記事項。一辺2.5m以下の極端に小形の竪穴住居跡が、第 4次調査区を中心

に見られ、第 8次、第 9～ 10次、第15次調査区にも散見される。土師器焼成上坑と考えられる土坑が、

第 4次、第 8次、第 9～ 10次、第15次調査区から検出され、第 8、 9～ 10次では、土器生産の副産物

と考えられる破片がチップ状に剥離 した「剥片土器」が出土した。第 8次調査では、畠と考えられる
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Ⅱ 立地と環境

畝間状遺構を検出。まだ未報告であるが、第 13～ 14次調査区から、 トチノミ、クリ、炭化米などが大
量に出土した焼失住居跡、鍛造剥片が出土 した鍛冶工房跡が発見された。第 4～ 5次調査区 (文献23)

で、内面に花弁状暗文を持つ土師器杯が竪穴住居跡から出上 し、第 9～ 10次調査 (文献67)では、小

形の軒平瓦のような土製品、樹木様の文様を刻書 した両面黒色処理の土師器椀が出土 した。

古代以外の調査結果について最後にまとめておく。

第 9～ 10次調査区 (文献67)で、縄文時代晩期前葉 (大洞B2式期)の竪穴住居跡 1棟、フラスコ

状土坑 3基 ?確認されている。住居跡は、周囲に同様の遺構はなくポッンと点在 しており、マウン
ド状に埋め戻されていて逆位に据えられた完形土器の存在などから、廃屋葬の可能性が窺われる重要

な調査例である。この他に、時期は特定されていないが縄文時代と考えられる溝状の陥し穴状遺構が、

第 5次 (文献23)、 第12次調査区で確認されている。また、第 5次調査区で検出された柱穴状小ピッ

トの中にも、縄文時代と推測されているものがある。

遺物としては、第 5次調査区で縄文時代後期前葉、晩期後葉 (大洞Al式)の上器片、石器剥片類、

第 9～ 10次調査区で縄文時代晩期前葉 (大洞B2式)(完形含む)、 晩期中葉土器片 (大洞C2式 )、 石鏃

や石錐などが出土している。

弥生時代では、第 9～ 10次調査区 (文献67)で、弥生時代後期と思われる焼上が埋没沢から検出さ

れ、前期末 (大洞 A′ 式新段階)と 後期の上器片が出土している。

中～近世。第 9～ 10次調査区 (文献67)で、永楽通宝が出土している。近世では、第 5次 (文献23)、

第12次調査区を中心として、第 6次 (文献22)、 第 9～ 10次調査区でも、掘立柱建物跡、井戸跡、溝

跡、火葬墓などが検出され、近世陶磁器、寛永通宝、曲物・杭などの木製品が出土している。

なお、今回の調査区の隣接部分で確認された遺構を第 4図 に掲げておいた。本来なら遺跡全体の遺

構図を示すところだが、東西600mに も及ぶ遺跡範囲では、遺構 として認識できる大きさで図幅に収

めるのには無理がある。ご容赦いただきたい。

(b)周辺の遺跡 (第 5図 )

第 5図 とその右頁にある文献一覧に略記 したので、詳細は文献24、 33、 70等 を参照いただきたい。

なお、図および文献一覧は、『向中野館遺跡第 7・ 8次発掘調査報告書』 (文献71)のそれを追加変更

したもので、一部分かりづらくなっていることをお詫びする (42と 61、 60と 72、 42と 61以下との関係 )。

図幅も、中心をもう少し南にずらした方が適切だが、これより南 しばらくは調査報告遺跡がないよう

なので、あまりずらしても意味がないと思われ、さらに盛岡駅からの距離および本遺跡群を考える上

で重要な雫石川が入った方が良いと判断して、そのまま変更しないことにした。

また、「略記」には含めていないが、平成18年度にも発掘調査が行われており、当埋蔵文化財セン

ター関連では、台太郎遺跡の第58次調査 (3,945ポ )、 向中野館遺跡の第 9次調査 (2,052ポ )、 飯岡才

川遺跡第12次補足調査、第13次調査 (4,000+2,280ポ )、 矢盛遺跡の第 9～ H次調査 (3,055+147+
3,8911n2)が行われている。概報 ((財)岩手県文化振興事業団 2007)に よれば、基本的にはこれまで

の調査結果と同様のものが発見されているようだが、矢盛遺跡で新 しい知見が得られている。一辺70

～80mの やや歪んだ方形に堀を巡らせた16世紀代の居館跡が確認され、掘立柱建物跡や竪穴建物跡な

どが検出されている。また、向中野館遺跡では、北館の主郭が発見されたが、遺構 。遺物が希薄なこ

とから居所は南館と推測されている。詳細は、今年度発行される報告書を参照いただきたい。

周辺遺跡の調査は、今回と同様ほとんどが「盛南開発」によるもので、周囲には多 くの古代集落が

広がる。今回報告する細谷地遺跡第15次調査で発見されたもののほとんどは、平安時代 (9世紀後半

～10世紀初頭)であった。そこで、この時期を中心に周辺の遺跡を簡単に見ていくことにする。遺跡
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番号は、第5図の香号である。

古墳末～奈良時代の竪穴住居跡は、細谷地 (1)、 台太郎 (2)、 飯岡才川 (4)、 飯岡沢田 (6)、

野古A(7)、 本宮熊堂 B(8)、 稲荷 (10)、 鬼柳 A(13)、 深測 I(36)遺跡で発見されている。

志波城が造営され存続 した 9世紀前半の遺跡は、はっきりしない。遺構としては、本宮熊堂B遺跡

(8)の RAl10住 居跡 (文献61)く らいしか見あたらない。遺物としては、向中野館遺跡 (3)か ら

「厨」と墨書された須恵器が出土 している (文献70)。 この他にも土器片などは出土 しているようだが、

はつきりしない。なお、『向中野館遺跡第 7・ 8次発掘調査報告書』 (文献71)の 中の周辺の遺跡一覧

表で、飯岡才川遺跡の頂に 9世紀前半含む集落跡と書いてしまっている。報告書 (文献21)の抄録か

らそのまま記載 したが、当該期とされたRB05掘立柱建物跡出土土器を見ると (報告書 :p.92)、 とて

もそのようには断じ得ない。お詫びして訂正しておく。なお、飯岡才川遺跡の円形周溝から出土 した

須恵器には、この時期になりそうなものも含まれているそうだが、断定はできないようである。

志波城が廃絶された後の 9世紀中頃～10世紀初頭にかけては、爆発的に遺構 。遺物が増える。第 5

図に示した調査歴のある遺跡のほとんどに、この時期の遺構が認められる。この地区で発見された竪

穴住居跡は1,00o棟 を越えるが、その7割以上はこの時期と思われる。まさに、平安時代 (1,000年 前 )

の “盛南開発"と 言つた感じである。こうした動向は、この地区に限ったことではなく、少なくとも

岩手県の北上川流域で一般的に認められる傾向である (伊藤 1998ほ か)。 しかし、 9世紀前半にお

ける当該地区の壊滅的な少なさに対するこの急激な増加は、尋常なものではなく、何らかの説明が求

められる。そもそも時期決定の基となる土器編年が間違っている可能性もなくはない。つまり、 9世

紀前半に志波城という一般集落ではなく城柵出上の (特別な)土器をあてたことで、他の一般集落で

はその (特別な)土器が出上しないという誤謬の可能性もなくはないようだが、報告者は、竪穴住居

跡その他の遺構 。遺物の特徴およびその分布から、様々な場所から多くの人々が短期間に移住してき

た結果なのではないかと考えている。おそらく、その背景には、この地区における本格的な水田稲作

の開始ということがあろう。この後は、第Ⅵ章で検討してみたい。

参考文献

伊藤 博幸 1998「後半期の集落」『岩手考古学』
(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

文化財調査報告書第505集

第10号 岩手考古学会
2007『平成18年度発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵

Ⅲ 調査・整理の方法

1 野外調査の経過

本来は、別の調査班が10月 1日 から担当することになっていたが、その班の前の調査遺跡が、面積

が増加したこともあって、とても10月 一杯には終われないということがわかり、急遠担当替えになっ

たものである (10月 6日 )。

10月 16日 (月 )か ら作業開始になったが、取り敢えず先に重機で表土を剥ぐこととし、人力による

作業は10月 23日 (月 )か らという指示を受けた。というのも、この年盛岡地区で当センターによる発

掘調査が多く、元々作業員が不足気味であったことに加え、本遺跡に作業員が移動することになって

いた遺跡の調査が終盤延長されたことにもよる。したがって、10月 中は15名、H月 6日 (月 )か ら10

名増えて25名体制ということになった。人数もさることながら、上記の理由で足りない部分は新人を
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Ⅲ 調査・整理の方法

大幅に雇用して補ってきたため、実測・精査のできる作業員が決定的に足 りず苦労した。特に本遺跡

の調査は、急返調査班を新規に編成したため予定外であり、作業員の不足は深刻で、既に調査を開始

していた現場から配慮はしてもらったが、他の現場も当初の予定の10月 31日 より大幅に遅れるところ

ばかりで余裕がなく、最も後発の本遺跡が “割を食う"の は当然である。

10月 23日 (月 )午前に器材を搬入して、本格的に調査開始。と言つても、元々作業員数が少ないこ

とに加え、出勤率も悪 く、毎日10名程度での作業のため、ほとんどはかどらなかった。この時点では、

まだ重機による表土剥ぎを行っていたため、それが終了していた北側から人力による検出作業を始め

た。重機による表土剥ぎは、10月 16日 (月 )か ら26日 (木)ま でかかった。24日 (火)を降雨により

休んだとは言え、1,675ギ という面積にしては時間がかかりすぎの感がある。その原因は、現況が工

場跡地で産業廃棄物が深 く残っていて掘削しにくかった部分が大きい。

10月 25日 (水)に基準杭を打設していただいて、10月 30日 (月 )ま でに調査区以内のグリッド杭の

設置は終了した。

10月 29日 (月 )か らは、一部精査も併行して行った。といっても、15名の作業員のうち11名が今年

採用の新人であつたため、遺構精査のできる人は数名で、精査は主として遺構かどうかあやしいもの

をはっきりさせる点に主眼を置いた。

H月 6日 (月 )か らベテランの作業員 (実測できる方も3～ 4名 )が 11名増え、また応援の調査員

の援助も受けるようになったので、本格的な遺構精査を開始した。

新人を中心に検出作業も続け、最後まで残していた旧沢跡の黒土にもトレンチを入れた。その結果

竪穴住居跡など浅い遺構はないことがわかり、ここもⅢ層下部～Ⅳ層上面まで下げ、検出作業はほぼ

終了した。H月 16日 (木)の ことである。この後も、重機で掘 り足らなかった部分を拡張したり、カ

クラン範囲として大きく残 していた部分を地山深 くまで入つている範囲まで縮小するなどの微調整

を、新人を中心として、11月 24日 (金)こ ろまで続け、最後に、調査区中央を横断する現代の溝の埋

土を取 り去る作業をしてもらった。このころから退職する作業員が増加 したため (特に新人)、 結局

この作業はほぼ最後までかかった。

この時期 “盛南開発"では四現場が同時に調査していたため (全て11月 下旬まで)、 援助を受ける

ことはできなかったが、他の調査が終了し始めた11月 下旬からは若千の援助も受けた。H月 24日 (金 )

から先に終了した現場から、実測・精査のできる作業員を4名追加補充したが、同じ頃からやめてい

く作業員も徐々にでてきたので トータルではほとんど変わらないかマイナスであつた。

12月 に入ると精査・実測遺構も減って僅かになってきたので、作業員を約半分を上器水洗にふりわ

けた (12月 6日 (水)～ )。

11月 は暖冬気味で、むしろ雨に悩まされたが、12月 に入ったとたんに冷え、霜や氷に悩まされるこ

とになった。12月 7日 (木)にはついに調査中に積雪を見て作業を中止せぎるを得なくなった。天気

が悪くてセスナ機による空中写真もなかなか撮れずやきもきしたが、何とか12月 4日 (月 )に終了。

12月 11日 (月 )か らは器材の梱包が主となり、12月 12日 (火 )の午後器材を搬出し、同じ頃最後ま

で残っていたRA157住居跡の柱穴の追加実測を終了し、調査の一切を終了した。

2 野外調査の特記事項

(a)グ リッドについて

盛岡市教育委員会の指示に従った。平面直角座標 (第 X系)に合わせ、大グリッドは50× 50mのメ

― H―
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Ⅲ 調査・整理の方法

ッシュで、東西方向に西からA、 B、 Cの アルファベット、南北方向には北から 1、 2、 3のアラビ

ア数字を付 し、 lA、 lB等 と呼称 した (第 6～ 7図 )。 座標値は、第 6図 に記 したが、数値は日本

測地系であり、世界測地形に直すと、X=-36,050.0000→ -35,742.3119、 X=-36,100.0000→ 一

35792.3126、  Y=26,450.0000-→ 26,150.4088、  Y三=26,500.0000-→ 26,200.4069と ア贅アg。

各大グリッドを25等分 し、南北方向に北から 1、 2、 3の アラビア数字、東西方向には西から a、

b、 cの アルファベットをつけ (第 7図参照 )、 lAla等 と呼称した。これが小グリッドである。

(b)遺構の名称について

遺構名も、盛岡市教育委員会に準 じている。略号は以下の通 りで、番号は三桁で付け、第14次調

査からの続き番号である。RA→竪穴住居跡、RB→掘立柱建物跡、RD→土坑。

野外では第○号住居跡、第○号土坑のように作業順に便宜的に名前を付け、報告時に全て付け直し

た (ただし、RA047住居跡とRB003掘立柱建物跡は既に名前が付いていたため、そのまま使用 )。 各

遺構の種類ごとに原則として南から北に番号を付けたのは、ほぼ精査順に合わせたものである。

第17号→RD352

第18号→RD353

第19号→RD354

第20号→RD357

第21号→RD358

第22号→RD359

第23号→RD360

第24号→RD355

第25号→RD362

(c)調査方針と方法について

重機で北西隅を一部剥いだ時点で、当初予定の 1ケ 月という調査期間で終わるものではないことは

明らかであった。調査に入ったのが 10月 16日 であり、調査が延びると整理期間を圧迫することは明瞭

で、また季節柄後になればなるほど調査条件は悪 く危険も増すことも十分すぎるほどわかっていた。

そこで、期間を最優先し、省略できることは全て省略、短縮できることは全て短縮することに決めた。

まず、人力による検出作業を短縮するため、重機で遺構検出面直上 (Ⅲ 層中部)ま で下げた。ダメ

押 しをする時間はないので、検出面はⅢ層下部～Ⅳ層上面まで下げ一回で判断することにした。その

際、Ⅱ層 (黒土)中 に底を持つものは別に考えるが、取 り敢えず底がⅢ層下部～Ⅳ層に達しているも

のについては全て同様に扱った。竪穴住居跡の平面 (完掘)写真は、タワーを設定して撮るのが通常

だが、この年にレンタルしたタワーが非常に建てにくく危険なため、全て脚立で撮ることにした。竪

穴住居跡の柱穴断面は、浅く単層に近いものは実測しないことにした。

このように臨んだが、産業廃棄物によるカクランが大きな支障となり、前回との調査範囲の境がわ

かりにくく手間取 り、さらにこの時期としては多い雨と霜どけによつて調査現場が毎日のようにドロ

ドロになったため、あまり期間を縮められなかった。むしろ、12月 中旬以降は雨も減 り、1月 は記録

的な暖冬で雪もほとんどなかったから、無理 して早 く終わる意味はあまりなかったかも知れない。

(d)調査条件について

調査環境のうち、気象以外の環境条件について。

現況は、大部分が工場跡を更地にしたもので、多くのカクランが認められた。カクランは、産業廃

・竪穴住居跡

第 1号→RA151

第 2号→RA152

第 3号→RA150

第 4号→RA153

第 5号→RA154

第 6号→RA155

第 7号→RA156

第 8号→RA157

・土 坑

第 1号→RD338

第 2号→RD339

第 3号→RD340

第 4号→RD356

第 5号→RD341

第 6号→RD361

第 7号→RD342

第 8号→RD343

第 9号→RD344

第10号→RD345

第H号→RD346

第12号→RD347

第13号→RD348

第14号→RD349

第15号→RD350

第16号→RD351
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2 野外調査の特記事項

棄物 (鉄、ガラス、コンクリー ト片、礫)か らなるもので除去するのに時間がかか り、またその深 さ

も一様ではないため上から見極めがた く、調査に極めて深刻な影響を与えた (第Ⅳ章冒頭参照 )。

排土は、調査区北側の民家部分と西側の「第四次調査区」 (第 7図)を除いて捨てることができた

が、東側が調査区より大分高 く、また遺構の集中する調査区北側は、北西側の民家横に出さなければ

ならなかったので、やや影響を与えている。何より、後述する気象条件で毎日土が ドロドロになった

ため、歩きにくく運搬に大変問題があった。遺物、器材水洗用の水。10月 中は雨が少なくて苦労 した

が、11月 は雨が比較的多く、カクラン部分に穴を掘って水をためたため、あまり問題はなかった。遺

構埋土。基本的にクロボク上で掘 りやすかった。検出面を大幅に下げたため、検出にも難はなかった。

(e)特に気象条件について

10月 は基本的に秋らしい好天が続いた。しかし、H月 は、暖冬で暖かかったが、例年になく雨が多

く、基本的に毎週 1日 雨で作業中止になった。その量 も、この季節にはりしく多く、水 くみ等の復旧

に半曰くらいを費やした。特に、H月 27日 (月 )～ 29日 (水)は毎日雨が降り、佳境に入った精査に

大きく水を差した。12月 4日 (月 )からは急に気温も下が り、毎日霜が降りるようになった。前の過
に雨が多かったせいか、シー トをかけても中から凍るためあまり意味がないのである。それでいて、

雨が多いのも変わらず、12月 5日 (火)も 午後から雨となり3時で作業を中止せざるを得なかった。

12月 7日 (木)に はついに雪が積もった。この12月 4日 (月 )～ 8日 (金 )の週は、作業終了がかか

る大事な週だったのだが、天気には全く恵まれなかったのである。

特に困ったのが上である。雨の日は言わずもがな、天気の良い日は霜がおり、それが解けて ドロド

ロに、ということで、11月 下旬以降は、毎日ドロドロの中で作業をせざるを得なかった。歩きにくく、

また一輪車で上を運ぶのが大変であった。水分の多い時には滑 りやすく、乾いてくると靴に上が くっ

ついて歩 くのが大変といった状態である。滑ってけがをした人がいなかったのだけが幸いであった。

暖冬で比較的過ごしやすくはあったが雨が降って大変で、カクランと共に作業に支障となった。

(f)調査員、作業員の構成について

調査員は 2名の他に援助があり、11月 6日 (月 )以降は常時 5名以上いた。作業員は、 10月 中は15

名、■月 6日 (月 )か らlo名増えて25名 であったが、季節柄出勤率が悪く、10月 はほぼ10名、11月 は

ほぼ20名程度である。11月 24日 (金)か ら4名追加補充したが、一人二人とやめていき、 12月 は15名

以下となった。上記のように、作業員は新人が多かったが、真面目な方が多く、また検出・粗掘が比

較的後の段階まで残ったこともあり、作業の支障にはほとんどなっていない。しかし、lo月 はさすが

に人数が足 りなくて作業が進まず、やきもきした。

(g)遺構の検出について

(3)調査方針で述べたように、調査期間をできるだけ短縮するため、原則として遺構が明瞭に確
認できるⅢ層下部～Ⅳ層上部まで一気に下げている (掘 り込み面はⅡ層上面)。

(h)遺物の取り上げについて

遺構土層断面記録後の完掘時には、基本的には層ごとに掘 り上げ、遺物も層ごとに取 り上げている

が、時間がなくて一括 した場合があり、また層に変化がなくて識別しにくかった場合には一括せざる

を得なかった。残 りの良い土器や床・底面出土遺物は、出土状況を図や写真等で記録した。

(i)遺構の実測について

平面図は、基本的には一般的な筒易遣 り方で作成したが、 R A153住居跡の一部を光波 トランシッ

トによる測距を基に作成している (平板実測の測量の部分を光波 トランシットで行ったのに相当)。
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Ⅲ 調査・整理の方法

3 室 内整理 の経 過

野外調査の開始が遅かつたこともあって変則的である。室内整理は、12月 から開始し、12月 は調査

員 1名 のみの作業であった。 1月 以降は同じく調査員 1名のほかに作業員がついたが、 1月 は 2名、

2月 は 1名、 3月 は再び 0名である。

作業員の数が少ないこともあって、遺構関係の作業は全て調査員が行った。図面整理は基本的に野

外で行ったが、 トレースに当たっての一部変更調整を12月 中に行った。他に、遺構写真のアルバム整
理も12月 に行っている。土層注記のパーソナル・コンピューター打ち込みも、ほぼ野外で行ってきた

ので、1月 は トレース、2月 は図版作成、3月 上旬に写真図版の作成を行って、遺構関係は終了した。

遺物整理。遺物水洗のほとんども野外で終われなかったので、 1月 は通常の作業員に加え、日々雇

用の作業員を 5名雇い、遺物水洗と接合・復元作業および写真撮影のための石膏部分色塗りを行った。

2月 は再び通常の整理体制にもどったが、他からの援助も受けて遺物実測、拓本を行い、 トレースも

含めて終了した。このように早 く終了したのは、余裕がないため掲載遺物を大幅に減らしたことが大

きい。 3月前半は遺物図版の作成を行い、 3月 13日 (火)～ 15日 (木)に遺物写真撮影、その後考察

部分の図版作成と遺物写真図版作成を行った。

一部原稿の執筆を残し、 3月 30日 (金)に整理の一切を終了した。

4 室 内整理 の特記事項

(a)遺物の全体量と報告書掲載基準について

調査では、土師器・須恵器 (32× 42× 30cmの コンテナ)9箱、石器11点、土製品 2点、鉄製品 2点、
琥珀 1点が出土した。掲載基準は、整理方針に後述 (詳細は第V章参照)。

(b)ス タッフと整理方針について

調査員 1～ 2名 と作業員 1～ 2名で整理作業を行ったが、作業員は若千の支援があった。作業員の

数は少ないが、ほとんどがベテランであり作業ははかどった。

スタッフと整理期間 (整理は 1月 から開始、 1月 は水洗・注記・接合復元を行ったので実質 2～ 3

月の二月で全て終了)を考慮して、次のような整理方針を立てた。

第一に、土器以外の遺物は少ないので基本的に全点掲載するが、土器は大幅に掲載を割愛する。研

究の現状から、土師器・須恵器とも、器形が復元できないとほとんど意味がない、甕は胴部だけでは

あまり意味がない、特に土師器は “セット (共伴)"で出土 しないと大幅に情報が減るので遺構外や

遺構内でも出土状況が不明なものはあまり意味がない、と判断された。そこで、遺構外は全形が残っ

ているもの以外は原則 として掲載しない、遺構内でも、器形が推定復元できないものは掲載 しない、

遺構内でも、土師器甕の胴下半部だけの資料は、全形が残っているもの以外は原則として掲載 しない

との方針を立てた。したがって、No.を付けて取 り上げてきた遺物でも、接合せず破片のままだった

ものは全て割愛した。遺構外出土品で形の残っているものはほとんどなかったので、減らすのにそれ

ほど苦労はしなかった。結果として、住居内を中心に掲載土器は大幅に減 り、あまりに減らしすぎて

報告書の見積もりと大きな阻齢が生じ、逆にこの点で頭を悩ますことになった。

第二に、掲載方法は、ニーズとコス トを考えて (金子 1998:pp.H～ 13)、 石器は写真を基本とし

た。その他の遺物については原則として全て実測したが、琥珀は写真のみとした。土器は、時間のか

かる調整痕の実測は表裏とも1/8周 にとどめた。現状では、調整の種類・方向以外に意味はないと判

-15-



5 報告書の特記事項

断され、縄文土器の縄文以上の意味はなく、1/4周描 くのは美的観点からのみと思われるからである。

(c)遺構図面の点検・修整について

平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で行った。合わない場合は計 り直したが、どうしても

合わない場合やセクション・ポイントがないなどの不備は、そのままにし本文中にその旨記している。

ただし、1/20の縮尺で l mm(原寸では 2 cm、 報告書ではo.5mm)の違いについては誤差範囲とし、特に

ふれていない。報告書に嘘を書 くべきでないという方針 (金子 1998:p.10、 13)に拠る。

(d)遺物の接合・復元・注記について

土器は基本的に報告書に掲載 したものだけに注記 した。土製品、石器、鉄製品については、 1点、

1点別の小袋にしまって、その袋に出上位置等を記載し、注記はしていない。

土器の接合は、作業員約 1～ 2名 と日々雇用作業員が約 2週間行った。原則として同じ袋、同じ遺

構、同じグリッドの中でのみ試み、遺構間や異なるグリッドの間での接合は行っていない。また、

日々雇用の作業員はほとんどが初心者のため、まだ接合する可能性を残 していると思われる。

(e)遺物の実測・拓本・ トレースについて

遺物の実測・拓本・ トレースは作業員が行い、実測図は調査員が点検 した。

5 報告書の特記事項

報告書の体裁は、基本的に既存の報告書に倣ったが、一部違うところがあるので以下に記す。

(a)遺構、遺物図版の凡例について

本書冒頭の例言の下にある。

(b)遺構出土遺物の掲載・記載の位置について

遺構出上の遺物も第V章で掲載・記載しているが、遺構図版の後に遺構内遺物集成図として縮尺を

落としてまとめてもいる (第 29図 ～第33図 )。 出土状況は、第Ⅳ章の各遺構の項を参照。

(c)遺物の分類・掲載順序について

遺物は、基本的に種類ごとに、出土位置の順 (遺構内→遺構外)に並べている。

(d)遺物の記載の仕方について

遺物の記載は基本的に観察表で行い、表に入 りきらない場合や表の項目に当てはまらないことは本

文中に記 し、その頁を表の「本文記載」という欄に記した。飢察表の見方等は、第V章冒頭に記した。

(e)註・引用参考文献の掲載位置について

それぞれの節の最後にまとめている (例えば、第 1節土師器・須恵器)。

(f)本文、表、図版のレイアウ トについて

原則として本文は本文、図版は図版とまとめている。報告書は通して読まれるということはほとん

どないと思われるので、“捜 し易さ"を優先すべきと考えたためである。

(g)全体の体裁について

元々は細谷地第 13、 14次の報告書と合本の予定で、“合わせる"こ とが求められていたが、 2月 26

日になって急に変更になったため、やや無理が生じている部分がある。

参考文献

金子 昭彦 1998「埋蔵文化財センターの考古学」F紀要』XⅦ  (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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構

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 9棟 (1棟は第 8次調査の続 き)、 掘立柱建物跡 1棟

(第 4次調査の続き弾 で、いずれも平安時代で9世紀後半～10世紀初頭の可能性が高い。

本章を読む際に注意していただきたい点。凡例は、本書冒頭の例言の下にある。遺構から出土した

遺物は、第Ⅳ章の後に遺構ごとの集成図を掲げているが (第 29～ 33図 )、 遺物自体の詳細については

第V章を参照いただきたい (番号は共通 )。 遺構名称は、野外では仮番号を付け (第○号住居、土坑

など。○には数字が入 り、精査順に番号を付けた)、 報告書執筆の時点で、例言に示 した盛岡市教育

委員会の方法に則って全て付け直 した (第 Ⅲ章で詳述)。 ただし、順番はそれほど大きく変えていな

い。同じ種類の遺構の中での香号は、基本的に南から北に向かって付けているが、土坑の場合は、R

D342の後、南西に移っている。その他、第Ⅲ章を参照していただきたい。平面図と断面図の照合等

の図面点検は、現地で全て行っている。合わない場合は計 り直しているが、どうしても合わない場合

は、そのままにし本文中<図・精査状況 >にその旨記 している。ただし、1/20の縮尺で l mm(原 寸で

は 2銅、報告書では0.5mm)以 内の違いについては誤差範囲とし、とくにふれていない。本文記載中

の深さは、言うまでもなく検出面からの深さである。

後述のように検出面を大きく下げたので、検出は、旧沢跡と一部の重複以外容易だった。土も大体

掘 りやすかったが、礫 (V)層 が露出している場所やカクランは掘 りにくく時間がかかつた。

調査区内の地形については第Ⅱ章に記した。基本的には砂礫段丘上にあるが、西側の第 4次調査区

からの続きで、西から東に沢跡が入る。第 7図 R A155住居跡の南半分から南狽1に あるR D340土坑 く

らいまでの幅で、東端は、 R A153住居跡南端から2」 1l kグ リッドの杭あたりまで続 く (写真図版

12)。 ただし、沢はⅣ層上面にあり、今回の調査で発見された集落は本来的にはⅡ層上面に形成され

ていたものである。したがって、集落形成時には既に沢は埋まりきっており、3,881.3gと 比較的大量

に出上した土器片や土錘は、沢跡の上のⅡ層上面から出土している。集落形成時の I層上面を基準に

すれば、今回の調査区1よ王坦に近い。再び、地山であるⅣ層上面について。調査区中央よりやや南に

調査区を横断する溝がある。これ自体は最近の溝だが、これより南はⅣ層の発達が弱いのか、Ⅲ層の

下はすぐ砂礫となる。遺構が少ないのは、これが原因なのかも知れない。

調査区の現況についても第Ⅱ章で記したが、工場跡地を更地にしたものだったのでカクランが著し

く多い。ただし、南側はそれほどでもなく、リンゴの木を移し替えたような跡が見られたので畑だつ

たのかも知れない。また、北側のカクランも、大部分は深く入つているのだが、深さは一様ではなか

った。重機で表土を剥いだ時点で、一応中心を深掘りしてみて深さも確かめてみてはいたのだが、時

間がなかったので (カ クランは産業廃棄物からなっているため除去するのに著しく時間がかかる)、

それほど徹底してはいなかった。それが、R A 154、 156住居跡を精査してみて、思ったより深く入つ

ていない地点もあることが分かり、その後、カクランの周囲をクリーニングして深さを確認し、深く

入っていないところはカクランを除去して狭める作業も行ったが、カクランの中央付近に浅い部分が

あつた可能性もなくはない。しかし、既に12月 に入っており、徹底することはできなかった。

排土置き場は、第7図北西端の「第 5次調査区」 (北西側に図よりさらに続く)、 南西の「第 8次調

査区」、調査範囲より外側の東～南に設定することができ、調査範囲の東南タト側を重機による排土置

き場とし、それ以外を人力による排土置き場とした。なお、「第 4次調査区」には高い土山が築かれ

ていたため、排土置き場とすることはできなかった。

遺IV
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1 竪穴住居跡

遺構の検出・精査状況。重機による表土剥ぎは、北から南に向かって行った。余裕がないので検出

作業を省力化するため、重機でⅢ層中部まで下げた。人力で検出作業をはじめた時にはまだ重機が動

いていたので、安全確保のため、第 7図 R D 348～ 351土坑付近から北に向かって開始した。北東隅は、

遺構が希薄ですぐ終了したが、その南側は、遺物が多く出土して遺構を確認しようとしたが、沢跡の

上で黒土が厚く堆積しているため、見極めるのは容易ではなさそうだった。そこで、重機が終わるの

を待って、第 7図側溝から南側の遺物・遺構の希薄な範囲から検出・精査を開始することにした。住

居、土坑の若い呑号がこちらに付いているのはそのためである。側溝より北側は、まず沢跡より南の

範囲を検出・精査し (検出作業はH月 1日 までに終了)、 その後は沢跡を挟んで北西部分を検出し

(9日 までに終了)、 最後に残しておいた沢跡にトレンチを入れ (写真図版 12)、 竪穴住居跡はないこ

とがわかったので全て地山まで下げた (16日 に終了)。 その他の野外作業については、第皿章参照。

ダメ押し。最初からダメ押しする余裕がないと判断していたので、検出面を通常より大幅に下げて

Ⅲ層下部～Ⅳ層上面としており (遺構の掘り込み面はⅡ層)、 “取りこぼし"を したおそれはほとんど

ないものと考え、行っていない。また、上述のように、第 7図「カクラン」として広く残した範囲の

中に遺構が残存している可能性もあるが、余裕がなくてできなかった。

前回調査との境がはっきりせず困つた。調査では「用地ギリギリまでは掘らないでくれ」と指示さ

れることが多いので、どうしても余裕を残して調査しがちだからである。したがって、図面と実際の

間に飢婦が生じ、たとえ飢離がなくても、現地で図だけから位置を特定するのは困難である。終了し

た暁には捨て杭など何らかの目印を打つ必要を感じる。第 7図「第 4次調査区」の場合には高い盛土

があったので特に広げるのに苦労した。

この調査でもおびただしい数の柱穴様の穴が検出され、調査区北東、R D357土坑の周辺には特に

多かった。原則として全て半裁してみたが、遺構となり得たのは、R B 003掘立柱建物跡とR A 155住

居跡の周囲から検出されたものだけで (R A 155住居跡の中で報告)、 他は全て根穴等の自然現象と判

断された。また、調査区内に南北方向に延びる道を何本も確認したが (例えばR A157住居跡の東カ

マド煙出付近)、 重複関係と土性から最近のものと判断したので記録は取らなかった。

1 竪 穴 住 居 跡 (第 8～ 22図、写真図版 2～ 23・ 39)

9棟 (1棟 =R Ao47住居跡は第 8次調査の続き)検出され、いずれも平安時代で 9世紀後半～10

世紀初頭の可能性が高い。

出上位置の欄の住居の後の01～ 4は、住居を4等分した区画を意味し、土層ベル トを基準に、北
西区画が 1、 北東が 2、 南西が 3、 南東が 4に なる。精査の順は、概ね、R A o47→ 150～ 152→ 153、

154、 155→ 157(11月 15日 ～12月 12日 )→ 156(11月 30日 ～12月 12日 )である。調査区南東隅のカクラ
ンは、埋上がⅡ層再堆積土を主としており、北西端を検出した際には竪穴住居跡のように見えた。調

査範囲を拡張した時点でプランが不整形でおかしいなと思ったが、念のため下げてみたところ、土師

器片とともに最近の陶磁器片が出上し、近現代の穴であることがわかった。

概要。調査区北側の段丘端に近い部分に集中することは明らかである。全体傾向として、カマ ドの

煙道が、住居壁において床面より高いところから始まる特徴を持つ。最大のR☆ 157(カ マ ドが 6

つ 。拡張あり)が一辺約 7m、 最小の R A151が約2.5mだが、大 きさの推移は漸移的である。RA
153ではロクロピットが検出されている。出土土器の量は、 R A157が圧倒的に多 く28,872.7g、 次い

でR A 153の 17,659,3gだ が
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Ⅳ 遺構

は、R A 153の 2点 と、極端に少ない。上製品は、同じくR A 153の フイゴ羽口 1点のみである。

R A047住 居跡 (第 8・ 29図、写真図版 2)

<位置・検出状況>調査区最南端、 3」 3d付近に位置する。西に隣接する第 8次調査の続きで、事
前に想定していた。ただし、住居南側は、今回も調査区から外れているため、未了である。Ⅲ層下部

～砂質のⅣ層上面において黒上で明瞭に確認。第 8次調査との合成図を第 8図右下に掲げた。

<重複関係 >こ れまで調査できた範囲では、ない。東壁は、倒木によってカクランされ、全体的に、

壁は根による汚れ、カクランを受けている。

<規模 。平面形状>南側が調査未了のため、正確な規模は不明だが、5.2× 4.8m程度の隅九方形か。

<埋土>前回調査と同様、三層に分かれるようで (今回上層は残っていなかった)、 中層には灰白色

火山灰がブロック状に入る。

<床面 。掘り方・貼り床 >今回の調査範囲では貼床は確認できず、砂礫層 (V層 )あ るいは一部 (南

端)その上の砂質Ⅳ層がむき出しの状態で認められた。前回の調査範囲では、貼床がほぼ床面全体に

認められたようである。土は、loYR5/6責褐色砂質シル トと10YR2/3黒 褐色シル トの混合土 (粗粒砂

多 く含む)。

<壁・壁溝>壁は、砂質Ⅳ層で、前述のようにカクランが多く認められた。壁溝は検出できなかった。

<柱穴>検出できなかった。前回調査範囲でも、柱穴らしいものは確認できていないようだが、それ

らしい位置に土坑が検出されている。

<カ マ ド>今回の調査範囲では検出されなかった。前回の調査では、西壁のやや北寄 りに検出されて

いる。芯材 とした礫は確認されたが、構築土は残っていなかったようである。主軸方向は、 N―

68° 一W。 燃焼部焼土は、今回の調査でしばしば認められたように、床面より高い位置に、煙出に向

かって上がるように検出されている。

<付属施設>今回の調査では検出されなかったが、上述のように前回は土坑が 2基確認されている。

床面からの深さは両方とも30cm程度である。

<遺物>(出土状況)1,052.8gの 上器が出土。出土遺物は少ないが、琥珀が 1点出土。既に取 り上げ
られてしまっていたので詳細は不明。前回調査区では土師器・須恵器が比較的多く出土している。

(掲載遺物)第 29図 1～ 4の上師器・須恵器、写真図版39の琥珀が出土。

<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀前半)と 思われる。

R A150住居跡 (第 9。 29図、写真図版 3～ 4・ 38)

<位置・検出状況>調査区南の 2」 25e～ 3J3gグ リッド付近に位置する。表土直下Ⅲ～Ⅳ層上面
で検出した。

<重複関係>重複関係は認められない。

<規模 。平面形状>3,7× 3.8mの方形。住居東壁中央は一部撹乱が入る。壁高は24cmで ある。

<埋土>覆土は三層に分かれ、黒色土層と褐色土ブロックを多量に含む層が自然堆積層の層相を示す。

<床面・掘り方・貼り床 >只占り床はカマ ドを除く住居全体に認められる。

<カ マ ド>カ マ ドは西壁のほぼ中央で 1基検出した。カマ ドの主軸方向はN-51° ―Wである。袖は

シル トで構成される。カマ ド天丼部は一部残存する。支脚は認められない。煙道は長さ1.6m直径32

cmで、深さ38cm直径34cmの煙出しに向けて降下する剣 り貫き式である。煙出しからは礫がまとまって

出土しているが、遺物は認められない。
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1 竪穴住居跡

<付属施設 >北壁中央および住居南東隅でピットを検出した。Pit l・ 2は柱穴の可能性がある。

<遺物>(出土状況)950.5gの 上器、後述の石器 ?が出土。カマ ド内およびカマ ド周辺に散在 して

出土している。

(掲載遺物)第29図 5～ 8の上師器・須恵器、写真図版38の 1の砥石 ?が出土。

<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 判断される。

R A151住 居跡 (第 8・ 29図、写真図版 5)

<位置・検出状況>調査区中央東端、 2」 15jグ リッド付近に位置する。シルト質のⅣ層上面で、重

機で剥いだ時点で確認。ただし、上の色がそれらしくなく、また 1」 16a付近で同様のシミが撹乱で

あったことから、竪穴住居跡であることを疑っていた。しかし、精査した結果、土層断面がそれらし

いことから、竪穴住唇跡に認定した。

また、本住居跡は調査できた範囲でカマ ドは確認できず、そうした意味では住居状遺構とすべきか

も知れない。しかし、南側が大きくカクランを受けておリカマ ドがあった可能1生を残すこと、さらに

西側に隣接するR A 152竪穴住居跡によく似ているため、竪穴住居跡と認定 した。

<重複関係 >南側が最近まで使われていた側溝に大きく壊されており、特に西端は、より北側まで撹

乱されている。その他は、調査できた範囲では、ない。

<規模・平面形状 >北辺は約2.5m、 隅丸方形か。

<埋土>単層に近い。炭化物等は見られず、生活痕跡は薄い。

<床面・掘り方・貼り床>砂礫 (V)層 をそのまま床としており、貼 り床は認められない。

<壁・壁溝>砂質のⅣ層を壁としている。

<柱穴>砂礫層を床としているためか、検出できなかった。

<カ マ ド>調査できた範囲には、ない。

<付属施設>確認できなかった。

<遺物>(出土状況)出土遺物は非常に少なく、697.5gの土器が出土。西端の、より北側までカク

ランが及ぶ地点から比較的大きな土器片がまとまって出土したが、カクラン内であるため記録は取 ら

なかった。 (掲載遺物)第29図 9の上器が出土。

<時期 >出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R A152住居跡 (第 10。 29図、写真図版 5～ 7)

<位置・検出状況>調査区中央、東寄 りの 2」 15hグ リッド付近に位置する。砂質のⅣ層上面で、重

機で剥いだ時点で検出。 R△ 151竪穴住居跡と同様、埋土は、あまりそれらしくなかった。

<重複関係 >北西隅を大きく撹乱され、また北側の煙出付近も撹乱を受けている。

<規模・平面形状 >約 3.9× 3.6mの ややひしゃげた隅丸方形。

<埋土>一部壁の崩れや撹乱が認められるが、基本的には上層 (2層 )と 下層 (3層 )に分けられる。

上層は灰白色火山灰がブロック状に入り、下層はⅣ層ブロックや炭化物を含む。

<床面・掘り方・貼り床 >砂利 (V)層上面を床とし、貼 り床はない。

<壁・壁溝>砂Ⅳ層を壁とする。崩れている部分もある。

<柱穴>東壁の中央下付近の床面から柱穴状の穴を検出した。検出時は輪郭がシヤープでそれらしく

見えたが、深さ10cm程度で柱穴でない可能性も高い。埋土は、loYR3/1黒褐色シル ト、砂Ⅳ層粒子含

む。一部撹乱を受けビニールが入る。この穴全体が撹乱である可能性も残す。北東隅壁下にも黒褐色
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の落ち込みを確認したが、不整形で浅く、柱穴にはならないと思う (根が入つたものらしい)。

<カ マ ド>北壁やや東寄 りに確認した。煙道の主軸方向は、N-15° ―W。 煙道はくり抜き式だが

(砂Ⅳ層を壁とする)、 煙出に向かってあまり下がらない。煙出は撹乱を受けて不明である。袖は、Ⅳ

層を貼ってから、それを掘 り込んで礫を二列に並べている (写真図版 7の左上 )。 この写真の北東端

の礫は火を受けて赤 くなっている。おそらくは、この上にさらにⅣ層を盛 り上げてドーム状にしてい

たものと推浪1さ れる。なお、検出時にも西狽I(写真では左手)に 多量の礫を確認したが (写真図版 7

の右上 )、 含まれている土は黒褐色土 (住居 2層 )で カマ ド袖とは直接関係ない。焚き口手前に横た

わる長い礫の下にも袖上が認められ、本来この礫は橋状に渡してあったものと思われる。

<付属施設>な し。

<遺物>(出土状況)444.9gの 土器が出土。出土量は少ないが、カマ ド付近から比較的多 くの土器

が出土した。No.1～ 5は、カマ ド北側から落ち込んだように傾斜 している。土器柱の周囲を掘られ

てしまったのではっきりしないが、 2層上面からの出土か。第10図 p.6は、底から2 cm上 にほぼ水平

の状態で出上している (カ マ ド3層上出土)。 第10図p.8は、焚き口上で、礫側から落ち込むように傾

斜し、礫側は底から4 cm上のカマ ド1層上 ?にあり、反対側の西端は回縁で床面にくつついていて立

つような角度である。 (掲載遺物)第 29図 9～ 11の上器が出土。

<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

R A153住居跡 (第 H～ 13・ 29～ 30図、写真図版 8～ 10)

<位置・検出状況>調査区北側、 2」 3e～ 6hグ リッド付近にかけて位置する。Ⅱ層下部で黒褐色

土の方形プランが確認できた。北側は検出面まで下げきらずに精査を開始した。

<重複関係 >R D355土 坑、R D356号土坑と重複している。いずれよりも本遺構のほうが新 しい。

<規模・平面形状 >6.6～ 7m× 5.86m。 南東壁に幾分広がる部分があるがほぼ方形である。

<埋土>黒褐色土が主体だが下位ほど褐色土粒が多く混入しする。その割合から大きく3枚に分層 し

た。全体的に礫や土器片が多く含まれている。焼失時の焼土や炭化物も見られる。

<床面・掘り方・貼り床>基盤の砂礫層を床とし、部分的に貼床も施されている。堅く締まる。

<壁・壁溝>23～ 50cm程度残存していた。東寄 りの残 りがよい。

<柱穴 >Pit l'2・ 4・ 5の 4イ固確認できた。いずれも長方形の柱痕跡が明瞭で、比較的大 きめの掘

り方 (直径45～ 65cm)を有する。深さはいずれも50cm前後である。掘 り方には、砂礫主体の黒褐色

粘土質土が充填されていた。

<カマ ド>カ マ ドは北西壁中央からわずかに北隅寄りに設置される。本体は袖部と燃焼部焼土が残る。

(本体部)袖部の幅は1.0～ 1.2mで、黄褐色のシル ト質土で被覆される。袖には左右とも土器片が

混ぜ込まれる。燃焼部焼土は32× 42cmほ どに広がり、厚さは最大で 6cm。 焼けはあまり良くない。

(煙道・煙出し部)到 り貫き式の煙道で、壁から煙出しまでの総長は約 2mで ある。底面は燃焼部

を越えてわずかに立ち上がり、壁際から煙出し部に向けて下がっていく。途中、階段状になる箇所が

ある。煙出しの深さは62cmあ まりで、多くの円礫を含む。煙道方位はN-75° 一Wである。

<付属施設>ロ クロの回転台を据えたかと思われる土坑 (Pit 3)と 貯蔵穴 (Pit 6)を検出した。Pit

3は直径50cmの 円形をなし、深さは約20cmを測る。底面には心棒を差し込んでいたと思われる小

孔を持つ。埋土は上位に暗赤褐色の土器片を含む上が堆積 してお り、その状況から人為的に埋め戻さ

れた可能性もある。Pit 6は直径50cm、 深さは15cmである。

<遺物>(出土状況)R A157住居跡に次いで大量の遺物が出土 し、土器は17,659.3g。 炭化材のNo.

-21-



1 竪穴住居跡

1(厚さ l cm角 )は クリ、No.2(厚 さ2～ 5 cm)はケヤキ、No.3(厚 さ 5 cm前後)も ケヤキとの同
定結果を得ている。

(掲載遺物)第29図 12～ 32の上師器・須恵器、第30図 2・ 3の石器 (砥石と磨石 ?)、 第30図 1、
2の鉄製品 (鏃 )、 第30図 1の土製品 (フ イゴ羽口)が出土。
<時期・所見 >出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀はじめ)に属する遺構と思われる。

①数力所に焼けの悪い焼土や炭化物の集積が見られることから、焼失家屋と判断される。

②第12図に示したように、本遺構からは土器片が比較的多く出土しており、またロクロピットが見

つかっていることから、土器製作工房として機能した住居と考えられる。

R A154住居跡 (第 14'30図、写真図版10～ 12)

<位置・検出状況>調査区中央よりやや北寄りの214yグ リッド付近に位置する。南側の沢跡に隣
接する場所にある。Ш層下部～Ⅳ層上面において黒褐色土ではっきりと検出。検出時には、撹乱がよ

り周囲にも広がっていてカマドは確認できなかったが、精査時にカクランの多くが上部にとどまって

いることがわかり、床面まで壊しているところ以外は取り除いた。その結果、全景写真撮影時にクリ

ーニングしたところ、西壁中央付近にカマド煙道が検出された。

<重複関係>調査の終盤までないと思っていたが、撹乱を除去した結果、カマドの煙道がR A156住

居跡の埋土中に延びていることが分かった (本住居の方が新しい)。 南西隅1/4弱 を撹乱によって壊さ

れている。また、壁のほとんどが崩れている。

<図・精査状況 >カ マ ド底が礫層のためセクション・ポイントが動き、平面図と合わない。柱穴 1は、

完掘時に西側の上場が 2 cm掘 り広がったため、断面図と平面図合わない。また、南東隅の柱穴 4も 、

西狽Iの下場が 5 cm掘 り広がったため、合わない。

<規模・平面形状 >約 5× 5mの隅九方形だが、壁が崩れているため不整形である。
<埋土>床や壁の近 くに異なった上が認められるが、基本的には単層に近く、黒褐色土に責掲色土の

ブロックが混 じるものである。埋め戻しの可能性 もあるか。なお、住居中央から拳大の礫が多量に出

土したが (3層が主、一部 2層 )、 記録は取っていない。

<床面・掘り方・貼り床 >一部シルト、大部分は砂質のⅣ層を床としており、柱穴を結んだ範囲の内

側四角い範囲は非常に硬 く締まる (図示 )。 ほぼ全面に掘 り方を持つが、掘 り方を露出させると、内

側の四角い範囲は細かい凹凸が見られる砂質のⅣ層、その周囲は基本的に礫が露頭 した (V層上面 )。

<壁・壁溝 >一部シル ト、大部分は砂質のⅣ層を壁としている。崩れているところが多いせいか、壁

の下は黒いところが多く不明瞭であったが、壁溝は持たないようである。

<柱穴 >周囲を中心に黒い場所が多く、検出条件は悪かったが、何とか 4つ認めることができた。基

本的に4本柱のようで (床面からの深さは30～ 40cm)、 東壁に認められた間の小穴は浅 く、入 り口な

どに関係すると推測される。カマ ド前の北西の一つには掘 り方が明瞭に認められ、礫で固めている

(手違いで図示されていない)。

<カ マ ド>上面を覆っていた撹乱を除去したところ、西壁のほぼ中央にカマドが検出された。煙道の

主軸方向は、N-80° ―W。 袖は、北側のみが残 り、南側は撹乱で壊されている。あまり残 りは良く

ないが、Ⅳ層土を貼って礫を芯とし、その上にまたⅣ層土を貼って作ったようである。煙道は、検出

時には掘り込み式のように見えたが、半裁した結果、くり抜き式が落盤したものと分かった (断面 4

～ 6層が天丼部の崩れ)。 一般的なものと違って、焚口から住居壁付近でいったん上がって、煙出に

向かってじょじょに下がるという構造である。焚国の焼土は、撹乱の下に入っているためか、検出す
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Ⅳ 遺構

ることはできなかった。

<付属施設>検出していない。

<遺物>(出土状況)5,369.6gの 上器が出土。カマ ド付近を中心に土器類が出土した。p.1は、須恵

器で内面を上に向けて出土 (5層上面 )。 p.2はバラバラで、P3は底外面を上に向けて出土 (いずれ

も2層 ?)。 p.4は 、住居北西隅に向かって傾斜 して出土 (3層 ?)。 p.5は 、正位で出土 (3層 )。 p.

6～ 10は 、ほぼ水平に3層から出上しているようだ。p.H～ 13は、カマ ド崩落土から出土。p14は、南

東方向に傾斜 して出土 (3層 )。 p.15は、床面から3 cm浮いて水平に重なるようにカマ ド崩落土から

出土している。

(掲載遺物)第 30図 33～ 42の土師器・須恵器、第30図 4・ 5の石器 (砥石)が出土。

<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

R A155住 層跡 (第 15～ 16・ 30～ 31図、写真図版 13～ 15)

<位置 。検出状況>調査区中央西端。 215s～ 7uグ リッド付近。排上の関係で、この付近は南か

ら北に向かって検出作業を進めていたが、住居の南半分が旧沢跡の黒上の中にあったため見極められ

ず、周囲をⅣ層上面まで下げて、やつと住居があることに気づいた。そのため特に南半分は大幅に削

平してしまった。

<重複関係 >検出作業で北東隅に別の住居 (R A156)が重複しているのがわかったが、上面では新

旧関係を見極められなかった。重複部分にトレンチを入れてみたが、それでもはっきりしなかった

(第 18図右端 )。 結局、既に現れていた礫の集積はカマ ドであり、これが R A 155の プランの壁に接 し、

さらにそれが重複 している別の住居の方に延びているのだから、本住居の方が新しい可能性が高いと

いう見通しを持って、断面を見つめ直した。重複断面の 5層 (R A156)が黄色い粒が見られる特徴

的な土だったため、これを鍵層として確かに整合性を持たせられる分層ができた。そこで、本住居の

方が新しいと判断し、断面実測後、精査を始めた。北西壁は、根による撹乱を多く受けている。

<図・精査状況 >B― B′ 断面のB′ 狽Iの壁は、断面実測後に掘 り広がつたらしく、平面図と合わない。

カマ ド南北断面図は、実測時に水糸がずれたせいか、礫の位置合わず、焼土は、砂礫の上に形成され

ていたためか撮影時のクリーニングで消失してしまった。東西断面図は、セクション・ポイントの位

置がずれ、焼土、礫の位置も合わない。下が砂礫層のためセクション・ポイントがうまく設置できな

かったのが最大の理由であるう。時間の余裕がなく、再度測 り直して合わせることはできなかった。

<規模・平面形状 >5× 4.8mのやや不整形な隅丸方形。

<埋土>大幅に削平 したこともあって、壁際以外は単層に近い。

<床面・掘り方・貼り床>V層 (砂礫層)上面を床とし、只占り床は認められない。掘 り方も見られな

いが、西壁の中央付近下に浅い凹みを検出 (第 15図断面 7層 )。 不整形で、柱穴とは考えにくい。

<壁・壁溝>砂質Ⅳ層を壁とするが、根による撹乱や崩落のため、原形をほとんどとどめていない。

壁溝は認められなかった。

<柱穴>床が礫層のため確認しづらく、半裁した結果かろうじて柱穴とした 1、 2も 、浅 く、それら

しくない。これらが柱穴としても、二本だけで上屋を支えられるはずがない。そこで、住居外に検出

された 3、 4も含めて考えることにした。今回の調査でもおびただしい数の柱穴状のシミを確認 した

のだが、半裁 した結果遺構とすることができたのは、これ二つのみであった。 R A 155を 精査する前

に既にこれら二つを半裁しており、遺構とは認定したが、二つだけで建物を建てることはできないし、

どう扱うべ くか考えあぐねていたので、渡りに舟だったのである。しかし、これらは構造上あまりぶ
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1 竪穴住居跡

さわしい位置になく、特に西側の上屋を支えるのに不都合である。そこで注目したのが、 5である。

検出時には壁を壊すような位置にあり、根穴か撹乱であろうと考えていたのだが、半裁 してみると単

なる疑似現象とも言い難い。そこで、これも加えることにした。 5と 同様の上が認められた 6も含め

ることになったのだが、これについてはやや無理があるかと考えている。以上のように、本住居の柱

穴については、多分に理屈に合わせて作 り上げてしまった感が強く、考古学的には弱いと言わざるを

得ないが、柱穴覆土の 2層 と4層 はそれらしいのではないかと考えている。

<カ マ ド>東壁北寄 りに位置する。N-90° 一E。 煙出がはっきりと確認できないが、礫の並ぶ方向
は、上面にも礫 (赤 く焼けている)を並べ、検出時から十分に確認できた。袖は、砂質Ⅳ層 ?土を貼
って礫を埋め込んでいる。上部構造は十分に確認できなかったが、礫を並べていることは確かである。

礫は皆火を受けているようだ。煙道～煙出ははっきりと確認できなかったが、断面図の 3・ 4層 を煙

道覆土と考えた。煙道内から大量に土器が出土したが、火は受けていないようである。

<付属施設 >ないと思われる。

<遺物>(出土状況)8,6395gの 上器が出土 (R A 153住 に次いで第三位)。 カマ ド脇、内から大量に
土器が出上 した。p.1～ 3は、その他の土器で、p.1の杯は、底を上にほぼ水平の位置で出土 (床か

ら 5 cm、 1層下部 )。 すぐ東にも同じような土器が出土 したが雨で水につかり動いてしまった (p.0、
1層床直 )。 p.4は 、カマ ド脇から大量の土器片が敷き詰められたような水平の状態で出土 (1層下

部 )。 p.5～ 15は、カマ ド崩落土上面から主として出上し、p.8は 3層から出土 ?、 p.9は 、南東側煙

出から滑 り落ちるような形で出土。p.10は 、ほぼ水平に出土 (3層 ?)。 p.12の杯底は、北東方向から

傾斜 して出土 (1層 )。 p.14は 3層 ?、 p.15は床面から8 cm浮いた状態で 1層から出土。p.16～ 27は カ

マ ド精査後に出土したもので、袖内およびその崩落土、煙道から出上している。p.16～ 18は、 4層 よ

り淡い黒土から出上し、18は僅かに南側に傾斜 し、17は南側に傾斜している。p.20は、僅かに北東側

に傾斜、p.22は僅かに北側に傾斜、p.24は ほぼ水平に出土。p.20～ 27の土器は同一個体か ?(4層 黒
土中)、 二次焼成は受けていないようで土と一緒に廃棄されたものか。

(掲載遺物)第30図43～ 第31図 54の土師器が出土。
<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～lo世紀初頭)と 思われる。

R A156住居跡 (第 17～ 18。 31図、写真図版 16～ 17・ 38)

<位置 。検出状況 >調査区北西。 214t～ 6wグ リッド。Ⅲ層下部～Ⅳ層上面で確認。重機で剥い
だ後ジョレンをかけて、黒掲色上で明瞭に検出。北西部分と東側が大きくカクランされていたが、後

に、床面まで達していない場所がけっこうあることがわかった。そのせいもあって、この時点ではカ

マ ドの位置を確認できていなかった。

<重複関係 >南西側、R A 155住居 と重複。検出時に既に重複を確認していたが、埋土がよく似てい

たため、上面では新旧関係を提えられなかった。そこで、両住居を通 して トレンチを入れてみたが

(第 18図下 )、 それでもはっきりしなかった。結局、石を組んだR A 155住居のカマ ドの位置と方向が

決めてとなって、R A 155→ R A 156の 変遷を考え、そうした目で再度 トレンチ断面を検討 したところ、

推定プランの境界に位置する第18図下の 3層 と5層が明確に異なることが分かって、新旧関係を確定

した。東側、R A 154住居と重複。間に大きなカクランが広がっていたこともあって、 R A154住居の

カマ ドを精査するまでは、重複していることに気づかなかった。このカクランが思ったより深 く入っ

ていないことが後に分かって取 り除いたところ、 R A154の カマ ド煙道が検出された。この時には、

まだR A 156の精査を開始していなかったので、R A156の覆土上面にあったカクランについては取 り
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除いていなかった。 R A 154の 煙道を断ち割ったところ、予想以上に西側に煙道が延び、R A 156の 覆

土中まで潜 り込んでいることが明瞭に分かり、 R A154の 方が新 しいと判断された。この他、上述の

ように、北西部分と東側が大きくカクランを受けている。検出時には周囲のカクランのように深 く入

り込んで床面まで壊 していると予測し、時間がないので覆土上面の最低限の部分だけ取 り除こうと考

えていた。ところが、予測していたよりはるかに浅いことが住居精査中に分かつて、あわてて住居に

かかる部分全面を取 り除いた。結局、最初に全面カクランを取 り除いた方が早かったことが分かつた。

<図・精査状況 >南北断面の Bノ 側の下場が、断面実測後に削 り取られたため (霜の影響か )、 合わ

ない。同様に、カマ ド1の aア 側の下場が掘 り広がって、合わない。同じく、カマ ド2の住居壁付近

の煙道の始まりが、合わない。また、カマ ド2の焚口焼土が、半裁後にほとんどなくなってしまい、

推定で平面実測 したため、合わない。

<規模・平面形状>約 5.2× 5.2mの やや不整形な隅九方形。

<埋土>2層が特徴的な土であることもあって、二～三層に分けることができる。 2層は、その性質
上埋め戻 した土である可能性がある。北カマ ドの西側に焼上が 2箇所認められた (第 17図 )。 両方と

も2層 中に形成されているようだが、北側は床面まで焼上が達しており、現地性の可能性 もある。南

側は、 2層土に焼土が乗る。また、住居南側の床面にも焼土が認められたが (第 17図 )、 炭化物が混

じり廃棄上のようにも思われる。

<床面 。掘り方・貼り床>V層 (礫層)を床としているためか、床の中央付近に一部貼床が認められ

たが (第 17図 4層 )、 ごく一部にとどまる。 V層 を床としているため、掘 り方は確認できなかった。

また、カクランにより、第17図p3と 柱穴 6の間、そして東狽1の カクランと囲つた範囲は床面まで壊

されている。                        ′

<壁・壁溝 >基本的に砂質のⅣ層を壁とし、一部V層のところがある。

<柱穴>四本柱で、建て替えが認められるようである。ただし、 4と 7以外は非常に浅 く、柱穴の役

割を十分に果たしたか疑間である。柱穴の番号は検出順を示 し、 3ま でが床面で、 4以後は床を剥が

した後に検出した。覆土はみな単層である。柱穴 1、 3が、10YR3/1黒褐色シル トⅣ層の斑が見られ

る。柱穴 2が、10YR3/1黒褐色地に10YR5/1黄褐色の斑シル ト粘性あり。柱穴 4、 5、 7が、10YR3/1

黒褐色で砂質シルト、砂利再堆積層で埋め戻 したものか。柱穴 6が、10YR2/1黒色シル トややもろい

(カ クランか)。

<カ マ ド>北壁に一つ、西壁に一つ確認された。いずれも残 りは悪 く、袖は認められなかった。カク

ランが覆い被さっていたことと、雨中で検出面を汚すことが多かったため、煙道が検出されたのは、

住居内の精査が終わって全体写真を撮るためのクリーニングでである。北カマ ドは、北壁のほぼ中央

に位置し、N-22° ―E。 第17図では、西側に袖のようなものが認められるが、これは焼土混じりの

土を残 したもので、袖そのものではないと思う。煙道は、やや曲がっているが、煙出に向かって急傾

斜で下がる。煙道底は、V層上面～中層で、壁に掘られた部分は床面と同じ高さである。焚口焼土は、

礫層に形成されているためはっきりしない点もあるが、明らかに現地性のものである。西カマ ドも、

ほぼ西壁の中央付近か。N-66° 一W。 煙道の底はV層上面だが、北カマ ドと異なり、壁の位置では、

床面より高い位置から始まっている。焚日の焼土は、北カマ ドと同様である。

<付属施設 >カ マ ド焚口以外の焼土については、<埋土>で記した。

<遺物>(出土状況)2,866.lgの上器、後述の石器が出上 した。出土遺物は少なかったが、床面付近

に幾つか認められた (第 17図 )。 p.1の杯は、伏せた状態で、西側の壁から落ちたように傾斜 して出

土 し、西側は床面から l cm、 東側は床面から 8 cmの 高さにある。 3層の出土。p.2は、床から l cmの
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高さで、ほぼ水平に出上した (3層 )。 p.3は、床直だが、ほとんどがカクランから出土。p.4の須恵

器は、東壁に沿うように、北から南へ傾斜 して出土し、床面からの高さは北が 7 cm、 南が 5 cmで ある。

2層下部あるいは 3層の出土。p.5の西側にも床面から l cmの高さで土器片が認められたのだが、実

測までに動いてしまったようである。s.1は 、砥石で、東から西にやや傾斜 しており、床面からの高

さは、東が 7 cm、 西が 6 cm、 2層の出上である。

(掲載遺物)第 31図 55～ 60の土師器・須恵器、写真図版38の 6～ 8(一部を第31図 に図示)の石器

(砥石と磨石)が出土。
<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

R A157住居跡 (第 19～ 22・ 31～ 32図、写真図版18～ 23・ 38)

<位置・検出状況 >調査区北端。 l124v～ 213xグ リッド。Ⅳ層上面ではっきりと確認 したが、
東側は、南北方向に道路跡があったこと、匹抑Iは カクランがあったこと、南～東壁は根によるカクラ

ンで壊されていたこと、さらに南狽Iを排上のための一輪車道にしていたこともあって、カマ ド煙道は

ほとんど確認できていなかった。

<重複関係>東側、R D361土坑に切られる。 R D361の埋土が特徴的なため、検出面で明瞭に分かっ

た。南西側、 R D362土坑と重複。周囲が根で壊されていたこともあり、最初は土坑と考えていなか

った。住居検出時に、住居プラン外側に黒褐色上が張 り出しているように見えたが、この時点では、

R D361土坑の調査例から、住居と重複する土坑は住居より新しく、R D361土 坑の特徴的なあり方か

ら土坑は墓で、埋土中に掘 り込むのはその住居の縁者の墓であるためではないかとの見通しを持って

いたため、どう見ても住居プランの内側まで埋土が広がらない “張 り出し"は、プランが異様に四角

く見えたこともあり、住居に伴う棚状施設なのではないかと考えた。偏った見方によって確認がおろ

そかになった感は否めないが、もし、その通 りなら、R D362土坑の方が古い可能性がある。

<図・精査状況 >調査終盤大急ぎで精査 し、霜や雨で ドロドロになったため、住居覆土断面のセクシ

ョン・ポイントの全て (A、 食
′
、 B、 B′ )が失われている。柱穴は、柱穴 3の j側の下場、柱穴

4の k′ 側の上場、柱穴 10の両側の上場、柱穴15の u′ 狽」の上場、掘 り広がったため合わない。カマ

ド1の焚口焼上の範囲が、断面と平面の認識の違いで、平面図の方が小さくなっている。カマ ド2の

焚口焼上の範囲が、断面図の方が東側にずれている。カマ ド3は、平面図のセクション・ポイントd

の位置が動かされているようで、平面図の位置を 4 cm西側に延長するとほぼ合うようだ。カマ ド4の

焚口焼上の範囲が、残 りが悪 くて形を認識しづらかったこともあって大きくずれている。カマ ド5の

焚口焼土も、認識の違いで合わず、またA側の煙出下場が、完掘時に掘 り広がっていて合わない。カ

マ ド6の セクション・ポイントg′ の位置が、下が礫層のため動いたようで、平面図の位置を 5 cmほ

ど西にずらすと、ほぼ合うようだ。

<規模・平面形状>竪穴は、7.5× 6.9mの隅丸方形。床の硬化面の規模は、3.8× 3.6m。

<埋土>上から下までほぼ一様で、はっきりしない。下部は、Ⅳ層粒子や焼土粒が散るのを特色とす

るが、基本的な色調 (明暗)は上下で逆転することがある。カマ ド焚口以外の焼土が 4箇所確認され

ているが (第 19図 )、 柱穴 9の北側の焼土については記録が残っていない。柱穴 7の西側の焼土は、

ブロック状の投げ込み焼上で、床面から12cm上 にあり、焼土下には黒土が見える。R D 361土坑西側

の焼土は、最大厚 2釦 (確認時)で、床上 l cmで止まり、下に黒上が見える。柱穴 15の上に確認され

た焼土は、厚さ l cm(確認時)で、同じく下に黒土あり。

<床面 。掘り方・貼り床>シル ト～砂質のⅣ層を床面とするが、一部V層上面を床とする場所がある
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Ⅳ 遺構

(一つは、南西隅の柱穴 6、 10、 13と その周囲で、西壁を底辺にした三角形状に延びる。もう一つは、

東側のカマ ド2の焚口と壁との間あたりで、南北方向に長楕円形に広がる)。 中央の第19図示 した範

囲は、硬 く締まる。掘 り方は、しばしば見られる細かい凹凸の著しいもので、硬化面の周囲は一段下

がる (こ の範囲の床面には黒上が混じる)。

<壁・壁溝 >南～東壁を中心に根によるカクランが著しく、はっきりしない部分が多いが、北壁を見
ると、ほんの少し外反するようである。床と同じ、シル ト～砂質のⅣ層。

<柱穴 >16個確認されたが、 9以降は、床を剥がした後に確認 したものである。また、柱穴16は、柱

穴 4と 重複 しており (第 19図の住居外に重複関係を示 した)、 4を精査 した後埋まったものを再発見

した可能性もある。砂利による埋め戻しが顕著で、後に確認された10以降 (9は半裁しなかったので

不明)と 、柱穴 1、 2、 5?、 7は、確実に埋め戻されている。柱穴 7の近辺をクリーニングする際、

Ⅳ層を貼って埋め戻 した跡がはっきりと丸く黄褐色上で確認できた。埋め戻 しと、同じ場所に幾つも

認められることから、四本柱で屋根を支え、それが何回も建て直されているものと解釈される。断面

図を作成できなかった柱穴 9の埋土は、loYR3/1黒褐色とloYR5/6責褐色の混上でシル ト、礫混じり。

柱穴 6に は明瞭な掘 り方が伴い、R A 153住居と同様、礫で周囲を固めている。

<カマ ド>西壁に 4つ、南壁に一つ、東壁に一つ、計六つ確認された。検出状況で述べたとおり、住
居検出時に確認できたカマ ドはない。焚口焼上の位置から、カマ ド6は拡張前の住居に伴うもので、

最も古いと言える。その反対側の東側にも焼土が見えるが、これは<埋土 >で述べたように焚口では

なく埋土中に形成されたものである。カマ ド1は、最も残 りが良かったので、おそらくこれが一番新

しいと思われる。カマ ド2は、精査中には気づかなかったが、住居を掘 り下げているときに焚口焼土

のある付近にドーム状の責掲色土があったことを後で思い出した。丁度カマ ド袖 くらいの規模で、そ

のときは下に黒土があったので (上 にも黒土 )、 埋土中に投げ込んだ黄褐色土と考えて掘 り上げてし

まった。カマ ド3～ 5に は新旧関係を推測する材料はなく、カマ ド6→カマ ド3～ 5→カマ ド2(→ )
カマ ド1の順に推移 したと思われる。

検出時には、カマ ド1、 2を除いて掘 り込み式に見えたが、煙道の様子 (煙出に向かって急角度で

下がる)と周囲がカクランを受けていて検出面を大きく下げたことから、全てくり抜き式であった可

能性が高い。ヤヽずれも、住居壁に掘られた煙道は、床より高い位置にあり、特にカマ ド4は高い。上
マ ド1は、住居掘 り方埋土の上に責褐色砂層 (砂質Ⅳ層)を只占って袖を作っている。焚口近 くで土師
器三つが倒立しているが、焚口焼上の位置からはずれてお り、支脚の用をなしているのかどうかは不

明である。カマ ド2は、焚口焼土を検出してから煙道ほかを確認したが、袖らしいものがあった可能

性については前述した。住居検出時には道があったため煙出を確認できていなかったが、よく見ると、

道の下に円く礫が集中するところがあった。西側のカマ ド3～ 6は、上面にカクランがあったため、

なかなか確認できなかった。また、調査の終盤 3～ 6全て同時に半裁したため細かい点は分からない。
カマ ド3は、他 tと もまして急角度で煙出に向かって下がる。

<付属施設>埋土内に確認された焼上については、<埋土>で述べた。
<遺物>(出土状況)今回調査の全出土量の1/3以上、全住居跡出土量の約半分を占める28,872.7gと
いう、大量の土器が出上 した。第19図p.5は 2層、pl～ 4、 6は 3層から出上し、p3は内面を上
にした甕で、床面と同じ高さから出上しているが黒土内にある。p.6は、外面を上にし床から2 cmの

高さで出土。p.5は 、内面を上にし床からlocmの 高さ、南西から北東に向かって傾斜 している。p.9

も3層から出土。北西隅のp.11～ 20は 、いずれも3層から出土 した。柱穴 7の上にも比較的大きな破

片があったが、柱穴の検出に差し支えたため取 り上げてしまった。p.22、 23は焚口焼土内からの出土、
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2 掘立柱建物跡

p.24は 3層からの出上である。第21図 p.25の必は、外面を上にして伏せたような状態で出上し、南東

から北西へ傾斜 し、床面からの高さは南東 6 cm、 北西 2 cmである。p26の J4xは、 2層からの出土で、

内面を上にし、南から北へ傾斜 して出土。p.39は 5層上面から出土。p.41は 、壁上から南東から北西

に向かって傾斜して出土。

(掲載遺物)第 31図 61～ 第32図 100の上師器・須恵器、写真図版38の 9の石器 (砥石 ?)が出土。

<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

2 掘 立 柱 建 物 跡 (第 23図、写真図版24)

調査区北西で 1棟のみ検出され、第 4次調査区で検出されたRB003の続 きである。凡例等は本章冒

頭参照。なお、規模、柱間距離は、柱穴の中心に近い部分で、きりの良い数字で示した。

R B003掘 立柱建物跡 (第 23図、写真図版24)

<位置 。検出状況>調査区北西端。 l125r～ 21lrグ リッド。調査に入る前から、第 4次調査で

検出されたR B 003掘立柱建物跡の東狽1の続きが検出されると予測 していた。そして、Ⅳ層上面で第

23図柱穴 4、 5を検出したが、その埋上が真っ黒で根がいっぱい入つていたことから、今回の調査で

北側にしばしば認められた根穴かと思つて半裁 したところ、壁・底がはっきりしており柱穴に間違い

ないと判断した。柱穴 4には、後にとれて図化できなくなってしまったが、底にグライ化した部分さ

えあった。ところで、前回の続きならば、柱穴 5の南にもう一つ柱穴があるはずだが、検出できない。

おかしいと思いながらも、完掘を終え、全体写真を撮るために広 くクリーニングしたところ、何と柱

穴 4の北側に柱穴らしいものが確認された (柱穴 6)。 掘 り方がはっきり残っていて黒土部分が僅か

であったことと周囲に根が多かったこと、さらに柱穴列の続きは南狽1に見つかるはずだと思いこんで

いたので、通常の検出作業では確認できなかったのだ。おかしいなと思いながらも半裁 したところ、

やはり柱穴らしく、底にグライ化 した部分もある。

当初は、前回の続きなので、整理時の省力化のため、現地でそのまま前回の柱穴を入れた平面図を

作成しようと考えていた (原 図を捜すのが面倒だったため、平面図は報告書の図から起こした)。 と

ころが、上述のように南北にずれて、全体構成が平行四辺形になってしまうのである。仕方がないの

で、通常通り今回調査 した部分だけの平面図を作成し (第 23図上 )、 野タト作業の終了を待って、前回

の平面図の原図を捜してみたところ、杭の位置等が合わない旨の図面整理時の記載があり、報告段階

でのズレではないことがわかった。報告書では一応の結論で図を変更して示 しているようだが、それ

も合わないことは上述したとおりである。

今回の杭の位置がずれている可能性も考えたが、原図が間違っていることを考慮すれば、前回の方

がずれている可能性が高い。原図を今回の図と合わせようと頑張ってみたが、 (南北東西方向に)ず

れるという程度ではなく、根本的に軸が異なっており全 く合わせられないことが分かった。

そこで、グリッドは無視 して、掘立柱建物跡の柱間の距離と建物方位だけを手がかりに合成してみ

たのが、第23図下の右の図である。なお左は、グリッド通りの図である。

<重複関係>前回調査分も含め、柱穴の重複は認められない。

<図・精査状況>検出状況を参照。

<平面形式・規模 >桁行 2間、梁行 1間の南北棟建物跡である。桁行きは約300、 梁間も300cmか。

<建物方位>N-4° 一E程度で、前回はN-6° ―Eであったことを考えると、軸方向も若干ずれ
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北」3f
l l 10YR2/1黒 ―色 砂質シルト。灰白色火―山炭が点在する。

前回調査|の 2層と思われる。
2:16x駕 2/1黒色 シルト 前日調査の3層と思われる。
3:砂質Ⅳ層が根によって汚れたもの。カクラン。

れ
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Ⅳ 遺構

L=122300m

卜

(住居覆± 2層 と共通)。

′「

1:10YR2/1 黒色
2:IoYR2/2 黒褐色
3:10YR4/4 褐色
4:5YR2/2 黒褐色
5:10YR2/3 黒褐色
6:10YR3/3 暗褐色
7:5YR3/4 暗赤褐色
8:10YR3/4 暗褐色
9:10YR4/4 褐色
10 1 5YR3/4 暗赤褐色

L=122300m

シルト 粘1生やや弱
シルト 粘性弱
シルト 粘性弱
シルト 粘性弱
シルト 粘性弱
シルト 粘性弱
シルト 粘性強
シルト 粘性中
シルト 粘性弱
シ,レ ト 粘性強

しまり弱
しまり中 焼土粒・褐色土粒を5%含 む
しまりやや強 (カ マド天丼)。
しまり弱 焼土粒を70%含む。
しまり弱。
しまりやや強 掲色砂質土多く含む。
しまり弱。
しまり中 褐色上ブロック50%以上含む。
しまり強 暗褐色土含む。
しまり弱 (燃焼面)。

1 :10YR2/2
2 :loYR2/2
3 :10YR2/1
4:10YR4/4
5:10YR4/4
6 :5YR2/2
7 :10YR2/3
8:5YR3/4

黒掲色
黒褐色
黒色

褐色
褐色
黒褐色
黒掲色
赤褐色

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

粘性弱 しまり中   褐色土粒直径 5mm程度を3%未満含む。
粘性弱 しまりやや疎 褐色土粒直径 5mm～ 5cm程度を20%含む。
粘性中 しまり中   褐色土粒直径 lcmを 3%含む。
粘性弱 しまり強   直径 8cm前後の礫を20%含 む。loYR2/2黒褐色シルトを5%含み斑状をなす (貼 り床)
粘性弱 しまりやや強 (カマ ド天丼)
粘性弱 しまり弱   焼土粒を70%含む。
粘性弱 しまり弱
粘性強 しまり弱 (燃焼面)。              o      (1:50)     2m

R A150 Pll Ph2

径 (cm) 38× 26 44× 40

深さ(cm) 7 16

L=122500m
カクラン

第 9図 RA150住居跡
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崖  卜 122500m

根によるカクラン

10YR3/1 黒褐色 シルト 灰白色火山灰が、上、中、下に点在。
10YR2/1 黒色  シルト 径 5mm程度の炭化物に僅かに合み、

同程度のⅣ層ブロック含む。
10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅱ層と砂質Ⅳ層の混土。

眸

勇

卜⊇~L=122400m

l :7 5YR3/1
2 i10YR3/1
3 :10YR3/1
4 :10YR3/1
5 1 10YR4/4

6:7 5YR4/4

当

黒褐色 砂 炭化物、灰混じる。
黒褐色 砂質シルト 3層が根によって汚れたものか。
黒褐色地に10YR4/40色混じる シルト Ⅳ層粒子多く含む。
黒褐色 砂 カマ ド袖の芯となる礫の掘り方埋上。
掲色  砂 砂Ⅳ層を貼つたもの。カマド袖本体。
掲色  砂 焼土。

0       (1:25)      lm
|

R A152 柱穴 1

径 (cm) 38〉く38

深さ(cm) 15

L=122400m
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煙道上端
推定線

Ⅳ 遺構

サブ トレンテ
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▼
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1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 粘性やや強
しまりややあり 黒褐色上を全f4Nに含む。

:7 5YR4/3 褐色 粘土質シルト 粘性やや強
しまりあり 赤褐色焼土粒・土器片を含む。

:10YR4/3 にぶい黄掲色 粘土質シルト 粘性やや強
しまりなし 土器片含むしまりのない土。
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崖 sれ

X:10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性強 しまりあり
責褐色土粒 (φ 5mm)を 5%、 炭化物粒を1%含む。

2:10YR3/2 黒褐色 砂礫主体 粘性やや強 しまりあり
粘性のある黒褐色土と責褐色土ブロックを含む。
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第11図  RA153住居跡 (1)
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Pと L=122600m

L=122600m

ド上 L=122400m

卜⊇=L=122300m

10YR2/2 黒褐色
10YR3/3 黒掲色
10YR2/2 黒褐色
10YR2/1 黒色
10YR2/3 黒掲色
10YR5/6 黒褐色
10YR3/4 暗褐色
10YR2/1 黒色
10YR5/6 赤褐色
10YR3/4 暗褐色
10YR4/6 褐色

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐Ｏ

Ｈ

シル

シル

シル

シル

シル

シル

シル

シル

シル

シルト

ンル ト

粘性強 しまりややあり
粘性強 しまりあまりなし 焼土を50%以上含む。
粘性強 しまりややあり 褐色粘±3%含む。
粘性強 しまりややあり 炭を多く含む。
粘性ややあり しまりあり 均質
粘性強 しまりややあり 褐色土粒 (φ lmm)を 20%含む。
粘性あまりなし しまりあり φ5mm～ 10mmの 小礫を多く合む。
粘性強 しまりあまりなし 均質。
粘性強 しまりあり 黒色土粒 (φ 5mm程度)を lo%含 む。
粘性強 しまりあり 褐色土粒 (φ 5mm)を 5%程度含む。
粘性強 しまりあり 黒色土ブロック30%、 責褐色土ブロックlo%含む。

Ⅳ 遺構

Ⅱ～田層か ?

Ⅲ～XFか ?ヽ

R D355立 ちあがり推定線

R A 153立 ちあがり推定線

騎

0       (1:50)       2m

1:10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性強
しまりややあり 責掲色土との混合土。

′れ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

.V  ll

10YRグ 2
10YR4/4
7 5YR3/3

7 5YR3/4

7 5YR2/2

10YR2/2
10YR2/2
10YR4/4
7 5YR3/2

7 5YR3/2

5YR4/8
10YR2/1

10YR5/6
5YR4/8

14

黒褐色
黒褐色
暗褐色
暗褐色
黒褐色
黒褐色
黒褐色
褐色
極暗褐色
極暗褐色
赤褐色
黒褐色
黄褐色
赤褐色

粘土質シル

粘土質シル

粘土質シル

砂質シル

砂質シル

シルト
シルト

砂質シル

砂質シル

砂質シル

砂質シル
シルト

粘土質ンル

砂質シルト

粘性やや強
粘性強
粘性強
粘性やや強
粘性強
粘性やや強
粘性やや強
粘1生あまりなし

粘性強
粘性やや強
粘性あまりなし

粘性やや強
粘性あり
粘性やや強

しまりややあり。
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりあり
しまりややあり。
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり

黒色土粒を含むブロック。
わずかに焼土粒を含むブロック。
責褐色土粒を含む。
煤けた色調。
攪乱。

黒色土粒を含むブロック。
焼土粒・炭化物を含む天丼部からの崩落土。
袖部構築土と一部貼床掘り方埋上。
焼けの良くない焼失時の焼土。
黒味を帯びる。
袖部構築土

焼けの良くない燃焼部焼土。

0       (1:25)       lm

第13図  RA153住居跡 (3)
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露

5△ ¢
Ｐ４
砒

0       (1:25)      lm

北J4b

0            (1 :50)

粘性あり。焼土粒多い。天丼の崩れ。

砂質シルト 硬く締まる。
天丼の崩れ。
焼土粒多く、 lcm大 の焼土ブロック含む。
カマド袖礫掘り方埋土。
細かいⅣ層粒子散る。カマド袖。

柱穴 l

『哲 一ギ
黒掲色 シルト 粘性あり。
黒掲色と10YR5/6黄掲色の混土 粘土質シルト
褐色 粘土質シルト、Ⅳ層の汚れ再堆積に礫多く含む。
黒褐色とloYR4/2灰黄褐色の混土 シルト
砂礫多く含み、Ⅳ層粒子含む。

Ⅳ層の汚れ再堆積。
Ⅳ層粒子多い。炊化物含む。
Ⅳ層粒子、焼土粒含む。
ややもろい。焼土粒含む。天丼の崩れ。

1 :10YR3/1
2 :10YR3/1
3 : 10YR4/4

4 :10YR3/1

卜 れ

ぎ
t16y

解生卜122500m

ドとL=122400m

ギ

酔
Ｍ
剛
酔

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

褐色  シル
黒褐色 シル
黒褐色 シル
掲色  シル

5:7 5YR3/1 黒褐色 シルト
6:5YR4/4 にぶい赤褐色

焼土ブロック。
7:10YR3/1 黒掲色 シルト
8:10YR3/1 黒褐色 シルト
9:10YR3/2 黒褐色 シルト

10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層粒子、土器含む。
10YR3/1 黒褐色地に10YR5/6責 褐色の細かいブロック散る シルト 粘性あり。

Ⅳ層粒子、2cm未満のⅣ層ブロック含む。 1層に似るが、ブロック含む点が異なる。
10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性あり。ややもろい。 1層 とほとんど同じだが、より暗い。
10YR2/1 黒色  シルト 粘性強い。Ⅱ層の再堆積にⅣ層ブロック含む。
10YR3角  黒褐色と10YR5/6責 褐色の混土 シルト 粘性強い。埋め戻した上。掘り方埋上であろう。
10YR5/6 黄褐色地に霜降り状に10YR3/1黒褐色混じる 粘土質シルト 掘り方埋土。

柱穴 3 柱穴 4

32〉く30 50×38

20 31

0        (1:50)       2m

R A154 柱穴 1 柱穴 2

径 (cm) 48〉く40 50〉く46

深さ(cm) 35 37
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界14図  RA154住居跡



1 :10YR2/1
2 :10YR3/1
3 :10YR2/1
4:10YR3/1
5:7 5YR3/1
6 :10YR1 7/1
7:10YR3/2

黒色  シルト Ⅳ層粒子僅かに含む。
黒褐色地に10YR4/4褐 色混じる シルト 粘性あり。Ⅳ層粒子多く含む。
黒色地に10YR4/4褐 色混じる  シルト 粘性あり。Ⅳ層粒子含む。
黒褐色地に10YR5/6黄 褐色の塊 シルト 粘性あり。Ⅳ層ブロック含む。
黒褐色 シルト 焼土粒、Ⅳ層粒子、ブロック含む。
黒色  シルト 粘性強い。
黒褐色 シルト Ⅳ層粒子多い。

売 18t [
名
○
ト

柱穴 4

Ⅳ 遺構

北 18v

L=122300m

出 当
ゞ

1

0        (1:50)       2m

―

『ガ ∵
黒褐色 シルト Ⅳ層粒子含む。
黒褐色と10YR5/6黄 褐色の混土
黒色  ンルト Ⅳ層粒子含む。
黒褐色と10YR5/6責 褐色の混土

1ア 誼
シルトⅣ層粒子多い。掘り方埋土か。

シルト 2層 よりⅣ層粒子多い。掘り方坦土か。

1 :10YR3/1
2 :10YR3/1
3:10YR2/1
4 :10YR3/1

第15図  RA155住居跡 (1)
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卜皇_卜 122400m

磐
L=122400m

(1 :25)

1 :10YR2/1
2 :10YR3/1
3 1 10YR3/1

4:7 5YR2/1
5:10YR1 7/1
6:10G2/1
7:10YR3/2
8:5YR5/6
9 :10YR3/1

10: 10YR2/1

黒色  シルト
黒掲色 シルト 炭化物含む。細かいⅣ層粒子散る。
黒褐色 シルト もろい。 2層 と8層の中間的。
黒色  シルト
黒色  シルト カマ ド袖覆土。
緑黒色 シルト 粘性あり。灰多量に含む。
黒褐色 シルト カマド袖礫掘り方埋め土。
明赤褐色 砂  焼土。
黒褐色地に10YR5/6黄褐色の斑 シルト 粘性強い。
Ⅳ層粒子顕著に含む。 7号住居覆土。
黒色  シルト 4層 とよく似る。R A156覆土。

Ⅲ

当

P21    サブトレンチ

R A155 柱穴 1 柱穴 2 柱穴 3 柱穴 4 柱穴 5 柱穴 6 土坑 1

径(cm) 36)(36 38〉(38 36〉〈32 44〉く40 44×38 34× 28 50×
40

(残存部)

深さ(cm 10 13 17 18 28 14
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0        (1:50)       2m
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10YR3/1 黒褐色 シルト
10YR3/1 黒褐色地に10YR5/6黄褐色の斑 シルト Ⅳ層粒子多い。
10YR2/1 黒色  シルト
10YR211 黒色地に細かい10YR5/6黄褐色の粒  シルト 硬く締まる。貼床らしい。
7 5YR3/2 黒褐色 シルト ややもろい。焼土粒多い。

A当 ヽヽ

○
畝

sl     柱穴 1

第17図  RA156住居跡 (1)
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:10YR3/1
1 10YR3/3

:10YR3/1

:10YR3/1
:10YR4/3

2

黒褐色 シルト Ⅳ層粒子多く含む。
暗掲色 シルト 1層 より多くのⅣ層粒子含む。
黒褐色と10YR4/4褐色の混土
ンルト Ⅳ層粒子二番目に多い。
黒褐色 シルト Ⅳ層粒子最も少ない。
にぶい黄褐色 シルト 粘性あり。

10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層粒子散る。
10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層粒子含む。
10YR2/1 黒色  シルト 粘性あり。Ⅳ層粒子含む。
7 5YR4/4 褐色  砂 焼上の残骸。

1

2

3

4

5

6

Ⅳ層粒子汚れ再堆積。
:7 5YR4/4 褐色 砂 焼上の残骸。

ｏ
め
ｒ
＜

伍

R A155住居跡 と R A156住居跡の重複

O

七14xA
め
い

一
■
、
に

ちIb 学
m tt18x

R A155と R A156の重複
1:10YR3/1 黒褐色 シル
2 175YR3/1 黒褐色 シル
3:10YR2/1 黒色  シル
4:10YR3/1 黒掲色 シル
5 :10YR3/1  黒イ局色地に率日かV 1`0YR5/6責褐色の粒 シルト 粘性あり。Ⅳ層粒子多く含む。 R A 156・ 2層 に相当する。

R A155'1層 に相当するか。
焼土粒多く含む。
粘性あり。 1層 によく似るが、より暗い。R A 155'3層に相当するか。
1層 とほとんど同じ。R A156 1層 に相当する。

Ｅ
ｏ
ｏ
ヽ
剣
］
す
＝
コ
　
´
‐
判
一

R A156 桂穴 1 柱穴 2 柱穴 3 柱穴 4 柱穴 5 柱穴 6 桂穴 7

径 (cm) 30× 26 38)(32 38〉(22 50〉く34 28〉〈24 36× 26 42)(30

深さ(cm) 25 12 34 23 13 37
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第18図  RA156住居跡 (2)・ RA155と RA156の重複
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卜 当
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Ⅳ 遺構

_在Fド 3
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L=122200m
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L=122200m

rL  れ
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ヽ

一ゝ振 不ュー、
正

当
(夕色

十  柱穴
16 +

『串Ｕ

10YR2/1 黒色とloYR5/6黄 褐色が霜降り状に混じる シルト 粘性あり。貼床。
10YR4/3 にぶい責褐色 ンルトと砂 汚れⅣ～V層再堆積。埋め戻した上 ?
10YR5/6 黄褐色 砂 Ⅳ層再堆積上に砂利混じる。貼床 ?
10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性強い。Ⅳ層土混じる。
10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性強い。砂利混じる。
10YR2/1 黒色地に10YR5/6責 褐色の斑 シルト 粘性強い。
10YR4/4 褐色地に10YR4/1褐 灰色混じる シルト 粘性強い。Ⅳ層を貼ったもの。貼床 ?
10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性強い。砂利混じり。 5層 と同じ?
10YR4/1 灰褐色と10YR4/4褐 色が霜降り状に混じる シルト Ⅳ層汚れ再堆積。貼床。
10YR3/1 黒褐色 砂 砂利混じり。柱穴掘り方坦土。
10YR5/6 責褐色地に10YR3/1黒 褐色～10YR2/1黒色の斑 シルト 砂利混じり。埋め戻した上 ?
10YR3/1 黒褐色 砂 砂利汚れ再堆積。
10YR211 黒色地に10YR5/6黄 褐色の斑 シルト 粘性あり。埋め戻した土 ?
10YR4/3 にぶい責褐色 砂 砂利混じる層 埋め戻したもの ?
10YR4/3 にぶい黄褐色地にlljYR3/1黒 褐色 シルト 埋め戻したものか ?

L=122200m

卜 当

L=122200m

ド 名
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152:10YR3/1 黒褐色 シルト
3:7 5YR3/1 黒褐色 シルト 細かいⅣ層粒子、焼土粒が顕著に入る。
4:10YR2/1 黒色とloYR5/6黄褐色の混土 シルト ややもろい。焼土粒も含む。壁が崩れたもの。
5:7 5YR4/2灰掲色  シルト 焼土粒多量に含む。
6:縞状 (版集状)に 10YR2/1黒色と10YR4/4褐 色の線り返し シルト 粘性あり。貼床。
7:7 5YR4/6 褐色 砂 焼土。
8:10YR5/6 黄褐色と10YR2/1黒色の混土 シルト 粘性あり。掘り方埋土。
9:10YR5/6 黄褐色地に10YR3/1黒褐色の斑 シルト 掘り方埋土。

穴8 RΥ
嗚 ,

03

一
挽

七

213y    
澤 載

も

1:カ クラン

第19図  RA157住居跡 (1)
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10YR2/1 黒色  シルト もろい。
10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層の細かい粒子散る。
10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性あり。 2層そっくりだがⅣ層粒子より多い。
10YR3/1 黒褐色と10YR4/4褐色の混土 シルト 粘性強い。Ⅳ層粒子多く含む。
10YR1 7/1 黒色  シルト 粘性強い。
7 5YR32 黒掲色 シルト 粘性あり。焼土粒多く、灰含む。カマド覆上。
10YR4/4 褐色  シルト 粘性強い。Ⅳ層を貼つたもので、カマド袖本体。
10YR5/6 黄褐色とloYR2/1黒色の混土 シルト 粘性あり。掘り方埋土。
5YR4/4  にぶい赤褐色 シルト 粘性あり。焼土。
10YR5/6 責褐色 粘土 ? Ⅳ層を貼ったものらしい (下の層と不整合)。

第 20図  RA157住居跡 (2)
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カマ ドl遺物出土状況

0            (1 :25)

|

ドとL=122400m

1 :10YR5/6

2 :10YR3/1
3 :10YR2/1
4 :10YR5/6
5:5YR4/8
6 :7 5YR4/2
7:10YR3/1

黄褐色とloYR3/1黒 掲色が霜降り状に混じる
シルト 硬く締まる。最近までの道の弥。
黒褐色 シルト 非常にもろい。カクラン。
黒色  シルト
責褐色と10YR3/1黒 褐色霜降り状に混じる シルト Ⅳ層粒子多く含む。
赤褐色 シルト 焼上。
灰褐色 シルト 砂利合む。掘り方埋土。
黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック多い。掘り方坦土。

R A157 柱穴 1 桂穴 2 桂穴 3 桂穴 4 桂穴 5 柱穴 6 柱穴 7 柱穴 8 柱穴 9 柱穴10

径 (cm) 44× 28 32)く 32 44× 36 50〉(36 38× 23 52X34 66〉(44 36〉〈32 104× 45 60× 48

深さ(cm) 39 31 38 21 41 45 14 36 35

桂穴11 柱穴12 桂穴13 桂穴14 桂穴 15 柱穴16

38× 26 30× 26 42)く 40 38× 24 40〉(32 28× 28

31 34 36 35 27 17
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ド上 L=122400m

1 3 根によるカクラン

:10YR3/1 黒褐色地に10YR5/6責褐色のブロック シルト
Ⅳ層ブロック含む。崩れか根によるカクラン。

1 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト
:10YR3/1 黒褐色地に細かい10YR5/6黄褐色散る シルト

粘性あり。細かいⅣ層粒子散る。
:10YR5/6 黄褐色 シルト 粘性あり。Ⅳ層ブロック。
:10YR5/6 黄褐色と10YR3/1黒褐色霜降り状に混じる シルト

粘性あり。多量のⅣ層粒子含む。
:10YR5/6

:7 5YR3/1

:7 5YR2/1

:10YR5/6

10:5YR4/6
11:5YR4/4
12:7 5YR3/1
13 : 10YR4/2

14:7 5YR1 7/1

15:7 5YR3/1
16:5YR4/4
17:7 5YR4/2
18:5YR4/4
19:7 5YR3/1
20:5YR3/2

赤褐色    シルト
にぶい赤褐色 シルト
黒褐色    シルト
灰責褐色   シルト
黒色     シルト
黒褐色    シルト
にぶい赤褐色 シルト
灰褐色    シルト
にぶい赤褐色 ンルト
黒褐色    シルト
暗赤掲色 砂質シルト

Ⅳ 遣構

P 16

粘性あり。焼土粒多く含む。
焼上の再堆積。
粘性あり。もろい。焼土粒多く含む。
粘性あり。Ⅳ層汚れ再堆積。
もろい。
粘性あり。Ⅳ層粒子含む。
粘性あり。焼土 (再堆積 ?)。
粘性強い。焼土粒含む。
粘性あり。焼土。
粘性あり。焼土粒多い。
砂質Ⅳ層が火を受けて変化したもの。

l:10YR3/2 黒褐色地に5cm大の10YR5/6黄褐色の塊 シルト 粘性あり。ややもろい。Ⅳ層ブロツク含む
2:10YR3/2 黒掲色 シルト Ⅳ層粒子多い。
3:7 5YR4/4 掲色  シルト 焼土の残骸。
4:10YR3/1 黒褐色 ンルト 粘性強い。Ⅳ層ブロツク含む。掘り方埋土。

L=122300m

責褐色地に部分的に10YR3/1黒褐色混じる シルト
粘性強い。Ⅳ層再堆積土に焼土粒、黒土混じる。

黒褐色 シルト 粘性あり。もろい。焼土粒含む。
黒色 シルト ややもろい。
責褐色地に5YR4/4に ぶい赤褐色の斑 シルト
粘性あり。多量のⅣ層粒子、焼土粒含む。

黒色 シルト 粘性あり。周囲赤く焼けている。
黒色 砂質シルト もろい。
にぶい責掲色 砂質シルト もろい。
黒掲色 シルト 粘性あり。Ⅳ層粒子含む。
にぶい責褐色 シルト 粘性あり。
Ⅳ層汚れ再堆積に焼土粒含む。
黒掲色 シルト 粘性あり。
5層 とほとんど同じだが、焼土粒より多い。
黒褐色 砂質ンルト 焼土粒、灰含む。 5、 6層より黒い。

1 175YR2/1
2 110YR2/1
3 :10YR4/3
4 1 10YR3/2

5 :10YR4/3

6,7 5YR3/2

7 1 10YR3/2

ド壁 L=122400m

10YR4/4 褐色と10YR3/1黒褐色の混土 砂質ンルト ややもろい。
砂Ⅳ層粒子多く合む。

10YR3/1 黒褐色 シルト もろい。
10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 粘性強い。Ⅳ層汚れ再堆積。
10YR2/1 黒色  ンルト 粘性強い。Ⅳ層粒子含む。
10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性あり。Ⅳ層ブロック含み、Ⅳ層粒子多い。

灰責色 シルト 粘性あり。
非常にもろい。土器含む。Ⅳ層汚れ再堆積。
黒褐色 砂質シルト
黒褐色 シルト 粘性あり。非常にもろい。
にぶい赤褐色 シルト 焼上。
灰褐色 シルト 灰。
黒褐色 シルト 粘性あり。掘り方埋土。
褐色 砂質シルト もろい。
砂Ⅳ層が熟で変化したもの。

黒色  シルト もろい。
黒褐色 シルト 粘性あり。焼上粒含む。
褐灰色 シルト 粘性強い。灰多い。
にぶい赤褐色 シルト 粘性あり。焼土。
黒色  シルト 粘性強い。焼土粒、灰含む。

8 :10YR4/2

9 :10YR3/2
10:10YR3/1
11:5YR4/4
12 : 7 5YR4/2

13:10YR3/1
14 1 7 5YR4/3

6 :10YR2/1
7:7 5YR3/1
8 :7 5YR4/1
9 :5YR4/4
10:7 5YR2/1

0            (1 :25) lm

下 ‖

第22図 RA157住居跡 (4)
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第 5次調査区

第4次調査区

10YR3/1 黒褐色 シルト ややもろい。IV層粒子多く合む。
10YR3/1 黒褐色とloYR4/31こ ぶい黄褐色の混土 粘土質ンルト
10YR2/1 黒色 シルト 粘性あり。もろい。
lCIYR3/2 黒・lB色 と10YR4/40色が霜降り状に混じる シルト

グリッドによる合成図

岸  勇
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L=122400m
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V層プロック含む。

粘性あり。掘り方埋土か。

推定合成図
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Ⅳ 遺構

ている可能性がある。

<柱間寸法>桁方向で135～ 150cm、 梁方向は不明だが300cmか。

<柱穴の規模・平面形 。断面形・深さ>掘 り方は、直径30cm程度の円形～不整円形。深さ20cm程度。

<柱痕跡>断面図に示した 1層が柱痕跡と思われる。また、柱穴 6には図示 したように、柱穴 6と 4

には、底面に柱当たりと思われる直径10cm程度のグライ化部分が認められた。柱穴 4の グライ化部分

は、撮影時のクリーニングでとれてしまった。

<柱穴の埋土 >根穴のような真っ黒い土 (1層 )と その周囲に掘 り方埋土と推測される黄褐色土の混

土が認められる。根がたくさん入っているのが特徴的であった。

<柱穴の壁・底 >シルト質のⅣ層。底は、土坑よりやや硬 く締まるような気もする。

<関連施設>不明。

<遺物>隣接 した地′点から土器破片は出土しているが (251g)、 なし。

<時期・所見>前回の調査でも出土遺物はなく、時期は不明とされている。ただし、覆土及びその規

格性から、前回調査の類例と同じく平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

3 土    坑 (第 24～ 28図、写真図版25～ 31)

25基検出され、全て平安時代で 9世紀後半～lo世紀初頭の可能性がある。凡例等は本章冒頭参照。

精査の順は概ね、 R D338、 339(10月 31日 ～H月 2日 )→ 340～ 342、 361(H月 6日 ～H月 17日 )
→343～ 354(11月 24日 ～12月 5日 )→ 357～ 360→ 355、 356(11月 28日 ～12月 5日 )→362(12月 6日

～12月 H日 )である。旧沢跡にあった一群は水につかりやすく苦労 した。

概要。その特徴からR D338～ 342と R D 343～ 3621こ三分され、後者は覆上に炭化物、灰、焼土を含

み、壁や床が焼けているものも多い。後者に含まれるが、R D344～ 354は 十日沢跡の一箇所に集中し、

重複も認められる。その他は、R D357と 358、 R D359と 360の ように近接 もしくは重複するものもあ

るが、全体的には散在する。全体的に出土遺物は少ないが、R D344か らほぼ完形に復元できる須恵

器壼が破片を積み重ねたような状態で出土 した。 R D339と 340か ら灰白色火山灰が出上した。

R D338土 坑 (第 24図、写真図版25)

<位置・検出状況>調査区南。 2」 21h～ 22iグ リッド。砂質Ⅳ層上面ではっきり確認したが、あま

り黒いので新しい可能性も考えていた (ただし、プランはあまリシヤープではなく新 しいという印象

はなかった)。 半裁したところ、壁、底も、それらしいので土坑と認定 した。ちなみに、本土坑の南

には、同様の平面形・規模、埋上であったが、輪郭が極めてシャープで新 しいと判断された穴があっ

た。その規模から、リンゴの木を移 し替えた跡ではないかと推測する。

<重複 >ないが、柱穴状の疑似現象 (根穴 ?)に所々カクランされている。

<図・精査状況>完掘時、断面のⅢ層まで掘 り広げてしまったため、A側の立ち上がり、断面図と平

面図合わない。

<埋土>黒色の単層でフカフカした土。

<平面形・規模 >160× 140cm程度の小判形。

<断面形・深さ>25cm程度の浅皿形。

<壁・底>壁は砂質のⅣ層、底はV層上面 (礫露出)。

<出土遺物>土師器甕口縁部が出土 したはずだが (24.5g?)、 掲載基準を満たさなかったらしい。
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3 土坑

<時期 >出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D339土坑 (第 24図、写真図版25)

<位置・検出状況>調査区南。 2」 19j～ 20kグ リッド①砂～砂質Ⅳ層上面ではっきりと確認。
<重複 >ないが、一部根によるカクランを受けている。

<図・精査状況>完掘時、A′ 側の上場が掘 り広がったため、断面図と平面図合わない。
<埋土 >中層に灰白色火山灰が入る。上層は黒土、下層は地山再堆積土。
<平面形・規模 >145× 120cm程度の方形。

<断面形・深さ>約 20cm。

<壁・底>壁は、砂～砂質Ⅳ層。底は、西半分砂利層 (V層の一部か)、 東半分砂～砂質Ⅳ層。
<出土遺物 >な し。

<時期>灰白色火山灰と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が
ある。

R D340土坑 (第 24・ 32図、写真図版25)

<位置・検出状況>調査区中央西寄り。 219t～ lo uグ リッド。旧沢跡の南端に位置するか。Ⅳ層
上面黒上ではっきりと確認。

<重複 >ないと思われるが、南西隅カクランで壊されている。
<図・精査状況>合っているが、カクラン部分は掘 り広がっている。
<埋土>上、下黒土で、中層はⅣ層ブロックを特徴的に含み、灰白色火山灰の細かいブロックも含む。
<平面形・規模 >105× 75cm程度の小判形。

<断面形・深さ>30cm程度。

<壁・底 >シ ル ト～砂質Ⅳ層が基本だが、底の南側は礫露出。底は凹凸がある。南西壁は崩れた。
<出土遺物 >完掘時作業員の手が足 りず、執筆者が 1～ 2層 を掘ったが、遣物のほとんどは 2層から

出土しているようであった。155.5gの上器が出土 し、第32図 101の上師器を掲載した。

<時期 >出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D341土坑 (第 24'32図、写真図版25)

<位置 。検出状況>調査区中央西寄 り。 218sグ リッド。旧沢跡。重機で剥いだ時点では、今回の
調査範囲からは外れると考えていたが、R A 155住 居の南西隅が前回の調査範囲に続いていることが

わかり、それに伴って周囲も含めて拡張した。すると、住居の南にあったカクランに切られるように

クロボクの上坑状のシミが認められた。あまり黒いので根穴等の可能性も考えていたが、プランはそ

れらしく、半裁 してみた結果、壁と底がはっきり認められたので、土坑と認定した。

<重複 >ないと思うが、北西側カクランに壊されている。
<図・精査状況>合っている。

<埋土>1層 はカクランで、三層に分かれる。 2層 は、Ⅳ層の汚れ再堆積で単なる地山の汚れと区別
できないが (壁 との境は根によるカクランで、よくわからない)、 はっきり土坑のプランに沿ってい

るので埋上に間違いないと思う。埋め戻 し土か。 3層はクロボク、 4層 もⅣ層汚れ再堆積。

<平面形・規模 >長さは、カクランにより不明。幅は104cm。 小判型か。
<断面形 。深さ>20cm。
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Ⅳ 遺構

<壁・底 >シ ル ト質のⅣ層。上述のように、 2層 と壁 との境がはっきりしない。

<出土遺物>3層から比較的多 くの上器、礫 (自然)が出土 している。第32図 102の土師器を掲載 し

た。土器出土総量74.4g。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D342土 坑 (第 24図、写真図版26)

<位置・検出状況 >調査区北西隅。R B 003掘立柱建物跡の東隣。 l125s～ 21lsグ リッド。Ⅳ

層上面、真っ黒いクロボク上ではっきりと確認。あまりに明瞭で、逆に疑いたくなるほどであったが、

半裁した結果、壁と埋土との境が明確で、人為的に掘 り込んでいることは確かである。

<重複>な し。

<図・精査状況 >あ つている。

<埋土>根によるカクランではっきりしない。単層のようにも見えるが、上部 (1層)が墨の断面の

ようにのっぺ りして見えるのに対し、下部 (2層 )は ボソボソで、Ⅳ層混じりの土。

<平面形・規模 >105× 102cm程度のズングリした楕円形。

<断面形・深さ>約 32cm。

<壁・底 >シル ト質Ⅳ層だが、部分的に砂。底は凸凹している。

<出土遺物 >な し。

<時期>覆土と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性もある。

R D343土坑 (第 24・ 32図、写真図版26)

<位置 。検出状況>調査区中央。 2」 Hc～ dグ リッド。Ⅳ層上面で、カクランに切られる黒いシミ

を見つけたが、不整形であったので遺構かどうか疑っていた。半裁 した結果、底面に焼土が認められ

たので、土坑と認定。

<重複>ないと思うが、南側をカクランで大分壊されている。

<図・精査状況>図面は合っている。黒いシミを検出した際不整形だったため、周囲に認められた根

穴等の疑似現象の一つと考え、下げればなくなるかと強くジョレンがけを行ったため、大分削平 して

しまった。

<埋土>1層 はカクランのため、二層。黒土 (3層 )の上に埋め戻 したような黄掲色土混 じりの上が

入る (2層 )。

<平面形・規模 >長さ135cm、 幅はカクランのため不明。

<断面形・深さ>約 15cm。

<壁・底 >壁はシル ト質のⅣ層、底もそうだが、一部 Vtt。 大きく削平してしまったため、壁ははっ

きりしない。

<特記事項>西端の底が火を受けて焼けている。

<出土遺物 >第32図 103の上師器が出土。土器出土総量21g。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D344土坑 (第 25'32図、写真図版26)

<位置・検出状況 >調査区中央よりやや北。 2」 5～ 6dグ リッド。旧沢跡の北端に当たり、Ⅱ層が

薄かったため、比較的早い段階で存在は確認していたが、土坑としてはつきり認識できたのは、沢跡
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3 土坑

の黒土を全て除去 してからである。Ⅳ層上面、黒上ではっきりと確認。やや不整形で、根穴等の疑似

現象の可能性も考えたが、半裁した結果底が平らではっきり確認できたので、土坑と認定した。基本

土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでいたものと思われるので、大幅に削平している

可能性が高い。

<重複 >ないと思うが、R D345、 346土坑 と近接する。

<図・精査状況>完掘時掘 り広がったため、合わない。

<埋土 >単層で、黒掲色土。

<平面形・規模 >135× 125cm程度の台形に近い。

<断面形・深さ>約 10cm。

<壁・底>壁は砂質のⅣ層、底はシル ト質のⅣ層で礫が露出している。大幅に削平 したためか、壁は

はつきりしない。

<特記事項 >検出面から須恵器の大 きな破片がほぼ水平に重なり合うように出土 し (写真図版26)、

室内で接合したところ完形に近 くなった。

<出土遺物 >出土状況は上述。第32図 104・ 105の土師器・須恵器が出土。土器出土総量2,359,8g。

<時期 >出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と思われる。

R D345土坑 (第25図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区中央よりやや北。 2」 6c～ dグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去した後
に、Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでいた

ものと思われるので、大幅に削平している可能性が高い。

<重複 >南西側 R D347土坑、東側 R D346土坑と重複。R D346土坑とは土の違いが大きかったので、

検出面ではつきりR D346が古 く本土坑が新 しいのが見て取れた。R D347土坑との関係は検出面では

分からず、仕方がないので通して半裁することにした。それでもはっきりしなかったが、断面の上層

の違いと、重複 していない部分のプランの繁が りから、一応本土坑の方が新 しいと判断した。

<図・精査状況>図面は合っている。

<埋土>単層に近いが、西側壁際に、より黒い土が見られた。 l層 中に焼土が認められたが (厚 さ l

cm)、 現地性かどうか分からない。

<平面形 。規模 >140× 110cm程度の楕円形。

<断面形・深さ>約 12cm。

<壁・底 >シル ト～砂質のⅣ層。壁は、削平されているためか、はっきりしない。

<出土遺物 >な し。

<時期>埋土と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性もある。

R D346土坑 (第 25図、写真図版27)

<位置 。検出状況>調査区中央よりやや北。 2」 6～ 7dグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去した後
に、Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでいた

ものと思われるので、大幅に削平している可能性が高い。

<重複 >西側 R D 345土 坑と重複 し、検出面ではっきりR D345の 楕円形のプランが確認でき、RD
346土坑の方が古い。

<図・精査状況>北側の上場、完掘時掘 り広がって合わない。
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<埋土>削平されているためか、単層。

<平面形・規模 >128× 105cm程度の隅九長方形。

<断面形・深さ>約 14cm。

<壁・底 >壁は砂Ⅳ層で、削平されているためか、はっきりしない。底はシルト質Ⅳ層で一部礫露出

し、凹凸がある。

<出土遺物 >な し。

<時期>埋土と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性もある。

R D347土坑 (第 25図、写真図版27)

<位置・検出状況 >調査区中央よりやや北。 2」 6c～ 7dグリッド。旧沢跡の黒上を全て除去した

後に、Ⅳ層上面、黒土ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでい

たものと思われるので、大幅に削平 している可能性が高い。

<重複 >北東側 R D345土坑と重複。検出面では新 1日関係分からず、仕方がないので通 して半裁する

ことにした。それでもはっきりしなかったが、断面の上層の違いと、重複していない部分のプランの

繋がりから、一応本土坑の方が古いと判断した。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>削平されているためか、単層。底上 3 cmに 淡い焼土らしきものを検出したが、規模が小さく

はつきりしなかったため、図には表現されていない。

<平面形・規模 >136× 100cm程度の隅九長方形。

<断面形・深さ>約 8 cm。

<壁・底 >壁は砂質Ⅳ層で、削平されているためか、はっきりしない。底はシル ト質のⅣ層だが一部

礫露出。

<出土遺物 >な し。

<時期>埋土と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性 もある。

R D348土坑 (第 25・ 32図、写真図版27)

<位置 。検出状況 >調査区中央よりやや北。 2」 6c～ 7dグリッド。旧沢跡の黒土を全て除去した

後に、Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでい

たものと思われるので、大幅に削平 している可能性が高い。

<重複 >ないが、根によるカクランひどく、底は凸凹している。

<図・精査状況>Cノ 側の下場、完掘時掘 り広がったため、合わない。

<埋土>1層 はかくらんのため、二層。壁際に暗IrFJ色土、中央に黒土。
<平面形・規模 >153× 110cm程度の不整隅九長方形。

<断面形 。深さ>約 12cm。

<壁・底 >壁は砂質Ⅳ層。底はシル ト質のⅣ層で、一部淡く焼けているように見えたが、撮影のため

のクリーニング後なくなってしまった。

<出土遺物 >第32図 106の土師器が出土。土器出土総量 17.2g。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D349土坑 (第 25。 32図、写真図版28)
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<位置・検出状況>調査区中央よりやや北。 2」 7dグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去 した後に、

Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでいたもの

と思われるので、大幅に削平 している可能1生が高い。

<重複>南東側R D 350土坑 と重複。検出面では新旧関係を確認できなかったので、通して半裁した。

埋土にもほとんど違いはなかったが、境界付近の上が、 R D349土坑には黄色い粒が認められるのに

対 しR D350土 坑にはなく、 R D350土坑の方がスムーズに壁が立ち上がることから、R D349土坑の

方が古いと判断した。

<図・精査状況 >R D350土坑との重複付近が、完掘時掘 り広がったため、合わない。

<埋土>下部 (北西側壁際)に焼土ブロック、灰、炭化物含み、上部は黒褐色土。

<平面形・規模 >165cm程度の不整形。

<断面形・深さ>約 18cm。

<壁・底 >壁は砂質Ⅳ層。底も砂質のⅣ層だが、一部礫露出。

<特記事項>埋上下部であるが、北西壁際に焼土あり。

<出土遺物 >第 32図 107・ 108の土師器が出土。土器出土総量381.2g。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D350土坑 (第25'33図、写真図版28)

<位置・検出状況>調査区中央よりやや北。 2」 7d～ 8eグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去した

後に、Ⅳ層上面、黒土ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでい

たものと思われるので、大幅に削平 している可能性が高い。

<重複>北西側R D 349土坑 と重複。検出面では新旧関係を確認できなかったので、通して半裁した。

埋土にもほとんど違いはなかったが、境界付近の上が、R D349土 坑には黄色い粒が認められるのに

対 しR D350土坑にはなく、 R D350土坑の方がスムーズに壁が立ち上がることから、R D350の 方が

新しいと判断した。

<図・精査状況>完掘時掘 り広がったため、合わない。実測の精度の問題か、焼土の位置も合わない。

第25図南西側の突出部は、カクランがあったため掘 り広がったものである。

<埋土>最下部 (北西側)に焼土ブロック、灰含み、上部は黒褐色土。

<平面形・規模 >210× 175cm程度のやや不整な隅丸長方形。

<断面形・深さ>約 18cm。

<壁・底>壁は砂質Ⅳ層。底も砂質のⅣ層だが、一部礫露出。

<特記事項>埋土下部であるが、北西側に焼土あり。

<出土遺物>(出土状況)土器小片が数点出上 している (第 25図 )。 p.1は、底上 locm、 2層上面か

ら出土。p.2～ 5は、壁際からの出土で、p.2は東方向から、p.3～ 5は北東方向から滑 り落ちたよ

うな状態で出土し、いずれも底直上からで、 1～ 2層の出土か。土器出土総量 1,208.7g。

(掲載遺物)第 33図 109～ 112の上師器が出土。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D351土坑 (第 26・ 33図、写真図版28)

<位置・検出状況>調査区中央よりやや北東。 2」 9f～ gグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去した

後に、Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでい
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たものと思われるので、大幅に削平 している可能性が高い。

<重複>北西側 R D352土坑と重複。境界付近の埋土が顕著に異なるため、検出面ではっきりR D351

土坑の方が新しいとわかった。根によるカクラン多く、特に南東壁、北壁の一部は壊されている。北

壁の近く、重機の爪痕残る (写真図版28)。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>下部に焼土、灰、炭化物含む (一部埋め戻 したような再堆積土)。 上部は責褐色土の混じる

黒土で埋め戻 した土か。 9層は、調査時にR D352土 坑に帰属する可能性 も考えたが、土性の類似性

から、これもR D351土坑に帰属するものと思われる。

<平面形・規模 >236× 145cm程度のやや不整な隅丸長方形。

<断面形・深さ>約 35cm。

<壁・底 >壁は砂質Ⅳ層で、一部 R D352土坑埋土。底は、シル ト質のⅣ層だが、一部礫露出で、若

子の凹凸がある。

<特記事項>西側の埋土下部に、焼土、灰、炭化物含む。これらは現地性かどうかはっきりしない部

分もあるが、これとは別に、ほぼ同じ場所の底面もはっきり火を受けて焼けている (焼上の厚さ2釦 )。

<出土遺物>(出土状況)埋上下部の焼土類の周囲から土器小片が多 く出土 している (第 26図 )。 土

器出土総量 1,157.lg。 図の炭は、ヤマウルシとの同定結果を得ている。

(掲載遺物)第 33図 H3・ 114の上師器・須恵器が出土。

<時期 >出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D352土坑 (第 26・ 33図、写真図版29)

<位置・検出状況>調査区中央よりやや北東。 2」 8e～ 9fグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去 し

た後に、Ⅳ層上面、黒土ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んで

いたものと思われるので、大幅に削平 している可能性が高い。

<重複>南東側 R D351土坑と重複。境界付近の埋上が顕著に異なるため、検出面ではっきりR D351

土坑の方が新 しいとわかった。根によるカクラン多く、特に北壁の一部は壊されている。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>単層のようである。 9層は、調査時に本土坑に帰属する可能性も考えたが、土性の類似性か

ら、これもR D351土坑に帰属するものと思われる。

<平面形・規模 >180× 160cm程度の隅丸長方形。

<断面形・深さ>約 20cm。

<壁・底>壁は砂質Ⅳ層。底は、シル ト質のⅣ層だが、一部礫露出で、若干の凹凸がある。

<出土遺物>第33図 H5。 116の上師器・須恵器が出土。土器出土総量1473g。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D353土坑 (第 26・ 33図、写真図版29)

<位置・検出状況>調査区中央よりやや北東。 2」 9g～ hグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去 した

後に、Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘 り込んでい

たものと思われるので、大幅に削平 している可能性が高い。

<重複 >ない。

<図・精査状況>合っている。
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<埋土>最下部、埋め戻 したような再堆積土。下部、炭化物や灰など薄い互層で入 り、上半部は、責

褐色土の混じる埋め戻 した土。

<平面形・規模 >148× 138cm程度の不整隅丸方形。

<断面形・深さ>約 30cm。

<壁・底>壁は砂質Ⅳ層。底はシルト質のⅣ層だが、一部礫露出で、凹凸があり、深めの部分もある。

<特記事項>西壁の中央付近がはっきりと火を受けて焼けている。

<出土遺物>第33図 H7～ 121の土師器・須恵器が出土。土器出土総量534.4g。

<時期>出土遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

R D354土坑 (第 26・ 33図、写真図版29)

<位置 。検出状況>調査区中央よりやや北東。 2」 7h～ 8iグ リッド。旧沢跡の黒土を全て除去し
た後に、Ⅳ層上面、黒土ではっきり検出。基本土層との関係から、おそらくⅡ層の上から掘り込んで

いたものと思われるので、大幅に削平している可能性が高い。調査区内で最も低い場所に検出された。

<重複>な い。

<図・精査状況>合っている。調査区内で最も低いため、しばしば雨水につかって大変だった (シ ー

トをかけても、その下に水が入 り込んでしまった)。

<埋土 >最下部、埋め戻 したような再堆積土。下部 (4層 )焼土、中部 (3層 )黒土、上部は、黄褐

色上の混じる埋め戻 した土。

<平面形・規模 >160× 130cm程度の隅九長方形。

<断面形・深さ>約25cm。

<壁・底 >壁は砂質Ⅳ層。底は、シル ト質のⅣ層だが、一部礫露出で、凹凸がある。

<特記事項 >図では漏らしたが、西壁の中央付近がはっきりと火を受けて焼けていた。

<出土遺物>第33図 122の須恵器が出土。土器出土総量513.lg。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D355土坑 (第27図、写真図版30)

<位置・検出状況>2」 3f～ gグ リッドに位置する。本来はⅢ層 (漸移層)で確認できると思われ

る遺構であるが、重複するR A 153住居跡の壁を精査 している際に検出した。

<重複>R A 153住居跡の北東壁中央で重複する。底面に焼土を伴っていたため、当初はR A153住居

跡に付属するカマ ドの燃焼部として精査 したものである。本遺構のほうが旧い。

<埋土>上位は黒色土、中位以下は黒掲色土からなる自然堆積層である。

<平面形・規模>本遺構のほうが旧く全体が不明だが、方形基調と思われる。上端204× (82)cm。
<断面形・深さ>皿状。26cm

<壁・底 >壁は緩 く立ち上が り、底面はほぼ平担である。底面に形成された焼土は、大きさが37×

47cmの 略円形で厚さは 2～ 3cmである。

<出土遺物>な いようである。

<時期 。所見>重複関係と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初)に属すると

思われる。R A 153住居跡よりは旧い遺構である。底面に焼土が確認できることや形状から土器焼成

遺構の可能性があるが、詳細は不明である。
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R D356土 坑 (第 27・ 33図、写真図版30)

<位置 。検出状況>2」 3eグ リッド。黒褐色土の広がりで、R A 153住居跡とともに検出した。

<重複>R A 153住居跡の北西壁、カマ ドと北隅の間で重複する。本遺構のほうが旧い。

<埋土>自然堆積と思われる。

<平面形・規模>本遺構のほうが旧いため全体形は不明だが、方形基調と思われる。 162× (65)cm。

<断面形・深さ>皿状。23～ 32cm

<壁・底>西壁のみオーバーハングしている。底面は小さな凹凸があり平坦でない。

<遺物>土師器片数点。第33図 123～ 125の土師器・須恵器を掲載した。土器出土総量 1,251.lg。

<時期 。所見 >出土した遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初)に属すると思われる。RA

153住居跡より旧い遺構である。性格は、不明である。

R D357土 坑 (第 27・ 33図、写真図版30)

<位置・検出状況>調査区北東。 2」 2cグ リッド。Ⅲ層下部、黒上ではっきり検出。周囲に根穴等

の疑似現象多かったが、明らかに異なり、輪郭は明瞭だった。

<重複 >な い。底に根穴がある。

<図・精査状況>Aノ 側の上場、完掘時掘 り広がったため合わない。

<埋土>1層 はカクランのため、二層。両方とも黒土。下部に (底から 2 cm)、 炭化物あり。

<平面形・規模 >120× 110釦程度の不整隅九長方形。東側が膨らんでいるのはカクランのせいか。

<断面形・深さ>約 30cm。

<壁・底>両方とも砂質Ⅳ層。底は、凹凸がある。

<出土遺物 >第 33図 126の土師器、第33図 10の石器 (磨石)が出土。土器出土総量368.8g。 図の炭は、

クリとの同定結果を得ている。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D358土 坑 (第 27・ 33図、写真図版30)

<位置 。検出状況>調査区北東。 2」 1～ 2cグ リッド。Ⅲ層下部、黒上ではっきり検出。周囲に根

穴等の疑似現象多かったが、明らかに異なり、輪郭は明瞭だった。

<重複>ない。底に根穴がある。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>二層で、R D357に似る。

<平面形・規模 >140× 120cm程度の不整隅九長方形。

<断面形・深さ>約 30cm。 断面形は他と異なり、「レ」状。

<壁・底>両方とも砂質Ⅳ層。底は、凹凸がある。

<出土遺物>西壁際 2層中から土器出土 (第 27図No.1)。 第33図 127・ 128の須恵器・土師器を掲載し

た。土器出土総量261.5g。

<時期 >出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D359土坑 (第 28・ 33図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区中央北端。 1」 25a～ 2Jlaグ リッド。Ⅲ層下部～Ⅳ層上面、黒土では

つきり検出。周囲に根穴等の疑似現象多かったが、明らかに異なり、輪郭は明瞭だった。
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3 土坑

<重複 >北西狽IR D360土坑 と重複。検出面では新旧関係が掴めなかったが、通して半裁した結果、

境界付近の土が比較的わかりやすかったので、R D359土坑の方が新 しいとわかった。東半分がカク

ランによって大きく壊されている。ただし、検出時に予想 していたのより深 く入っているところは少

なく、若千東側に土坑の範囲が広がった。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>上部、下部黒土、中央部焼土。

<平面形・規模 >長 さ240cm程度の隅丸長方形か (幅 は不明)。 今回検出された土坑の中では最大級

(二番目はR D351土坑 )。

<断面形・深さ>約25cm。 断面形は不明だが、確認できた範囲は不整形。

<壁・底>両方とも砂～シル ト質Ⅳ層だが、一部黒土中に底があるか。両方とも火を受けてはっきり

焼けている (黒上のところも)。 底は、凹凸がある。

<特記事項>上述のように、壁～底が焼けている。

<出土遺物>(出土状況)底 中央の直上から土器出土 (第 28図No.1)。 南西から北東に向かって傾斜
しており、底からの高さは南西側 17、 北東側 7 cm。 2層中部の出土か。本土坑土器出土総量890,3g

に、R D360土坑とどちらに帰属するかわからない土器出土総量 107.2gが加わるか。同定可能な炭化

材は、アオダモと同定された。 (掲載遺物)上記No.遺物は掲載基準を満たさなかったらしく、RD
360土坑とどちらに帰属するのか不明な第33図 129、 130の土師器 しか掲載されていない。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D360土坑 (第28図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区中央北端。 l」 25aグ リッド。Ⅲ層下部～Ⅳ層上面、黒上ではっきり検出。

周囲に根穴等の疑似現象多かったが、明らかに異なり、輪郭は明瞭だった。

<重複 >南東側 R D359土坑と重複。検出面では新旧関係が掴めなかったが、通して半裁 した結果、

境界付近の土が比較的わかりやすかつたので、R D359土 坑の方が新 しいとわかった。北東側カクラ

ン (根)に よって大きく壊されている。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>6層 はカクランなので、単層か。
<平面形 。規模 >長 さHOcm程度の隅丸長方形か (幅は不明)。

<断面形・深さ>約30cm。

<壁・底>両方とも砂～シル ト質Ⅳ層。底は、凹凸がある。

<出土遺物>R D359土坑とどちらに帰属するのか不明な第33図 129、 130の土師器だけである。土器

出土総量107.2gか 。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。

R D 361土坑 (第 28図 ・第33図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区中央北端。 211yグ リッド。Ⅳ層上面で、R A157住居跡検出時に確認。
検出面の埋土が黄色い粒々の入る特徴的なものだったため、明瞭に検出。

<重複>西側 R A157住居跡と重複。上述の特徴的な埋土で、 R A157住居埋土中に明瞭にプランを検

出 (本土坑の方が新 しい)。

<図・精査状況>合っている。平面図の白抜きの不整円は、焼土か炭化物だが、注記がなくて不明。
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Ⅳ 遺構

<埋土>複雑である。最下部 (5層)褐色上の混じる埋め戻した土 ?、 下部 (4層 )黒褐色上、中部

(3層)炭化物を含む特徴的な土、上部 (2層 )褐色上の混じる埋め戻した土 ? 1層 はカクラン。
<平面形・規模 >128× 108cm程度の小判型から隅丸長方形。

<断面形・深さ>約 26cm。 断面形は不整形。

<壁・底 >西半分はR A 157住居埋土、東半分はシルト質のⅣ層。焼土が 4層上面に形成されている

ことを考えると、 4層上面が使用面で、その下は掘 り方埋土ということになるか。

<特記事項>上述のように、西側 4層上面～東側底面が火を受け、東側は所々焼土を形成している。

焼上の厚さは、東側の一部で最大厚 2 cmく らいである。焼土が面的に形成されていないのは、西半分

が黒上であるためと考えられる。焼土の周辺から、炭化物や土器片が出上している。ただし、 3層中

の炭は、後の混入か。

<出土遺物>(出土状況)焼上の周囲から、土器片が出土。No.1は 、土師器小甕で、内面上に横倒

しの状態で出土。No.2は、礫石器で、底 4層中 ?から出土。No.3は 、 3層か 4層の出土。土器出土

総量610g。 同定可能な炭化材は、サワグルミと同定された。 (掲載遺物)第 33図 131の上師器、第33

図11の石器 (磨石)を掲載。No 3は、掲載基準を満たさなかったようである

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性が高い。

R D362土坑 (第28'33図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区中央北西。 212vグ リッド。Ⅳ層上面で、 R A157住居跡検出時に確認
したが、後述のように、この時点では土坑と認識していなかった。 R A157住居精査後に、この “張

り出し部"の底面に焼上が見え、今回の調査の他土坑の調査例との類似することから、この “張 り出

し部"も やはり土坑なのではないかと思うに至った。深さから考えて、大きく削平されていると思わ

れる。

<重複>北側、 R A157住居跡と重複。周囲が根で壊されていたこともあって、最初は土坑と考えて

なかった。住居検出時に、住居プラン外側に黒褐色土が張り出しているように見えたが、この時点で

は、R D361土坑の調査例から、住居と重複する土坑は住居より新 しく、R D361土坑の特徴的なあり

方から土坑は墓で、埋土中に掘 り込むのはおそらくその住居の縁者の墓のためではないかとの見通し

を持っていたため、どう見ても住居プランの内側まで埋上が広がらない “張 り出し"は、プランが異

様に四角く見えたこともあり、住居に伴う棚状施設なのではないかと考えた。偏った見方によって確

認がおろそかになった感は否めないが、もし、その通りなら、R D362土坑の方が古い可能性がある。

東側、住居壁の崩れにより、土坑も一部壊されている。南側、根によるカクランにより壊されている。

<図・精査状況>合っている。

<埋土>大 きく二つに大別され、下部はⅣ層の汚れ再堆積、上部は黒褐色土。焼土が検出されたが、

ブロック状で、下に黒土と炭化物が認められたことから、現地性かどうかは疑間である。

<平面形・規模>長さ100cm程度の小判型か (幅は不明)。

<断面形・深さ>約 10cm。

<壁・底>北半分はR A 157住 居に壊されている。南半分は、砂質Ⅳ層。

<特記事項 >上述のように、床直上に焼上が認められたが、現地性かどうかわからない。

<出土遺物 >第 33図 132の上師器小片が出上した。土器出土総量4.4g。

<時期>出土遺物と今回の調査結果全体から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)の可能性がある。
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3 土坑

R D338

北」釧i

>

R D339

れ

A

A

と

1:10YR2/1 黒色

手
シルト 砂質Ⅳ層の粒子、ブロ

洋

ドとL=122400m

1:10YR3/1 黒褐色地に10YR5/6責 褐色の斑 シルト
砂質Ⅳ層の粒子、ブロック含む。

2:10YR2/1 黒色 シルト
3:10YR7/1 灰白色 砂 火山灰。
4:10YR3/2 黒褐色 砂 ? もろい。砂Ⅳ層の汚れ再堆積。

ック含む。     5:10YR4/3 1こぶい褐色 シルト 砂質Ⅳ層の汚れ再堆積。

ド生 L=122400m

売IЮ v

売」201

灰黄褐色 シルト 汚れⅣ層再堆積。  引厖 19t
黒色 シルト 土器、礫含む。
黒褐色 粘土質シルト もろい。Ⅳ層再堆積土含む。

北」nd

A

R D340

1 :10YR2/1  黒色 シ,レ ト
2:10YR2/1 黒色地に細かい10YR5/6黄 褐色の粒 シルト

Ⅳ層粒子多く含む。
3:10YR1 7/1 黒色 シルト 下部を中心にⅣ層ブロック含む。

A

ド   北 I

ド壁 と=122300m

:10YR2/1 黒色 シルト 粘性あり。Ⅳ層粒子、ブロック僅かに含む。
爽雑物が少ないのか墨のような一様な印象。

:10YR2/1 黒色地に細かい10YR5/6責 褐色の粒 シルト 粘性強い。
Ⅳ層粒子、ブロック多く含む。根多くボソボソした土

A

為

1:カ クラン
2 1 10YR4/2

3 1 10YR2/1

4:10YR3/2

R D343

lt

1:カ クラン (耕作時)
2:10YR3/1 黒褐色地に霜降り状に10YR5/6黄 褐色混じる

シルト Ⅳ層粒子多く、炭化物含む。埋め戻した土か。
3:10YR2/1 黒色 シルト Ⅳ層粒子、焼土粒含む。
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R D344
A

ド  L=122200m

Ⅳ 遺構

ヽ

も」6d

R D345

R D346

R D347

嗚J7e

ド上L=122200m う

R D349 1:10YR3/1 黒褐色
2:10YR3/1 黒掲色

Ⅳ層の粒子含む。R D3“覆土。
1層 より、Ⅳ層粒子多い。R D 346覆土。

シルト
ンルト

R D350

ぐ
‐

(1:40)          2m

お

、

岸 L422200m    囁

:木根によるカクラン
:10YR2/1 黒色  シルト 粘性あり。
:10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層汚れ再堆積。

10YR3/1 黒褐色 シル ト Ⅳ層粒子含む。 R D350覆 土。
10YR3/2 黒掲色 シル ト 灰、焼土粒多量に合む。 R D350覆 土。
10YR3/1 黒褐色 シル ト 1層 よりⅣ層粒子やや多く合む。 R D350覆土。
10YR2/1 黒色  シル ト Ⅳ層粒子含む。根によるカクランあり。 R D350覆土。
10YR3/1 黒掲色 シル ト 粘性あり。4層よりⅣ層粒子多い。 R D349覆土。
10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性強い。焼土粒含む。 R D349覆 土。
5YR4/3  にぶい赤掲色 シル ト 焼土粒だが、周囲に灰含む。
7 5YR4/1 掲灰色 シル ト 焼土粒多く、焼土ブロック含む。投げ込み焼土らしい。
7 5YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性あり。灰、炭化物含む。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 1 10YR3/1 黒褐色 シル ト
2:10YR211 黒色  シル ト
3:10YR2/1 黒色  シル ト

Ⅳ層粒子多く含む。R D354覆土。
もろい。 R D354覆土。
Ⅳ層粒子含む。R D347覆土。

ム③

第25図 ■J九 (2)  RD344～ RD350
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R D352

:10YRグ1 黒色地に10YR5/6責褐色の塊 シルト
拳大のⅣ層ブロック含む。埋め戻した土か。

:7 5YR3/1 黒褐色 シルト 粘性あり。焼土粒、灰含む。
:7 5YR3/1 黒褐色地に10YR5/6黄褐色の塊 シルト 粘性あり。

上面に炭化物含む。Ⅳ層粒子多い。
:7 5YR2/1 黒色  シルト もろい。上面を中心に灰 ?面的に広がる。

Ⅳ層粒子、炭化物含む。

畔笙 L=122200m

9

1:10YR3/1 黒褐色地に10YR5/6責 褐色霜降り状に混じる シルト
Ⅳ層粒子、ブロツク多く含む。埋め戻 した上であろう。

2:10YR3/1  黒褐色に10YR5/6責 褐色の塊混じる
シルト Ⅳ層ブロック含む。

3:10YR2/1  黒色 シルト 粘性あり。
4 110YR17/1 黒色 シルト 炭化物含む。
5:根によるカクラン
6:7 5YR4/3 褐色 以下の特徴、注記漏れで不明。
7:10YR6/1 褐灰色 砂質ンルト もろい。灰。
8:10YR1 7/1 黒色 シルト もろい。細かい炭化物含む。
9:10YR4/2 灰責褐色 シルト Ⅳ層粒子多量に含む。

埋め戻した土 ?

L=122100m

:10YR2/1 黒色地に10YR5/6黄 褐色のブロック
シルト Ⅳ層粒子混じる。

:10YR3/1 黒褐色と10YR5/6責 褐色の混土 シルト
Ⅳ層粒子多量に含む。炭化物、焼土粒含む。

1 10YR2/1 黒色 シルト Ⅳ層粒子僅かに含む。
:5YR4/3 にぶい赤褐色 シルト 焼土 ?
:10YR4/2 灰黄褐色 シルト 粘性強い。

汚れⅣ層再堆積。

o          (1:40)          2m

10YR3/1 黒褐色に10YR5/6黄 褐色霜降り状に混じる。
シ,レ ト 多量のⅣ層粒子含む。炭化物含む。
埋め戻した上であろう。R D352覆土。

10YR5/6 黄掲色 粘上質シルト 硬く締まる。Ⅳ層ブロック。
10YR3/1 黒褐色 ンルト 下部に焼土粒、炭化物含む。
10YR5/6 責褐色と10YR3/1黒 褐色の混土

粘土質シルト 埋め戻した土 ?
10YR4/1 褐灰色 シルト ややもろい。灰、炭化物含む。

3 土坑

一ミ
ギ

軋

下 イ

】三
ギ
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北 13h

R A153

Ⅳ 遺構

A ]ろ J3f
北 13g

1 :10YR2/1
2 :10YR2/2

3:10YR2/1
4:10YR2/2
5:5YR4/6

ド
ト 122400m

黒色  シル
黒褐色 シル
地山の小ブロ

黒色  シル
黒褐色 ンル
赤掲色 シル

粘性やや強 しまりややあり。
粘性やや強 しまりややあり
クをわずかに含む。
粘性やや強 しまりややあり
粘性強   しまりややあり
燃焼部焼土。

R A153

ド眸122500m  ヽ

10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまりややあり
褐色土粒 (φ lmm)を 5%含む。

10YR2/1 黒色  シルト 粘性中 しまりややあり
褐色土プロックを斑状に5%含む。

10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまりややあり
褐色上をloO/。含む。

崖 L122500m

2

10YR3/1 黒褐色 シ,レ ト
Ⅳ層プロック僅かに含み、Ⅳ層粒子含む。

10YR2/1 黒色  シルト 炭化物、焼土粒含む。

憚上ぃ122500m

カクラン

10YR2/1 黒色  シルト
10YR3/1 黒褐色 シルト 硬く締まる。

Ⅳ層粒子多く、炭化物含む。

l層に似る。
2層 に似る。

1

2

3

A
R D358

名
離 売J2d

ド

m

RD355～ RD358

R D356

Nol

亀」3c

第27図 土坑 (4)
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3 土坑

売Jla

売 」2b

北 12y

ド と=122400m

カクラン

10YR3/1 黒褐色地に10YR4/43色 の斑が散る。シルト
lmm～ 2cm大のⅣ層ブロック多く、同じくらいの
大きさの炭化物含む。

10YR2/1 黒色  シルト lcm大の炭化物比較的多く含む。
10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性強い。
10YR3/1 黒褐色とloYR4/43色が霜降り状に混じり合う。

粘土質シルト 粘性あり。埋め戻し土か。

ド L=122 500m l

1:10YR2/1 黒色  シル
2:7 5YR3/1 黒褐色 シル
3:7.5YR3/2 黒褐色 シル
4:10YR2/1 黒色  シル
5:10YR1 7/1 黒色  シル
6:カ クラン
7:焼土

細かいⅣ層粒子散る。 R D359覆上。
Ⅳ層粒子含む。R D 359覆 上。
焼土 ?
R D359覆土。
Ⅳ層粒子含む。 R D360覆上。

0           (1:40)          2m

売 13v

:10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層粒子多く含む。
:10YR2/1 黒色  シルト Ⅳ層粒子多く含む。

l層が根によつて黒くなったものと思われる。
3:10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性あり。Ⅳ層汚れ再堆積。
4:10YR2/1 黒色  ンルト 粘性強い。住居の崩れ。

プロック

4      3      炭
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Ⅳ 遺構

謂 勘 pl

9b

南西カクラン   R A151イ主居

讐
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第30図  RA153～ 155住居出土遺物 (土器、石器 1/5、 鉄製品 1/3)

R A155イ主居 (1)
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Ⅳ 遺構
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迫還V

今回の調査で、土師器・須恵器大コンテナ (32× 42× 30cm)約 9箱、石器11点 (砥石 7、 磨石 4)、

土製品 2点 (羽日、土錘 )、 鉄製品 2点 (鏃 )、 琥珀 1点が出上した。

本章では、遺構出上の遺物も含めているが、それぞれ、その種類の遺物の中で冒頭に掲げている。

遺構出土品は、第Ⅳ章の後に遺構ごとの集成図を掲げているので参照していただきたい (第 29～ 33図 )。

遺物は基本的に表で記載しているが、出上位置の欄の住居の後の01～ 4は、住居を4等分した区画

を意味し、土層ベルトを基準に、北西区画が 1、 北東が 2、 南西が 3、 南東が 4に なる。

なお、自然遺物については、第 5節参照。

l 土師器 。須恵器 (第 34～ 35図、写真図版32～ 37)

大コンテナ (32× 42× 30cm)約 9箱出土し、81.366.3k露 出上した。その内訳は、竪穴住居跡から

66,301.9g、 土坑10,087.5g、 遺構タトは沢跡3,881.3gを含めて4,976.9gと なる。

竪穴住居跡は、R A 157住居跡が圧倒的に多く、28,872.7g、 次いでR A 153住 居跡の17,659.3g、 そ

の後がR A 155住居跡の8,639,5g、 R☆ 154住居跡の5,369.6g、 R食 156住居跡の2,866.lg、 R△ 047住

居跡の1,052.8gと 続き、残りの住居跡は1,000gに 満たない。 R A 157、 153住居跡を除けば、一般的

な出土量より少ないと思われる。

土坑出土土器は、R D344土坑が最も多く2,359.8g、 次いでR D356土坑1,251.lg、 R D 350土坑

1,208,7g、 R D351土坑1,157.lgで、他は1,000gに満たない。

掲載基準。土師器は、原則として器形が復元できるもの (1/4周以上)と したが、出土遺物が少な

い遺構や地点では、復元できない口縁部破片なども掲載した。須恵器は、拓本が使えるので破片でも

掲載したが、胴部破片で、その遺構内に他に同様の掲載破片がある場合と遺構タトの場合は、原則とし

て不掲載とした。このような基準なので、現地でNo.遺物として取り上げているものにも、不掲載品

がある。また、今回は整理期間が短かったこともあり、採用基準は厳しく、甕は下半部だけのものは

ほぼ一周していなければ採用しなかった。竪穴住居跡出土土器は、出土量の割に掲載量がかなり少な

いことをお詫びする (沢跡からも比較的多く出土したが、細片が多く、元々掲載基準に合わないもの

が多かった)。 調整痕の書き込みも、同様の理由で1/8周ずつに限った。接合作業も、同様に大幅に短

縮した。作業員約 1～ 2名 と日々雇用作業員が約 2週間行った。原則として同じ袋、同じ遺構、同じ

グリッドの中でのみ試み、遺構間や異なるグリッドの間での接合は行っていない。また、日々雇用の

作業員はほとんどが初心者のため、まだ接合する可能性を残していると思われる。

時期。ほとんどが 9世紀中～10世紀初頭前後に位置づけられ、明らかにこの時期を逸脱するものは

認められないようである。

今回の出土品の型式学的特徴。ヘラケズリ然としたものは少なく、調整 “効果"と してはナデ的で

ある (中に線状痕あり、単位の境界が面をなさない)。 甕の外面調整は、口縁部がヨコナデ、胴部は、

屈曲部より下はヘラケズリ (あるいは調整効果はナデ)、 上は指なで状のものが多い。内面黒色処理

の調整痕跡の多くは、全体としては細いが中に線状痕が認められ、ミガキかナデか不明瞭である。

“焼けはじけ"状に器表面に細かな穴が多数見られる場合があるが、これはネズミがかじった跡か。

変わった器形として、43(底が作り出されていない、皿状)、 98(外面もミガキ)、 131(厚い)、 H9

(内外両側ミガキ)。 墨書土器は多く (右以外に4、 81、 99、 107、 H8)、 中でも「太 |は複数認めら
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V 遣物

れた (71、 74。 55、 121も ?)。 第45図 1181よ 、回転糸切痕の上に墨書 している。刻書土器 も認められ

た (14)。

表の見方。残存状況の欄の略号。内外面の調整の欄。“→"は、調整の順序を示す。調整は、工具

よりも “効果"に重きを置いて表現していることをお断りしておく。

以下、表の補足。 6の外面、回転糸切で切 り離 して後、底部底から l cmほ どの高さも含めて回転ヘ

ラケズリ調整。

9aと bは、同一個体で、 9aの出土割合、R A151住 :R A152住 =34:1で 、 9bも 合わせると

42:1と なる。内面下部黒いのはコゲか。

10は、注記 ミスで出土割合がはっきりしないが、ほぼ同じ程度で、p.5で取 り上げたものが多め。

11の 出土割合、p.5が 10、 p.6が 6、 p.7が 5、 Q3が 4。

12の 出土割合、p.2が 3、 p.13が 6、 p.14が 4、 Qlベル ト1層が l。 外面底、回転糸切の後調整

しているように見える。

18の底厚い。

23は、Q2で取 り上げた破片の方が顕者に残 りが悪 く、内面の焼けはじけひどい (ネ ズ ミがかじ

つた跡か)。 外面も黒色処理しているか。外側底、ヘラケズリで調整しているようだ。

28の 口縁内面最上部 l cm程度の幅、黒い。32、 やや摩耗。

46の 出土割合は、p.4が 11、 p.9が 2、 p.Hが 5、 p20が 9。 外面調整、ヘラナデ状のところもあ

るが、大体指なで風。内面、ハケメはっきりしないところが目立つが、ナデているためか。破片によ

って色調異なり、害Jれてから二次焼成受けているためか。

47の 出土割合、p4が22、 p.19が 2、 カマ ド内が 1。 外面上部、二次焼成 ?で赤い。

48の出土害↓合、p.4が 2、 p.20が 1、 p.23が 1で、p.4と それ以外は、内面の色調異なる。

49の出 L害∫合、 p.4が 13、 p.20が 5、 p.21が 6、 p.23が 2、 p.2 ?力
Sl、  Q2が 1。 タト面調整、 下吉Ь

はケズリつぽいところあるが全体としてはナデの印象で、特に肩より上は指なでっぽい。内面ハケメ

が見えないところはナデているためか。

50の 内面、ハケメが見えないところはナデているためか。52の 内面、黒色処理 ?

56の出土割合、p.2が 9、 p.3が 11、 Qlが 2、 Q4が 3。 形歪んでおり、上から見ると口は楕円

形を呈す。

63、 二次焼成のためか、調整飛んでしまってわからない。全体オレンジ色。

64の外面、表面の凹みを粘土足して埋めているのが分かる (雑 )。 オレンジ色。

65は 、タール状付着物が外面口縁にも見られる。外面底、回転糸切の後、回転ヘラケズリ調整か。

66は、底が薄すぎて穴が開いてしまっている。

71の外面底、一部糸切状の痕跡が認められるが、全体としては滑らかで一部光沢が見 られる。し

かし、比較的大きな石 ?が抜け落ちた後が表面に認められる。胎土に金雲母目立つ気がする。

74は 、欠損部以外割れていない。底薄い。タト面底、回転糸切→回転ヘラケズリ。

79は、口縁から底に欠けて稲光状にひび割れているが、完形である。内面、胴部は表面薄く剥落

しているため調整不明 (口縁、底は除く)。 輪積痕少ししか見えない。内面口縁直下に黒い付着物。

96の外面下半、二次焼成で赤～白い。外面底、調整すごく平滑。内面調整、ハケメはっきりしな

いところはナデているためか (滑 らか)。 屈曲部などにはハケメはっきり見える。同じ工具による当

たり方の違いか。

104は、注記二つに分かれているが、同じ場所から出上したものであろう。
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128の 外面、底部付近は縦方向のヘラケズリ痕跡が認められる。その上は剥落して見えないが、滑

らかである。

135は 、内外酸化鉄 ?付着。64と 同様、表面の凹みを粘土足 して埋めている。

参考文献
八木 光則 1993「古代斯波郡と爾薩体の土器様相」F第 18回古代城柵官衛検討会 特集シンポジウム北日本に

おける律令期の土器様相」同青森大会事務局 (青森県埋文センター)(1992年開催のシンポジ
ウム結果をまとめたもの)

2 石    器 (第 48～ 49図、写真図版38～ 39、 観察表は写真図版の方にある)

H点出土 し、全点掲載した。その出上位置から、ほとんどが平安時代に帰属するものと思われる。

器種は、砥石と磨石 しかない。

砥石は 7点出土 し、 2が白色凝灰岩で、他は溶岩である。古代以降の砥石としてしばしば使われる

白色凝灰岩は入手 しがたいために (一遺跡で 3点以上出土することは少ない)、 溶岩で代用したもの

と思われる。

磨石は 4点出土 し、中には先端に凹みを持つものもあり (第49図 8)、 縄文時代の磨敲器類と全 く

変わらない。これらを必要とする生業が、この時代まで持続 していた可能性が高い。

3 土  製  品 (第 47図、写真図版39)

フイゴ羽口 1点、土錘 1点出上し、全点掲載した。フイゴ羽口が出上したR A 153住居跡は、その

他にも、今回唯一出土した白色凝灰岩の砥石、今回唯一出上した鉄製品 (鏃)2点 と、鉄関係の遺物
が目立つ。

4 鉄  製  品 (第 47図、写真図版39)

該期の集落跡にしては非常に少なく、 2点のみの出上である。どちらも鏃で、どちらもR A153住

居跡の出上である。全て掲載した。R A153住居跡は、その他にも、今回唯一出上した白色凝灰岩の

砥石、今回唯一出土したフイゴ羽口と、鉄関係の遺物が目立つ。

5 琥珀、その他 自然遺物 (写真図版39)

琥珀が 1点、R A047住居跡から出土している。取り上げ後欠損してしまったが、加工痕はなかっ

たと記憶する。精査作業中に取り上げられてしまったので、残念ながら詳しい出上位置は不明である。

R D350土坑の灰と思われる上を洗ってみた結果、茅らしい小片が出土した。その他、R A 157住居

跡のカマド内土やR D353土坑 。4層以下の上、沢跡のⅡ層も洗ってみたが、特にそれらしいものは

見られなかった。

遺構から出土した炭化材の樹種は、各遺構で記しているが、R A 153住居跡のNo.1は クリ、No.21よ

ケヤキ、No.3も ケヤキ、R D351土坑からはヤマウルシ、R D357土坑からクリ、R D359土坑からア

オダモ、R D361土坑からサワクルミが出上している。

-70-



V 遺物

院

抄

―

∈
li3

江a

出土地点 層位 器種 部位 球
糊

外面
(回縁吉FV4同吉膨底部)

内面
(口縁著rVB同部広 害p 備  考

本文
記戴

R印叫住居 p2 須恵斐 口縁 1/5周 ロクロナデ

RA図7住p3、 鷺Ю申住北区 (約 1/18、 台部のみ) 台付不 底部 底のみ一月 摩耗 外面底手づくね 内面早色処理 ?、 摩耗ひどヽ

RA147住ベルト中、RA04/住 郭 底のみ一周 ロクロナデ ア底 :回転糸切 ロクロナデ 外黒班 ? 内外やや摩耗

RA047住居束カクラ 須恵lT t/3周以下 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 夕W氏墨書 タト、一部ナ刈夫痕跡

RA150住居  Dl 須恵イ 12周以下 ロクロナ尤 /底 :回転糸切 ロクロナデ 胎上自砂混入

RAlm住居 p2 林 底のみ―層 ロクロナデ→ロクロケズリ ヘラナデ (→ヘラミガキ?) 内面黒色処理 外国、底黒斑 内面やや彦托

RAl鉤住居 p5(4層 ) 須恵郭 1河司以下 ロクロナデ→底付近ナデ 胎土白砂混入

8 RAbOLp 6(3か 4層 )、 RA NOIEQ3～ 4宙ベルト1層 ) 須恵啄 9/3周以下 ロクロナデ ′́底 :回転糸切 胎土白砂混入 出土割合注記なくて不明

RA151律苛両カクラン、 RA152住 疑 賂周以下 ハケメ‐ロ ヨコナデ、底ナデ 月台土砂多 外、光沢、スス

第34図 土師器・須恵器 (1)
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1 土師器・須恵器

静 簿

嗚 出土地点 層位 絶  部位
存
況
残
状

外面
(口縁吉団同ヨ勃真部 )

内面
(日緑言TJ/B同静底言駒

備  考
文
改
本
記

RA151住 南西カクラン、RA152住 髭 円周以下 ヘラナデー日、ヨコナデ ハケメ→日、ヨコナデ、底ナデ 胎土砂多 タト、光沢、スス
RA157r■ tt Ql、 p5(3層 上)、 2ヽ 3層カマト イ 23周以下 摩耗 (ヘラナデ?) 摩耗 (ヘラナデ?) 内外面黒色処理→二次焼成でとんだ

RA15211tt p5、 p6、 p7、 Q3 台付郭 一部欠授 摩耗 (ロ クロナデ?) ロクロナデ 二次焼成で摩耗、内而底剥落

RA153住 居 No l イ 一部欠損 摩耗
′
底 :回転糸切 FT耗 胎土石 外底以外、二次焼成で墜耗

猷 153住居 No 2、 No 13、 No 14、 01ベ ルト1層 イ 一部夫損 摩耗 摩耗 内タト摩耗ひどい p69

RA153住 居 Noつ 14 一部欠損 摩耗 (ロ クロナデ?)′ 度:回転索切 FTh耗 (ヘ ガキ?) 内面単色処理 内外摩耗 宿Jれてなし
RA153住 居 Nα 16 イ 腑周 ロクロナデ? 康!ロクロケズリ ヘラナデ (→ヘラミガキ?) 内面黒色処理 外摩耗
RA153住 居 No 19、 No 33 (ほ は 111) lT 底のみ一 回転糸切→ヘラナデ ? ヘフナデ →ヘラミガキ?) 内面黒色処jl■ 夕1黒斑、摩耗
RA153住 居 No必 郭 底のみ一 摩耗ひどい (ロ クロナデ?) 聴耗ひどい 内面黒色処理 ? 回転糸切 ?
RAl勇 住居 No必 郎 底部 ―周 ロクロナデ 底 :回転糸切 ? 内外摩耗 (タト底ひどし→ 内焼けはじけ

19 RA158住居 No26、 01ベ ルト2層 Oよは 1:ユ 〕 須恵壺 ? 1心周 FRヵ キメ 他ロクロナア→ヘラケズリ 外摩耗
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V 遺物

28

1 5cin

て
31

o                l:3

出土地点 層位 器種 訂牡 存
況
残
状

タト面
(口縁訂切同割初甍者0

内面
(日縁ヨ朝同著μ底部 )

備  考
文
載
本
記

RA153住 No 32、 RA153住  (ほ ぼ312) 郭 郭周以下 ロクロナデー底回転ヘラケズリ ロクロナデ? 内タトやや摩耗 タト黒斑 ?
RA153住 居 No A4 発 「 1～ 1同部 1わ T.・ l 世I縁ヨヨナデーヘラケズリ ヘラナデ (輪積痕多数) 内面コゲ

RAb31blo35、 RA63住 (1まは3:2) 発 口縁部 用刊刷整 (略耗)‐日伝ロクロサ 摩耗 (日縁ヨコナデ?, 外二次脱成で赤く購髪

RA153住 居 No 41、 Q2 ばよt=311) 14N !掘以 下 ロクロナデ lltr粍 内面ミ色処理

RA153住 居 Noわ 斐 口～1同部 腑周 ロクロナデーヘラナデ ヘラナデ? 内外やや摩耗

RA153住 居 Ql床面 rT Iヨ十景書【 1/A周 以下 ロクロナデ? ヘラミガキ? 内面黒色処】1 外キズ状にTR
RA153住 居 jB埋め■ llく 一部矢損 ロクロナデ 底 :回転系切 ロクロナデ 二次焼茂 ?で赤く、形至んで格円形

RA153住 居 Qlカ マド周辺 須恵芥 日緑 1る周以下 ロクロナデ ロクロナデ

RA153住 居 カマド周辺 発 日ヽ胴部 IB周 ヘラナデーロ縁ココナデ ケメー日縁ヨコナデ 外企画スス ?、 焼けはじ1)

RA,53住  01上層、02上居  (ほ ぼ 112) 須恵益 肩 I心周 府カキメ、他ロクロナデ

RA153住 居 Q4 郭 炭書[ 一日 ロクロナデ 底 :回転糸切 ヘラナデ? 内面黒色処理

RA153什 居 04ト レンテ 兼 曰縁部 174副 以下 ヘラケズリーロ緑ヨコナデ 睦耗 内外FII耗ひどい

第36図 土師器・須恵器 (3)
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1 土師器・須恵器

キキ35

幹

o               l13

出土地点 層位 器種 部位
存
況
残
状

外面
(口縁苦団同割V底剖り

内面
(日縁き閉同益は部)

備   考
文
載
本
記

53 南隅覆土 イ 底のみ―帰 ロクロナデ′底 :回転糸切 夕核1書というよリキズ?(J・ 査時ではなヤ〕

D4ft p2、 p2の下 (ほは1:1, 邪 78周 以下 ロクロナデ‐ヘラミガキ (瓜も?) ヘラミガキ? 内タト面黒色処理 内タトやや摩耗
D411tt p5 j4｀ 底のみ一月 ロクロナデ 底 :回転糸切 ロクロナテ 内タト赤く摩耗ひどヤ

54住 p6、「p HJ? (3:2) 菱 日～胴部 腑周 ロクロナデ→ヘラナデ (光沢 ) ヘラ

'デ
ー日緑ロクロナデ 「DHI→注言M｀明瞭

54住 pS、 p13、 3虎警 (41317) 14N 底のみ一尼 ロクロナデ 炭 :陸耗 ロクロナデ 胎上石 嵐突出 外摩耗、底歪み
54t_D12、 p15カ マド (2:7) 拠 IJ～胴部 i14同弱 口縁ヨコナデーヘラミガキ ? ハケメー日縁ヨコナデ 内面輪積痕多 外面光沢あり
54住 p12、 01、 Q2 (4:3:2) 発 日～胴都 1/3用 以下 ヘラナデーロ縁 摩耗ひどい 内タト摩粍

54住居 5層 ? Иミ 脇月以下 ロクロナデ 底 :回転糸切 摩耗 内而二と処理 タト惇rtひどい、続けはじけ?

54住  1層、Q2 (4:3) 14 718FwE以下 ロクロナデ 底 :回転糸切 ヘラミガキ? 内両黒色処理 外底黒尭、やや摩耗
銘住居 Ql 郭 聘周以下 ロクロナデ ロクロナテ 胎土石 タト面陸耗
54住居  02 須志壷 1る周以下 ロクロナデ 肩カキメ、他ロクロナデ 外面摩耗
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第37図 土師器・須恵器 (4)



安

V 遺物

∈畏≦雪    く
一さ
一ヽ
一ミ

o                 l :3                 1 5cna

出土地点 層位 器艇 部位 姉
糊

外面
(口縁著L/4同都帳剖9

内面
(日縁吉M同甜 底部)

備   考
本文
言己致

55住居 NoO(1層 床直) 郭 底那 底のみ― ロクロナデ、回転糸切→ヘラナア 摩 耗 内面黒色処理 内タト酸化鉄付着
55住居 pl 1層下部) イ 底部 周 ロクロナデン

′
底 :回転糸切 撃 耗 内外陸耗ひどい

n5住居 p3 1層 ) 犯 日～胴部 14周以下 ロクロナデ ? 外スス付着 ? 内面摩耗
55住 D4( ～ 3層 )、 っつ、pH、 。9o 変 口～胴部 1/3周以下 ナデ→口縁ヨコナデ ハケメ→国4薫ヨコナデ ナデ? 1台上石 タトスス、二次焼成 内コゲ
55住 ,イ ( カ 3層 ) 19、 カマ ド内 変 2/R周以下 ヘラケズリ?、 ナデ?‐日霰ココナデ ハケメーロ緑ヨコナデ 外底木葉皮 内litJ旨なで

第38図 土師器・須恵器 (5)
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l 土師器・須恵器

9     ,  1:3 .    1,Cm

‰

出土地点 層位 器種 都位 難
糊

外面
(口縁静胴諦 底都)

内面
(口縁召切同部広都 )

備  考
文
載
本
記

48 RA155住 p4(1か 3層 )、 p20、 ,23 菱 下半 閉周以下 ヘラケズリ/底 :木莱痕 ケヽメ→ナテ 胎土石 外スス、二次焼成で赤い

RA155住 。4(1か3層 )、 ,20、 p21、 ,23、 p29 発 上半 1羽司以下 ナデ ?一日縁ヨコナデ ケヽメー日縁ヨヨナデ 胎土石 外二次焼成で赤ヤ

RA155住居 p4(1か 3層 ) 斐 上半 1/4周以下 指なで ?一日縁ヨヨナデ ケヽメーロ縁ヨコナデ 胎土石 外二次焼成で赤い

51 RA155住居 p12 不 底部 底のみ―Fpl ヘラナデ ?/底 :回転糸切 ロクロナデ 内面底コゲ? 外摩耗

RA155住語 ,20 郭 1/3周 ロクロナデ→一部ナデ ? ヘラミガキ 夕I・R回転糸切 タトスス付着 p69

RAl“件居  D2FJ 郎 底のみ一月 内底スス ?
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第39図 土師器・須恵器 (6)



鶴

V 遺物

15cm

崇

o           l:3

出土地点 層位 器種 都位 賄
勅

外面
(口縁訥胴割V氏部 )

内面
(口縁剖釧同翻 貫部 )

備  考 棋
識

RA155住居 西壁 雰 9rB周 以下 ロクロナデ/底 :回転糸切 ロクロナデ 内スス ? 内外やや摩耗

RA156住居 pr 必 回欠損多 ロクロナデ‐手持ちヘラケスリ ヘラナデ ?ミ ガキ? 内面黒色処理 墨普 回転糸切―ケズ 1

RA156住 p2、 p3、 Qユ 、Q4 発 上半 12周 ヘラナデーロ縁ヨコナデ ハケメーロ緑ヨコナデ 胎上千「 外摩耗

RA156住居 p4 須恵壷 肩 И周以下 ロクロナデ ロクロナデ タト自然メ山

RA156住居 柱穴 3 須恵郭 聘周以下 ロクロナデ ロクロナデ

RA 156住 居 01 不 底のみ一周 ロクロナデイ底 :回転ヘラケズリ ヘラミガキ ? 内面黒色処理 外光沢 (ミ ガキ ??)

RA156住居 Q4 台付界 底部 ―周 ロクロナデ ヘラミガキ ? 内面黒色処理 内面やや摩耗

RA157住居 NoO(3層 ) 誕 上半 1/4周以下 ヘラナデーロ縁ヨコナデ ヘラナデー日縁ヨヨナデ 胎土石 外表面滑らか 内コゲ ?

RA157住居 pl 14. 日縁一常F欠 1 ロクロナデイ底 :回転糸切 内面黒仕処理 A'峰耗

界40図 土師器・須恵器 (7)
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1 土師器・須恵器

出土地点 層位 器種 部位
存
況
残
状

外面
(口縁著F7B同紬底をp

内面
(日縁剤V胴言V底吉p 備  考 枚

識
RA157f4 Q3 (注記ミスで割合不明) 斐 一部欠損 ヘラケズリ→日縁ヨコナデ ? ロクロナデ 砂底 胎土石 二次焼成で摩耗 ?
RA157住居 D4 部 底のみ一月 ロクロナデ 氏 :回転ヘラキリ ロクロナデ ? 内外摩耗で調整不明瞭

RA157住居 p9 郭 一部欠損 ロクロナア/底 1回転ヘラケズリ 不明 内面黒色処理、タール状41着物

66 RA157住 p9、 床付近  (注記 ミスで著1合不明) 郊 底のみ一月 ロクロナデ′底 :回転糸切 ヘラナデ ?、 ミガキ? 内面黒色処理 外黒斑 p69

0 RA157住居 pB イ 一部欠根 ロクロナデ /底 :回転糸切 ヘラナデ ?、 ミガキ ? 内面黒色処理 外底、日黒斑
RA157住 ,15、 柱穴13 必 底のみ一局 ロクロナデ′

′
底 :回転ヘラケズリ ヘラナデ ? ガキ ? 内面黒色処理 外黒斑、表面滑らか

RA157住居 p90 杯 閉 周 ロクロナデ/底 回転ヘラケズリ ヘラナデ ? ガキ ? 内面黒色処理 内外摩耗 底薄い
RA157住居  D必 琢 ロクロナデ′′底 1回転糸切 ヘラナデ?、 ミガキ? 内面黒色処理

-78-

第41図 土師器・須恵器 (8)



V 遺物
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出土地 L● 層位 器種 部位
存
況
残
状

外面
(口縁きF7R同著V底部 )

内面
(日縁音閉同苦肋ミ部)

備  考
文
載
本
記

酌¶57住 p%、 カマ ド3 イ 一部欠損 ロクロナデー底ヘラケズリ ヘラミガキ ? 内面黒色処理 墨害―「剰
RA157住 p32、 p37 (l i96) 郭 29周以下 ロクロナデ 底 :回転糸切 ロクロナデ ? 胎Jiへんなもの含む 内面摩耗ひと
RA157住居 D36 不 氏のみ一周 ロクロナデ イ底 :ヘ ラケズ | ヘラミガキ ? 内面黒色処理 タトやや摩耗
RA157住居 p38 И TItのみ一月 ロクロナデ 底 :回転ヘラケズリ ヘラナデ?、 ミガキ? 内面黒色処理 墨書→ 1刈
RA157住居 pユ 1 不 一部欠損 ロクロナデイ底 :ヘ ラケズ 1 ヘラミガキ ? 内面単色処理 内夕1摩耗
RA157住居 カマ ト pb(カ マ ド内) 誕 底部 一同 底面までヘラケズリ ヘラナデ 胎土石 内底黒い 外スス ?
RA157住居 カマ ド pb(カ マ ド内) 莞 底都 底のみ一周 ヘラケズリ 底 ! 木莱戻 胎土石 赤い

RAる 7住居  カマ ド =d(カ マ ド内) 郭 1/3周 ロクロナディ底 :回転糸切 ロクロナデ ? 二次焼成 ?で赤い 内面摩耗ひどい

RA157住居 カマ ト 琵 制 ひび割れ ヘラケズリ→口縁ヨヨナデ ヘラナデ?一口縁ヨヨナデ 底 :木葉痕 胎上砂
80 RA 157住  カマド1っ R、 カマドlph(1よ tF 2:1) イ ロ～胴部 1川司以下 ロクロナデ ? 内面やや摩耗

RA157住 カマドlph、 Ql掘 り方疑土 係 略 周 ロクロナデ 底 :ヘラケズ 1 ヘラナデ ? 内面照色処理 墨書 外摩耗 内刊着物 ?
須恵壺? 回jrk・ 破片 ロクロナデ ロクロナデ ケ(白 殊釉

第42図 土師器・須恵器 (9)
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l 土師器・須恵器
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そそBヨヨ
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妾鶴X｀
ヤ 90

出土地点 層位 器種 部位
存
況
残
状

外面
(日縁識胴をV底部)

内面
(口縁苦剛同都帳部 )

備  考
文
載
本
記

RAl切住居 カマ ド3 須恵斐 胴 破片 平行タタキロ 平行タタキロ状当て具痕

RA157住居  カマ ド3 台付郭 底のみ一月 ロクロナデ (台剥落) ロクロナデ 外面摩耗 厚い印象
RA15ク住居 カマ ド5p d 羹 底部 213周 以下 底面までヘラナデ?、 ケズリ (指尺) ヘラナデ 胎土砂況入

RAl"住居 カマ ド5焼土上 台付郭 底のみ―周 ロクロナデ (台剥落 ) ロクロナデ 内面摩耗ひどい、焼けはじけ

RAl_A7住 居 床付近 ? 不 底部 底のみ一月 ロクロナデ/底 :ヘラケスリ ロクロナデ 外底 :回転糸切→ヘラケズリ 外摩耗
RAl夕住居 3層 不 FHのみ―局 ロクロナデ (滑)/底 !回転糸切 ロクロナデ (滑 らか) 二次焼成 ?で赤 く、剥落、外摩耗

RA15r住居 Ql 須恵 口縁部 1測司以下 ロクロナデ 莞 ? 内外自然釉付着
RA157住居 Ql 須恵 底部 1測司以下 ロクロナデ→ナデ?′底 :回転糸切 ロクロナデ (沈亥1深 く明瞭) 副整から判Lllするとと?、 傾き 厚さからはイ
RA157住居 01 郭 23周以下 gク ロナデ→底回転ヘラケズリ ヘラナデ ? 内面黒色処理 内タトやや摩耗
RA157住居 Ql 郭 2/3周 以下 ロクロナディ

′
底 :回転系切 ヘラナデ ?、 ミガキ ? 内面黒色処理 畢害 外摩耗
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第43図 土師器・須恵器 (10)
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y lyん /7r

出土地点 層位 器種 部位
存
況
残
状

外面
(日縁制 同苦ヽ「底部)

内面
(口縁翻 同著日,貞部)

備   考
本文
記憩

RA157住 居 Q3 ネ ロ縁部 1る周 ヘラミガキ? ヘラミガキ? 内タト面黒色処理 内外やや摩耗
フ住居 04 台句不 底部 ―周 ロクロナデ ヘラナデ ?、 ミガキ ? 内雨黒色処理 胎上金雲母目立つ
夕住居 04 冤 底のみ一l.・ 口縁～底までヘラケズリ 口 :ヨ コナデ 胎土砂 内日縁一周コゲ ? 内ハケメ
D‐住居 Q4 尭 %月以下 日縁ヨコナデ→ヘラケズリ (ll) ソヽケメイ‐すデ? ‐日緑ヨコナデ 胎土砂 外底回転ヘラケズリ
57住居 Ql掘 り方埋土 杯 底部 9_A周 以下 摩耗 ヘラナデ ? ガキ? 内面黒色処理 外摩耗
57住  QI掘 り方埋上、Ql、 ?(注記不明 台付lTh 一部欠損 ヘラミガキ? ヘラミガキ 内外やや陸耗

RA157住 居 Q3掘 り方埋土 杯 ‖同部 1/4周 ロクロナデ (摩耗 ) ロクロナテ 畢苦― 十日 |? 外面摩耗
RA157住居 04掘 り方埋土 須恵14N 口 1る周以 下 ロクロチデ ロクロナデ

RD拗硼二坑 S層 上面 j4・
[」縁帝h 破片 ロクロナデ

RDttI土 坑 3屑 郭 口～胴部 14周以下 ロクロ十デ 外商摩耗

RD郵土筑  カクラン 必  口緑 部 破片 ロクロナデ ? rti耗 内外摩耗ひどヤ

RD砕十坊 nl(1属 )、 夜土上層 (検出面 ) 所々欠損 ロクロナデー下半ヘラケズ | ロクロナデー ド半ヘラナデ 底部直 Lク タキロ状圧痕 タト陸耗

第44図 土師器・須恵器 (11)

-81-



1 土師器・須恵器
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出土地点 層位 器種 部位
有
況
残
状

外面
(口緑者M胴常翻貞部)

内面
(日縁青・B同吉W良 =p

備  考
本文
記載

Ю 砕 土坑 覆■上位 (検出面 ) IIs 日縁部 1/4月以下 ロクロナデ (確耗 ) 摩耗 内夕睦 耗

1∝ RD銘8土坑 2層 斐 胴部 破片 胎土石混入

ll17 RD349土坑 S層 IIN 下半部 3/4周 摩耗・底 :ヘ ラケズリ ヘラミガキ? 内面黒色処理 墨き '1面 摩耗
108 RD349:tう死 発 日縁部 腑周 口緑ヨヨナデ→ヘラナデ ヘラナデ→口縁ヨコナデ

RD350上坑 pl(2層 上面 ) 台付琢 底部 ―周 ロクロナデ (やや聴耗 ) ヘラナデ ?、 ミガキ? 内面黒色処理 外面やや摩耗
RD350土坑  1層 究 口縁部 破居 日縁ココナデ‐何か当たった痕跡 口縁ヨコナデ

Ю 350土坑 奨 胴部 腑周 ロクロナデーヘラケスリ 摩耗 内面摩耗ひどい

RD350土坑 郭 口縁部 1/8周 ロクロナデ (やや摩耗 ) ヘラミガキ 内面黒色処理

RD351土坑  2層 堺 口縁部 腑周 ロクロナデ (やや摩耗 ) 摩耗 内夕1摩耗 外スス ?付着
RD351土坑 4層 須恵重 胴 破片 ヘラケズリ ロクロナデ 外面自然釉 ?

Ю 352■坑 6層 須恵益 策 1/4周以下 ロクロナデ ロクロナデ

RD35雰 ヒ玩 郭 口縁部 175周 ロクロナデ‐下剖
`ヘ

ラケズリ? ヘラミガキ? 内面黒色処理

RD353土坑pl(4層 )、 RD353土坑  (省」合2:1 須恵不 174周以下 ロクロナデ 底 :回転糸切

RD353■ lA ,2(4層 )

"卜

llIN干 [ 1ぉ日以下 外底面に墨書 内タトやや陸耗
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第45図 土師器・須恵器 (12)
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出土地点 層位 器種 部位
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残
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外面
(lJ緑制 同講ゝ部 )

内i訂
(1コ縁訂釧同剖初え部)

備  考
文
載
不
記

H勇53土坑 3層 イ ロ～Ral部 1河目以下 ロクロナデ→ヘラミガキ ロクロナデーヘラミガキ 内夕(光沢

RD353土坑 6層 須恵郭 口縁 1浴周 ロクロナデ ロクロナデ

RDa53土坑 イ ロ縁部 ロクロナデ ヘラミガキ ? 内面黒色処l■ 豊書一 1太J
則)354土 坑 3層 IFN 日縁I Fj tだ周 ロクロナデ

RD356上坑 Q3ヽ 日 密 口縁H` 1/4周以下 ラヽケズリというよリナテ ヘラナデ ?(摩耗 ) 内タトに耗

RD356土坑 Q3下 層 イ ロ縁都 1/5周 ヘラミガキ ? 内面黒色処理 外面やや摩耗
RD356土坑 覆上下部 須忠郭 底 1/5周 ロクロナデ′底 :H転糸切 ロクロナデ 括上まくれ ll

Ю

“

ク土坑 3層 挺 上半 い周以下 ヘラケズリ今日緑ヨコナテP 十整耗) ケヽメー日縁 ヨコナデ 胎土砂 タト面やや墜耗
RD358土坑 Dl(2思〕 須恵壷 胴 1る周 ロクロナテ‐ヘラケズリ‐回転ヘラケスリ ロクロナデー =部カキメ タト蘭光i尺あり

RD358土坑pl(2層 )、 RD358土 坑  (倍」合 1:2) 発 底部 一用 ヘラナデ? 底 :木棄痕 夕悦面二次焼成 ?で赤い、景1落

RD359、 3Vj L坑 変 口緑部 1/5周以 ド ヘラケズリ ケヽメー日縁 ヨヨナデ ? 胎土砂混入

RD359、 360t筑 台付舅ミ 底部 底のみ一 台内商除きヘラミガキ (光沢) ヘラミガキ ?(やや歴耗 ) 台内面ロクロナデ、底菊練り状
131 RD361土坑 Nol(3属 ?) 完 上半 14周以下 日縁ヨコナデ‐ヘラナデ?(沿 ) ヘラナデ 厚 ヽ

■
lミ ロ縁部 18周 ロクロナデ ?(産耗) ヘラミガキ? 内耐F黒色処理

第46図 土師器・須恵器 (13)
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沢跡 整 上半 1/4周 以下 口織ヨコナデ→ヘラケズリというよリナ, ケヽメー日縁 ヨコナデ 胎上石

イ【 ロクロナデア虚 :回転ヘラケズリ ヘラナデ ? 歯而里缶tl理 ユ書 (一部)タト底 口黒斑

o                   l :3                  15cm
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出土地点 層位 種類 残存状況
最大計測値 (cm) 鍵

く８，
備考 様

識長 さ 厚 さ

RA153住居 No 50 鏃 略完形 手違いで重さ未計測のまま保存処理ヘ

RA153住居 No 51 鏃 ? 小片 手違いで重さ来計測のまま保存処理ヘ

山土地点 層位 種類 残存状況 醍
くｇ，

鞘
文
載
本
記

RA153住居 01段 上下位 破片 溶着津付着 熟変イヒ

沢中央 d暦 _し面 可
=錘

ロー部欠損 1台十秒,II入  表lmに指圧痕】夫の凹凸

第47図 土師器・須恵器 (14)、 鉄製品、土製品
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察Ⅵ

1 「盛南開発」地域における細谷地遺跡第15次調査区の特徴

「盛南開発」地域の 8地点の調査に係わつたが、遺跡および遺跡内の地点によっても、それぞれに

イ固性が認められるものだと漠然と考えてきた。同じような集落跡でも、畝間状遺構の検出はほぼ細谷

地遺跡に限られ、後述する土師器焼成坑も、今のところ細谷地遺跡と本宮熊堂B遺跡に限られている。

竪穴住居跡の属性でも、こうした傾向は認められ、細谷地遺跡では2m前後の極めて小さいものが比

較的顕考である。カマ ドは比較的差異が顕者にでるようで、作 り替えの回数、袖の構造、煙出の長

さ。壁のどの高さから始まるか 。内側に傾斜するか外側に傾斜するか、さらに向中野館遺跡第 8次調

査区では祭祀痕らしきものも認められた (p.7の文献71)。 前述の小規模の住居は、カマ ドを作 り替

える代わり、すなわちカマ ドを作るために竪穴が必要であったとも考えられる (“独立カマ ド")。 そ

の小規模な竪穴は、同じ細谷地遺跡でも第 4・ 5次調査区に特に顕著である。

「盛南開発」地域で発見された1,00o棟を越える竪穴住居跡のほとんどは、 9世紀後半～10世紀初

頭で、この時期爆発的に増えるのである。大量の “移民"を想定するのが自然であろう。あちこちか

らやって来て集落のそれぞれの場所に居を定め元の場所の伝統に従って住居等を建てるために、遣跡

差・地点差が顕著に認められるのではないかと推定される。この仮説を検証するために、第15次調査

区に隣接する第 4・ 5。 8次調査区から発見された竪穴住居跡およびその出土土器を集成してみた

(第 50～ 73図 )。 門外漠のためか今回顕著な傾向を抽出することはできなかったが、煙出が住居壁にお

いて床面より高い位置から始まる点は、今回の調査区の特徴と言えそうである。

2 土 師 器 焼 成 坑

細谷地遺跡では、第 4・ 5次調査で「焼成土坑」 (後述)が検出されて以来、土器焼成坑の可能性

が注目され、第 8次調査で土師器焼成時の失敗品が周囲の上坑から検出されて、この遺跡で土師器を

焼成していたとほぼ推定され、第 9。 10次調査で焼成上坑から同様の失敗品が出土するにおよび土器

焼成上坑の存在は決定的になった。今回の第15次調査では、竪穴住居跡内からロクロ・ピットが確認

され、さらにその実態が明らかになりつつある。そこで、ここでは、細谷地遺跡でこれまでに発見さ

れた関係遺構を集成し、その実態についてまとめ、さらに周囲遺跡の関係遺構も集成して、この地域

における土師器生産と消費についても若千考察を加えたい。

土師器焼成遺構としては、失敗品の出土など確証が得られた遺構に限れば資料は極めて少ないもの

となる。そこで、それよりも一般的な焼土が確認された土坑を対象としたい。底、壁、覆土に現地性

と思われる焼土が認められる土坑を便宜的に “焼土坑"と 呼ぶ。「焼成土坑」でも良いのだが、ここ

ではそこまで明瞭にせず、あくまで考古学的に焼土が確認された土坑という範疇にとどめたい。“焼

土土坑"と いうとしつこく感じるので “焼土坑"と略した。

収集の範囲は、第Ⅲ章周辺の追跡で扱った範囲 (第 5図)で報告書が刊行されている遺跡を対象と

したが、見落としも多く存在すると思われる。御教示いただければ幸いである。文献は、第Ⅱ章に記

した文献番号で示した。第 2表に示した法量は報告書の記載に拠ったが、形は、統一性を図るため筆

者が図を見て判断した。時期も、報告書で慎重に記載している場合でも、出土土器がある場合は筆者

が判断してやや積極的に記している。なお、近隣の地区も若千瞥見した結果、矢巾町下赤林 I遺跡
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第52図 細谷地遺跡第 4・ 5次竪穴住居跡集成 (3)(s=1/100)
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第54図 細谷地遺跡第 4・ 5次竪穴住居跡集成 (5)(s=1/100)
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第62図 細谷地遺跡第 4・ 5次住居跡出土土器集成 (6)(s=1/6)
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第65図 細谷地遺跡第 4・ 5次住居跡出土土器集成 (9)(s-1/6)
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第66図 細谷地遺跡第 4・ 5次住居跡出土土器集成 (10)(s=1/6)
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第68図 細谷地遺跡第 4・ 5次住居跡出土土器集成 (12)(s=1/6)
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第71図 細谷地遺跡第 8次住居跡出土土器集成 (2)(s=1/6)
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第72図 細谷地遺跡第 8次住居跡出土土器集成 (3)(s-1/6)
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第73図 細谷地遺跡第 8次住居跡出土土器集成 (4)(s=1/6)



(文献43)に焼土坑の可能性のある遺構を見つけた (A A03ピ ット)。 細谷地遺跡から約 5 km南に存在

し、105× 90cmの 円形で深さ20cm、 焼土はブロック状だが、灰や木炭片も一緒に出上している。

以下、遺跡、調査区別に見ていく。収集した焼土坑のうち、比較的土器焼成土坑の可能性が高いも

のについては、第 2表に記した。

・細谷地遺跡第 15次調査区 (第 2表)今回の調査区である。以下の第 4・ 5・ 8次調査区とは隣接

し、第 9,10次調査区は離れている (第 3図 )。 R A153住居跡からロクロ・ピットが検出され、土師

器焼成遺跡としての材料が増えた。ただし、R A 153住 居跡は担当者が異なっていたこと、さらに焼

土坑が主として埋没沢に確認され、筆者は漠然と「土器を焼 くときには空焚きをするものであ り、湿

気の強い場所で土器を焼 くなんてことはあり得ない」 と信 じていたため、野外調査の時点では、“土

器焼成"に 関する認識はなかった。

検出された焼土坑は、覆土中の焼土が主体で被熱状態があまり良くなく現地性かどうか確信を持て

ないものが多いが、形や灰、炭化物の出土はそれらしい。特に出土した炭化物は小片が多く、その樹

種は、サワグルミ、クリ、アオダモ、ヤマウルシなど、手近にあったと思われる雑木で、久保田氏の

実験を紡彿させ (久保田 1989:p.58)、 また北野博司氏の「古代の上師器の焼成技術」のまとめに

も符合する (北野 1997:p.245)。

注目されるのは、焼土坑の分布である。ロクロ・ピットが検出されたR A 153住居跡の周 りに折 り

重なるように分布するのである (第 74図 )。 これがどの程度一般化できるのかわからないが、埋没沢

というあまり好ましくない自然条件よりも、そのアクセスの良さが優先されているのであろう。

・細谷地遺跡第 4・ 5次調査区 (第 2表 )

第15次調査区北半の西側に隣接し、東西に長い調査区で、遺跡の北西隅にほぼ相当する (第 3図 )。

相当遺構は、「焼成の痕跡が見られる土坑Jと してまとめられ (「焼成上坑」と略称 )、 報告者は、

「焼成面が土坑内部全面に形成されず偏在すること、焼成の程度が比較的強いと見られること、居住

域の内部に取 り込まれている点から見て、現時点では土器焼成上坑の可能性が高いものと考えて」は

いるが (報告書 :p.271)が、積極的な裏づけがないことから、強く主張しているわけではない。

焼成上坑は、次のように二つに分類されているが、報告者は基本的には同じものと捉えているよう

だ (p.271)。 「底面から側壁にかけて焼成面が形成されているもの」 (報告書 :p.191)を 「一次焼成上

坑」、「ある程度埋没ないし埋め戻された後にレンズ状の焼土層が形成されているもの」 (同 )を 「二

次焼成上坑」。第 2表のR D01～ 42土坑までの 6基が一次焼成土坑、 R D05～ 109土坑までの 7基が二

次焼成上坑に相当する。二次焼成上坑は、今回の第15次調査でも主体を占めるが、第 4・ 5次の場合

は、さらに覆土の上部に認められるという印象を受ける。また、今回の調査では全体的に長軸 :単軸

の比が大きいのに対 し、第 4・ 5次では小さく長方形というより方形に近いものが目立つ。

今回と特に対照的なのが分布である (第74図 )。 今回の調査ではかなり偏っていたのに対 し、第

4・ 5次では、R D 109土坑を除き、段丘崖に近い住居跡検出区域に、基本的に点在しながら連綿と

続 くといった印象である。 R D25と 32、 R D16と 20の ように、幾つかがまとまりを持っているという

ように見える部分もあるが。ところで、 R D 109は 、これらから120mほ ど離れた調査区西端の旧河道

から検出されている。検出された地点自体は、旧河道に挟まれた微高地であり (報告書 :付図 2)、

直接水につかるような場所ではないようだが、竪穴住居を建てるのには二の足を踏むような場所であ

るらしく、周囲に住居は検出されていない。R D 109土坑は、“別物"と 考えた方が良いかも知れない。

・細谷地遺跡第 8次調査区 (第 2表 )

第15次調査区南半の西側に隣接し、第 4次調査区にほぼ併行する (第 3図 )。 3基の焼土坑が確認
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第2表  「盛南開発」地域における土師器焼成遺構の可能性のある焼土抗

No
遺  餌 遺  帯

平面形
規  模 派さ

壁～底の形 被熱状態
備 考

(重複 出土遺物・その他 ) 時  期
点

数

文

献遺跡名 立 地 遺構名 立 地

I fB谷地15次 段丘 RD343 埋没沢脇 長楕円 ? 135X? 15 なだらかヽ 平 底→片端 カクラン 土師器杯目縁部片カクランから 9c末± 7

2 IB谷地 5次 段丘 RD344 埋没沢 台形 135X125 なだらか～平 集中区 上面から須恵器破片、完形に近ヤ司大態に復元 9c末士

3 細谷地 5次 段丘 埋没沢 楕円形 140X H0 12 なだらかヽ 平 覆土焼土アロック→偏〕集中区 重複→最新 遺物なし 9c末士 9

4 細谷地 5次 段丘 埋没沢 隅丸長方形 128X105 14 なだらか 平ヽ 集中区.重複→古 ,遺物なし 9c末士

細谷地 5次 段丘 埋没沢 長方形 136X100 8 なだらか～平 底直上に淡い焼土? 集中区.重複→古 ,遺物なし 9c末± 9

細谷地 5次 段丘 埋没沢 不整長方形 153Xl10 12 なだらか 平ヽ 底→焼土? 集中区.土師器奏胴部破片出土 9c末士 9

細谷地 5次 段丘 RD349 埋没沢 方形基調 165× ? なだらかヽ 平 覆土焼土→偏り 集中区 重複→古 土師器甕、llN片 覆土下部→灰、炭化物 9c末±

綱谷地 5次 段丘 埋没沢 不整長方形 210× 175 なだらか 平ヽ 覆土焼土→偏り 集中区 重複→新 ill器片比較泊,多い 覆上下部→灰など 9c末±

細谷地 5次 段丘 RD351 埋1支沢 不整長方形 236X145 35 なだらかヽ 平 覆土焼土→偏り 集中区 重複→新 土器小片多 覆土下部→灰、ヤマウルシ炭 9c末± 10 本

I( 細谷地 5次 段丘 RD352 埋没沢 長方形 180× 160 なだらか～平 集中区 重複→古 土師器イ、須恵器壷片出土 9c末±

ll 細谷地 5次 段丘 RD353 埋没沢 方形基調 148X138 テラス? 覆土?→偏り集中区 土師器、須恵器イ 段浅いのは焼上の反対傾1 灰 9c末± 11 書

1 細谷地 5次 段丘 RD354 埋没沢 長方形 160X130 25 なだらか～平 ?、 覆土→偏り集中区 須恵器イ片出土 9c末± 9

I 細谷地 5次 段丘 埋没沢脇 方形基訓 204X? なだらか～平 主→片端 RA153住居と重複→古 遺物なし 9c末士 9

14 組谷地 5次 段丘 RD357 埋没沢協 方形基調 120X H0 スロープ 傾斜低い方床直に炭化材(ク リ)土師器甕片、磨石出土 9c末±

15 細谷地 5次 段丘 RD358 埋没沢脇 方形基調 140X120 スロープ 須恵器壺lΠ訃、土師器養底部出土 9c末±

16 細谷地 5次 段丘 RD359 埋没沢脇 長方形? 劉3× ? 25 なだらかヽ 平 と～底→片端 覆土中央にも焼と、反対側にも焼■ 7オ ダモ炭化材.1器片タ 9c末± 9

l‐ 綱谷地 5次 段丘 埋没沢脇 方形基調 128X108 スロープ? 底→偏り 重複→新 掘り方? サワゲルミ炭化材、itF器奏、嗜石 9c末±

細谷地 5次 段丘 RD362 里1支沢脇 方形基調? 100X? なだらかヽ平 覆土焼土? 重複→古? 土師器郭小片出土 9c末± 7

4次 段丘 RD01 方形 152X l隼 И なだらか 平ヽ 底～壁→偏り 住居と重複→古,土師器杯、姿 炭化物 9c末± 1

次 段丘 方形 142X130 テラス ミ→偏り 上師器イ出土 9c末土 4 γ

21 次 段丘 RD16 方形? I12× ? なだらかヽ 平? 警ヽ 底→偏り 住居と重複→古 土師器郭 炭化物 9c末± 1 銭

4次 段丘 RD26 方形 150X H2 底平ら 壁→三方向 底面上炭化物集中 平安 3 猛

4次 段丘 RD41 台形 150× 150 スロープ 壁ヽ 底→偏り 覆土中央にも焼土 土師器、須恵器出土 9c末士 2

4次 段丘 RD42 長方形 172X130 35 スロープ? 壁～底→偏り 重複→古 土師器出土 9c末± 2 塞

4次 段丘 RD05 円形基調 102X98 22 なだらか～底 覆土→偏り 土師器、須恵器出土 9c末± 0 銭

4次 段丘 方形 142× H8 テラス? 覆土 覆上中層に草木灰 平安 3 グ

27 4次 段丘 RD鮒 楕円形 100× 77 27 一様でない 底面直上プロック状 平安 3 銭

″ 4次 段丘 円形 1附 X120 35 逆台形 覆土上位 主居と重複→新 平安 2 蟹

4次 段丘 RD46 方形 ■OX 100 スロープ 覆土上位 平安 2 笙

5次 段丘 長方形 132X86 22 L4凸著しヽ 覆土上位 平安 1 多

31 5次 段丘 RD109 旧河道 方形 145X■ 0 なだらか 平ヽ 覆土中～上位 平安 1 笙

8次 段丘 RD 方形 134X134 なだらかヽ 平 底面→偏り 土師器破片出土 9c末± 7 よ

8次 段丘 方形 170X136 16 なだらかヽ 平 底面?→偏り 死土刊近焼けた礫出土 9c末士 7

8次 段丘 RD 不整方形 192× 120 21 なだらか～平 底面→lFIり 覆土上位に焼けた礫出土 土師器出土 9c末± 7 よ

9 1o次 段丘 埋1費沢 長楕円形 IB7X91 31 スロープ 壁～底→偏り ミ面直上聞層挟んで灰層 土師器、須恵器 9c末士 3 6

9 10玖 段丘 埋1完沢脇 円形基調 123X99 解 壁、底カーボン層上 主居と重複→新(凹み時)庄面にカーボン層 上師、須忘、炭化材 平安 0 6

9 10次 段丘 方形 150X132 別 スロープ 底面直上→偏り 重複→古 焼土→単色土層 主師器焼土上、ケヤキ炭化材 平安 8

9,10次 段丘 方形基調 133X120 なだらかヽ 平 覆土ブロック状 主后と重複→新 塩面地山ブロック含む暗褐色土 上師、須恵器 平安 7 6

″ 9.10次 段丘 長方形 ‖2× 81 25 なだらかヽ 平 覆土上 中ヽ位 尭土→蔑土中位虎tl」・層上 掘り方 上師器失敗ll片、須恵器 平安 9 6′

ク9 1o次 段丘 楕円形 139× 91 27 なだらか～平 覆土壁際→偏り 主居より新 覆土中位炭枡層 掘り方 土師器失敗剥片、須恵器 平安 9 6

ク9 1o次 段丘 糖円形 89X78 なだらか 平ヽ 壁際→偏り 主居と重複→新 底直灰目 土師器、須恵器、掟化材 平安 10

ク 9 1o次 段丘 埋没沢 長楕円? 163XHl なだらかヽ 平 壁～底?→偏り 主居と重複→新 二等辺三角形! 掘り方 土,「、須恵器 9c末± 7 6

ク9 10次 段丘 埋没沢? 方形基調 84× 67 14 なだらか 平ヽ 覆土上～中位 炭化材出土 平安 I 6

熊堂B20次 段丘 RIl 不整方形 215× 215 なだらか 平ヽ 底→偏り 重複→新 土師器発破片出土 平安 | ]

熊堂B20次 段丘 埋没沢脇 不整方形 175× 140 なだらか～平 覆土中位→偏り 土師器小片出土 古代 9 ]

熊堂B20次 段丘 RD138 埋没沢協 円形 60× 60 覆土上位→偏り (D139と重複→新 古代 8

4‐ 熊堂B20次 段丘 RD139 埋没沢脇 不整長楕円 180× 130 凹凸 覆土上位→偏り (D138と重複→古 古代 9

熊堂B20次 段丘 RD140 埋没沢脇 不整方形 115× ‖5 8 なだらかヽ 平 覆土?→偏り 古代 7 ]

熊堂B20次 段丘 RD141 埋1究沢脇 不整長形 120× 60 スロープ? 覆土中位→偏り 重複→古 本土坑自体重複? 土師器郭出土 9c末と 4 〕

熊堂B20次 段丘 RD143 埋没沢脇 長楕円形 110X70? なだらかヽ 平 覆土中位→偏り 重複→新 土師器イ出土 中位→炭 9c末± 3 〕

熊堂B20次 段丘 RD145 埋没沢脇 長形 ? ?× 50 なだらか 平ヽ 床?ブロック→偏り土坑自体重複? 古代 3

熊堂B20次 段丘 RD147 方形 175X140 18 なだらかヽ 平 覆土下位→偏り 土師器菱底部出土 古代 7

熊堂B20次 段丘 RD148 不整長形 185× 130 スロープ? 底→偏り? 土坑自体重複?か掘り方? 古代 8 ]

25次 段丘 RD203 不整方形 156X l18 なだらか 平ヽ 底→偏り 被熱礫底面から出土 不明 1 61

Ⅵ 考察
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Ⅵ 考察
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Ⅸ４
中攪
耳
＝

―

卜

一
！
一

十

１
一

―H5-



され、土師器焼成時の失敗品である剥片土器が出上した土坑が1基ある。報告書に難があり、残念な

がらこれらの土坑の位置関係を読み取ることはできない。すなわち、報告書の遺構配置図に土坑名が

記されておらず、また個々の記載にも不明瞭な点が多く推定することもできない。例えば、R D138

土坑では、図にも文章記載にも2J3eの グリッド名が見られるが、もしこれが正しければ調査範囲から

大きくタトれていることになる (正誤表にもなし)。 個々の遺構の図と配置図の図が顕著に異なるため、

形から推測することもできない。第67図の トーンを被せた土坑がそれに相当するのかも知れないが、

説明はない。これが正しいとすれば、土坑の間は10～ 36m離れている (第 74図 )。 近接 した二つの焼

土坑は、剥片土器が出土した土坑とも9～ 12mと ほぼ等間隔で並ぶようである。なお、第 2表に示し

たR D137、 138土坑の法量も、図と文章では大きく異なっている。ここでは図の方に従った。

剥片土器が出上したのは、R D 140土坑で、153× 133cmの九みを帯びた方形で深さ25cm、 覆土は単

層で剥片土器はほぼ満遍なく出土したようだが、特に北半分の下位～底面に多く出土したそうである。

剥片は192点。遺物から9世紀後半～10世紀前半と推定されている。

・細谷地遺跡第 9・ 10次調査区 (第 2表 )

遺跡の北東端の一部に相当する (第 3図 )。 今回の調査区からは、170m以上離れる。 9。 10次は、

調査委託者の違いで、調査区は入り組んでいるので、ここでは一括する。

第 8次調査と同様の、土師器焼成失敗品と考えられる剥片状の上器片が、焼成土坑から出土してお

り (R D157・ 158土坑 )、 土師器焼成遺構としての性格を裏付ける。第 4・ 5次報告書に倣い、「一次

焼成土坑」、「二次焼成上坑Jに分けており、第 2表の R D 153・ 154土坑の 2基が一次焼成土坑、RD

155～ 161土坑までの 7基が二次焼成上坑に相当する。しかし、R D 159土坑の場合は、竪穴住居と重

複して掘 り込まれ、焼上が形成された面がたまたま住居覆土中であつただけであり、
二次焼成土坑と

考えた方が良いのではないか。さらに、R D157・ 158・ 160土坑 も、掘 り方を持っていることを考え

れば、“黒土"中 に焼土が形成されていても、一次焼成上坑と考えた方が良いかも知れない。RD

153・ 160土坑を除き、円形あるいは方形基調で “長いもの"は少ない。掘 り方を持つものが注目され

る。

R D157～ 159土坑のように近接するものがあり、幾つかのまとまりを見せながらも、基本的には調

査区の北から南まで散在している (第 75図 )。 その周囲には竪穴住居が存在し、今回の15次調査区の

R A153住居跡と “集中区"の ような関係が認められるのではないかと思われるが、残念ながら “ロ

クロピット"の ような有機的関連が窺われるものはないようである。ただし、近接するR D 157～ 159

の形状が比較的似ていることから、その “まとまり"の背後に類似する原因を読み取ることは許され

るのではないかと考える (例えば同じ “経営主体")。

・向中野館遺跡

細谷地遺跡の北東側に隣接する (第 5図 )。 第 3次調査区から焼土坑が 1基検出されているが (文

献 15)、 最も近い細谷地遺跡の焼土坑 R D155(第 10次調査区)か らは当時の湿地を挟んで約180m離

れている。 R D06土坑が相当するが、図面 (報告書 :第 13図 )は プランが二つあるのに説明がなく、

掘 りすぎなのかどうかはっきりしない。観察表 (p.27)に は、232× 189cmの不整形、深さ22cmと ある。

図では壁に焼上の トーンが貼ってあるが、観察表に説明はない。 8世紀代の上師器甕と9世紀後半～

10世紀初頭の土師器奏が出上したようで、おそらく覆土下部から出土した後者の時期と推測されるが、

報告書では不明とされている (p.54)。

・飯岡才川遺跡

細谷地遺跡の北西側に隣接 (第 5図 )。 第 3次調査区から焼土坑が 2基検出されているが (文献21)、
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Ⅵ 考察

最も近い細谷地遺跡の焼土坑 R D86(第 5次調査区)ま では旧河道を挟んで70m以上離れている。

焼土坑は R D05と 06土坑で、両者は重複 し06の 方が新 しい。 R D05は 、 H8× 100cmの 不整楕円～円

形で深 さ22cm、 底部付近 に焼上が認められるがブロック状のようで、出土遺物はない。 R D06は 、

170× 147cmの 不整楕円形で深さ28cm、 底部付近に焼上が認められ長軸方向でない南側に偏るが、ブロ

ック状のようで、出土遺物はない。本調査区から出上 した土器は 9世紀後半前後が主体をなす。

・台太郎遺跡

向中野館遺跡の北狽1に 隣接するが間には当時広い湿地があったと推定され、離れている (第5図 )。

焼土坑は、第18次調査区 (文献18)か ら3基、第22次調査区 (文献17)か ら 1基、第44次調査区 (文

献31)か ら 1基、第51次調査区 (文献40)か ら2基検出されている。

第18次調査区のそれは、 R D094・ 221・ 241土坑である。221と 241の 間は比較的近く約40m離れて

いる。241と 94の 間、221と 94は 、約120mである。 R D094は 、136× 11lcmの不整方形で深さ10cm、 焼

土は、文章に記載がないが、平面図では南側に偏っている (底面か)。 土師器甕口縁部片が出土 し

(図なし)、 平安時代と推定されている。 R D221は 、281× 144cmの不整楕円形で深さ18cm、 二つの上

坑が連結するような形になっており、“連結部"が一段高い。焼土は、片側の “土坑"の ほぼ中央に

形成されている。焼土について記載がなく底面かどうか不明である。須恵器甕破片が出上しているが、

重複する住居に帰属する可能性があるようで、時期は平安時代以降と推定されている。 R D241は 、

121× 115cmの 円形で深さ19cm、 焼土は底面に形成され、中心よりやや偏る。時期は不明。

第22次調査区の焼土坑は、R D 827土坑である。234× 198cmの 方形基調の不整形で深さ36cm、 南西

側の壁下部から底面にかけて焼土が検出されているが、現地性でないと推測されている (報告書 :

p.17)。 比較的多 くの土師器甕、郭が出土し、奈良時代と推定されている。最も近いのは第51次調査

区のR D l138土坑である (後述 )。

第44次調査区の焼土坑は、R D 1076土坑である。第22次区の R D 827と は、本遺跡の中では近いと

言えるが、それでも約90m離れている。200× 156cmの 円形で深さ50cm、 覆土中位に焼土が形成され、

土坑のほぼ中央に位置する。これ以外にも焼上の混じる層が黒土を挟んで覆土中に複数認められてい

る。底面はスロープ状を呈するが、覆土中位の焼土は傾斜の途上にあり、あまり整合的でない。出土

遺物はないが、周囲の遺構から奈良時代と推定されている。

第51次調査区の焼土坑は、R D H38、 1158土坑である。異なる調査区から出土しており、両者は

400m近 く離れている。 R Dl138は 、第22次調査区のR D827土坑に最も近 く、約40m、 R D l158は 、

第18次調査区のR D221土坑に最も近く160m以上離れている。

R Dl138は、150× 120cmの不整円形で深さ 8 cm、 底面西に偏って焼土が認められるが、焼成は弱い。

出土遺物はない。 R D H58は、180× 130cmの不整長方形で深さ38cm、 覆土下位東側に偏って焼土ブロ

ックを大量に含む層を確認。覆土上位から土師器甕が出上 し、奈良時代と推定されている。

・本宮熊堂 B遺跡第20次調査区 (E区西)(第 2表 )

遺跡の西端の一部に相当する。焼土坑が10基検出されている (第 2表 )。 分布を見ると、R D134、

R D135。 138～ 140、 R D141・ 143・ 145、 R D 147'148の 四箇所のまとまりが認められ、土師器焼成

坑の可能性を窺わせる (第 75図 )。 周囲にそれらしい竪穴住居 も見られるが、ロクロ・ピットは検出

されていない。 R D 135。 138～ 140の一群から5m程度しか離れていないR D146土坑から、内面黒色

処理した土師器郭の「細かく、薄く剥がれたように砕けている。接すると『カチャ、カチャ。』とき

わめて金属的な音がする」破片が出土している (報告書 :p.283)。 焼成失敗品の可能性が高い。RD

132土坑からは、よりそれらしい剥がれたような土師器甕胴部の失敗剥片が出土しているが、焼土坑
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の一群から80m以上離れる。報告者も土師器焼成坑の可能性を考えてはいるが、あまり強く主張して

はいない (報告書 :p.341)。

。本宮熊堂 B遺跡第25次調査区 (第 2表 )

遺跡の北端の中央付近に相当する。時期不明の焼土坑が 1基検出されている (第 2表 )。 1基のみ

だが、第20次の群在地点から30m程度しか離れていないので含めることにした。
。本宮熊堂 B遺跡その他の調査区

第 1次調査区 (文献 2)の 7P7Q区 に 2基、第10次調査区 (文献20)に 1基焼土坑が検出されて
いる。これら3基は、40m以内の比較的近接 した範囲に分布する。

1次調査区の焼土坑は、R D07、 R D31土坑で、両者の間は15m程度離れている。 R D07は 、

176× 128cm程度の不整楕円形で深さ40cm、 中央部に溝状の彫 り込みがつ くのは別遺構か。底面の半分

から壁にかけて焼土が偏って検出され、その反対側の底はスロープ状になっている。主として焼土の

ない側から土師器甕片が出土している。出土土器は奈良時代である。 R D31は 、183× 104cmの不整長

方形で深さ16cmで 、底西半分に焼上が見られる。出土遺物はなく、時期不明。

10次調査区の焼土坑は、R D 068土坑で、230× 150cm程度の不整長方形で深さ30cm程度、底南東半

に焼土が認められる。竪穴住居状遺構の貼床下に検出され、また他の土坑とも重複 しており、形に不

確かな部分があるようだ。奈良時代の上師器奏が出土している。

・野古A遺跡

本宮熊堂 B遺跡の南側に隣接する遺跡だが (第 5図 )、 検出された焼土坑は、本宮熊堂 B遺跡の第20

次の群在地点からは、400mも 離れている。第 1次調査区の焼土坑からは200m程度である。第12次調

査区で 3基 (文献29)、 第15次調査区でも3基、焼土坑が検出されている (文献30)。 二つの調査区は

隣接するが、焼土坑は、35m以上離れている。

第12次区のそれは、R D037・ 040・ 041土坑で、 R D 037は 134× 131cmの 円形で深さ25cm、 底面から

覆土にかけての焼土は、北半分に偏る。出土遺物はない。 R D040は 、円形が 3つ連続したような不

整楕円形で313× 127cmで深さ51cm、 覆土中位に焼上が認められるが、土坑の中央に位置する。底はス

ロープ状を呈す。奈良時代の上師器長胴甕が出土している。 R D041は 、126× 124cmの 円形で深さ37

cm、 中層に認められる焼土はブロックの集合のようだが (報告書 :p.Hl)、 底から検出面まで弧状に

層位的に広がっている。底は凹凸が著しい。出上した土師器甕は 8世紀代か。 3基は、それぞれ 8～

16mほ ど離れて点在 している。

第15次区の焼土坑は、R D070・ 072・ 073土坑である。R D070は、240× 110cmの長方形で深さ20cm、

長軸片端の覆上下部に焼土。出土遺物なし。 R D072は 、175× 150cmの 不整円形で深さ30cm、 北端覆

土下部に焼土が見られ、写真では、その反対側はスロープ状を呈 しているように見える (報告書 :

p.188)。 土師器小片が出土 したが、時期は不明とされる。 R D073は 、90× 80cmの不整円形で深さ12

cm、 覆土に認められる焼土はやや西側に偏っている。出土遺物はない。 R D072と 073は 、約 1.3mと

近接 し、R D070は、これらから30m以上離れている。

・新堰端遺跡

野古A遺跡の西約 l km、 志波城の南東隅に位置する遺跡で (第 5図 )、 焼土坑が 1基検出されている

(文献52)。 R E02竪穴で、200× 165cmの隅丸方形で深さ20cm、 底面中央よりやや東寄 りに焼土を確認。

掘 り方を持つ。出土遺物はないが、平安時代と推定されている。

・下羽場遺跡

第 5図のすぐ南に位置 し、細谷地遺跡の南西約2.5 kmに位置する遺跡である (岩手県教育委員会
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Ⅵ 考察

1979)。 第 5図の図幅からはみ出すが、隣接地区として捉えられるので、ここで扱う。ただし、地形

的には、本遺跡は北上山地西側にとりついた扇状地に立地し、上記の遺跡とは大きく異なる。焼土坑

が 2基検出され、両者の間は16m離れる。方形焼土遺構として報告されており、第 1号方形焼土遺構

は、150× 120cmの不整方形で深さ30cm前後で、焼土は壁から底全体に認められたようである。底は傾

斜する (ス ロープ状 )。 土師器甕と郭が出土 し、 9世紀後半～10世紀初頭と推測されている。第 2号

方形焼土遺構は、130× ?cm(カ クランのためはっきりしない)の方形で深さ20cm、 北壁を中心に三

辺およびその下の床面に焼土は形成されている。土師器片が出土しているが、重複する遺構に帰属す

る可能性もあって、時期は不明である。東北自動車道建設に伴う調査で、1976年 と、かなり早い段階

の調査だが、報告者は江刺市瀬谷子遺跡などと比較して土器焼成遺構の可能性をにおわせている。

細谷地遺跡と周辺の遺跡の焼土坑についてまとめておく。土師器焼成坑の確証があつたのは、細谷

地遺跡と本宮熊堂B遺跡第20次調査区のみであった (第 2表 )。 細谷地遺跡では、焼成失敗品の剥片

土器とロクロ・ピット、本宮熊堂B遺跡では焼成失敗品の剥片土器が発見された。焼土坑のみで土器

焼成遺構と認定する難しさを痛感するが、焼土坑自体においても、細谷地および本宮熊堂B遺跡第20

次調査区とそれ以外の遺跡 。調査区に違いが認められる。それは分布である。前者には幾つかの集中

地点が認められるのに対 し (第 74、 75図 )、 後者は散在する。土師器焼成坑が群集することは、よく

知られている (上村 1993:p.2、 木立 1997:p.23)。 しかし、細谷地および本宮熊堂 B遺跡第20次

調査区の焼土坑の全てが群集するわけでもない。

土師器焼成坑の研究は、窯跡研究会の活動で飛躍的に高まった (窯跡研究会 1997『古代の上師器生

産と焼成遺構』真陽社 )。 この時点で不明だつた岩手県北上市以北では、その後青森県五所川原市隠

ナH(4)遺 跡などで土師器焼成坑が発見され (青森県教育委員会 1998)、 特に青森市野木遺跡では

数多くの土師器生産遺構が検出され考察が深められている (木村 2001ほ か)。

ところで、F古代の土師器生産と焼成遺構』でも、土師器焼成坑をどのように認定するかという問

題にかなり苦慮している様子が窺える (木立 1997ほか)。 上述のように、焼成失敗品などの確証が

得られず、そして群集せず “点"と して発見された焼土坑を上師器焼成坑に認定するのは至難の業で

ある。菅原祥夫氏は、福島県福島市勝口前畑遺跡で 1基だけ検出された焼土坑を上師器焼成坑と認定

し、集落内生産型の代表として掲げるが (菅原 1997:第 9図 )、 報告者自身は、「土器焼成遺構であ

る可能性が考えられるものの、断定することはできなかった」 と慎重である (福島市教育委員会

1995 i p.140)。 そもそも、土師器焼成遺構にその証拠となるものが残っている方が稀なはずである。

焼成に使う道具が置き忘れられることは想定されるが、元々そのような道具はほとんど不要のようだ

し、焼成失敗品は別の場所 (土坑など)に廃棄する方が自然である。当然のことながら成功品は別の

場所に逼び出されてしまう。したがつて、証拠はほとんど “焼土"し か残らない。“焼土坑"で “何

を"焼成していたか掴むのは容易なことではない。このような認定に難のある土坑を、それが土師器

焼成坑であるか否かの二者択―で扱うことに問題がありはしないか。確からしさの異なる遺構を等価

に扱うことに無理があるのではないか。各遺構それぞれが持つ様々な属性を総合的に判断して、どの

程度土師器焼成坑の可能性があるのか確率的に示す必要があるのではないだろうか。

実はこの問題は考古学で扱う遺構のほとんど (特 に土坑)に当てはまり、筆者は、縄文時代の墓で

この問題に取 り組んだことがある (金子 2005)。 古代については門外漢だが、ここで土師器焼成坑

の定義について、一つの試案を提出してみたい。

1)平面形は、円形ではない (1点 )。

2)底面にスロープかテラスが認められる (1点 )。
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3)深 さが40cm以上ある (-1点 )。
4)土師器焼成に使う道具、焼成失敗品が伴う (12点。不明瞭なら0点だが、その場合は 7に該当)。
5)土坑内に灰が認められる (1点 )。

6)遺跡内に群集する (2点 )。
7)周囲 (概ね20m以内)に土師器焼成に使う遺構・遺物 (ロ クロ、ロクロ・ピット、粘土採掘坑、

白色粘上、焼成失敗品など)が発見されている (6点 )。

個々の焼土坑について、上の属性それぞれを検討し、その総合点で判断する。12点以上を上師器焼

成坑と断定、 6～ H点 を可能性が高い (その焼土坑が土師器焼成坑でなくとも、付近には存在すると

推定できる)、 3～ 5点を可能性があるとする。 1については、土師器焼成坑に円形のものも多数存

在するが、一般に土坑は円形のものが多く、逆に円形以外の土師器焼成坑の平面形はこの上坑に特有

の形が多いので、あえて掲げた。 4の焼成失敗品がその土坑に帰属するかどうかの判断は難しいし、

7の “周囲"を どの程度の距離とするかにも問題がある。識者がより良い定義を提出することを望む

次第である。「盛南開発」地域での検討結果は、第 2表の右端から二番目の列である。概ね、それら

しいものは高得点に、疑いを持つもの (No.31、 43)は低い得点になっているようだ。

最後に、この地域で確認された土師器焼成坑の可能性が高い焼土坑についてまとめておく。平面形

は円形のものが非常に少ない。円形のもので高得点を得ているのはNo.46の本宮熊堂B遺跡のR D138

土坑だけである。付近に失敗剥片が出土し群集しているために高得点になったものだが、規模が小さ

い点に疑問を残す。焼土が覆土の黒土中に検出されているものが多いようだ。黒土だと焼土と認定で

きない場合が多く、見落とされている可能性が高い。焼成実験の結果からは底面が赤土である必然性

は読み取れず (久保田 1989)、 焼成を繰り返しているうちに残留物や周囲の黒上が流入してしまう

ため黒土に焼上が形成されるのではないだろうか。そのうち、深さが足りなくなったり水が抜けにく

くなったりするようになって使用限度を超え、土坑は廃棄されるのではないだろうか。久保田正寿氏

の指摘の通り (久保田 1989:p.92)、 湿気はそれほどの弊害にはならないようで、埋没沢に検出さ

れるものも比較的多かった。なお、細谷地遺跡第15次調査区から考えると、土師器焼成坑が群集する

のは、工房からのアクセスの良さによる可能性が窺われたが、いかがなものだろうか。
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郵図煮童





遺跡遠景 (東制上空から)

調査区全景 (東側上空から)

写真図版 1 遺跡違景 調査区全景
-123-



調査前風景 (北から) 調査前風景 (南東から)

〔:き議

RA047 耳二[面  (E蜀 力ゝら)

RA047 断面 (南から)
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写真図版 2 調査前風景・RA047住居跡
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カマ ド全景 (東から) カマド煙道横断面 (東から)
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写真図版 4 RA150住層跡 (2)
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写真図版 7 RA152住居跡 (3)
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写真図版 8 RA153住居跡 (1)
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写真図版14 RA155住居跡 (2)
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写真図版17 RA156住居跡 (2)
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写真図版18 RA157住居跡 (1)



誕韓
一

翠
甘義熱黙:

カマ ド1カマ ド1 平面 (北から)

カマ ド1 断面 (西から) カマ ド1 断面 (西から)

カマ ド1 断面 (西から) 断面 (北から)

カマ ド1 断ち害!り (西から) カマ ド1 断ち割り (北から)

写真図版19 RA157住居跡 (2)
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写真図版20 RA157住居跡 (3)
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写真図版21 RA157住居跡 (4)
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写真図版22 RA157住居跡 (5)
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写真図版24 RB003掘立柱建物跡 (補 )
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写真図版27 RD345～ RD348土坑
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写真図版28 RD349～ RD351土坑
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Ⅲ 調査の方法と室内整理
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写真図版32 土師器・須恵器 (1)



Ⅲ 調査の方法と室内整理

写真図版33 土師器・須恵器 (2)
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写真図版34 土師器 。須恵器 (3)



Ⅲ 調査の方法と室内整理
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写真図版35 土師器 。須恵器 (4)
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写真図版36 土師器・須恵器 (5)



Ⅲ 調査の方法と室内整理
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写真図版38 石器 (1)(S=1/3)



Ⅲ 調査の方法と室内整理
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